
    
      
        
      
    

  
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「秀しゆうくん……私、出来ちゃったみたい」

「えっ……？」

　神妙な表情で言う唯ゆい華かに、一瞬思考が追いつかずにフリーズしてしまった。

「マジで……!?　でかした唯華！」

　けれど、すぐに胸中に喜びが広がっていく。今すぐ唯華を抱きしめて喜びを表現したいくらいの気持ちだ。でもそうか、俺たちもついに……！

「で、この局面どう切り抜ける？」

「まず、ワイバーン部隊を全部こっち方向に突っ込むでしょ？」

「え？　そっちの筋は何もなくね？」

「や、結局終盤で出てくる援軍でいっつも詰むわけじゃない？　でもスタートから全力でこっち方面に進んどけばギリで対応できる」

「それはまぁそうかもだけど、そしたら逆方面の敵部隊の厚さに対応できなくないか？」

「そこがミソってやつですよ。ちょっとずつ敵を釣って後退してったら、計算上は……」

「あっ、この一本道に誘い込んで交代しつつ各個撃破したら……ギリ全員倒せるのか！」

「そそそ、後はボスを囲んでフルボッコ」

「なるほど、これだ！」

　ついに、三日間詰まってたステージをクリア出来る時が来た！　最高難度で挑んでるこのシミュレーションＲＰＧ、一手間違えるとゲームオーバーな詰将棋なんだよな……。

「最初に分散して人数を減らすからこそ、この局面に到いたれるわけか……全部隊投入でギリいけそうな雰囲気なのが逆に罠わなだったな……」

「開発者の人、絶対イジワルだよー」

　と、俺たちは微苦笑を浮かべ合う。

「そうだ。この戦略を生み出した功績として、唯華には『なんでも権』を進呈しよう」

「ありがたき幸せーっ」

　俺が賞状を渡すような仕草をすると、唯華もそれに合わせて神妙な顔で受け取る仕草。

　その名の通り、『なんでも権』とは相手のお願いを『なんでも』聞くっていうシンプルなものである。勝負の景品的な役割で賭けることが多いけど、俺たちのさじ加減なのでこんな感じで適当に発行されるケースも散見される。

「やーっ、でも解けた時のこのアハ体験は病みつきになるよねー！」

「だよなー。次のステージは、絶対俺の方が早くクリアの手を見つけてやるから」

「どうかなー？　秀くん、正攻法に囚とらわれすぎるところがあるからなー？」

「そう言う唯華はトリッキーな手ばっか考えて結局足元掬すくわれるパターンが多いよな？」

「ふふっ、つまり私たち二人揃そろえば余裕ってことだよね？」

「三日も詰まってた現状、流石さすがに余裕とまでは言えないけど……必ず、全クリまでいけるさ。二人で協力すれば」

「だよねっ」

　今度は、不敵な笑みを浮かべ合う俺たち。

「さて、だいぶ頭も使ったし糖分補給といくか」

「さんせーさんせーっ」

　二人同時に立ち上がって、キッチンへと向かう。

　特に示し合わせることもなく、俺は冷蔵庫に向かって唯華はコンロの前に。

「一番下？」

「おけー」

　こちらを見ることもなく返ってきた回答を受けて、冷蔵庫の一番下の段に冷やしてあるケーキの箱を取り出し、続いて、皿を取りに向かった。

「秀くーん」

「あいよー」

　その途中、紅茶葉の入った容器を取って唯華に手渡す。

　続いて俺は唯華の皿にイチゴのショートケーキ、俺の皿にチョコレートケーキを載せていく。基本的に味の好みも似ている俺たちだけど、こういうとこは好きなのがスッパリ分かれてるんで揉もめなくて助かる。

「んじゃ、今のうちに洗濯物取り込んどくな」

「おねがーい」

　唯華の方はまだ時間がかかるだろうから、その間に家事を済ませておくことにする。この辺りも特に決めてあるわけじゃなくて、毎度なんとなく適当に役割を分担する感じだ。
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　俺が洗濯物を取り入れて戻ると、ちょうど紅茶の準備も終わったところだった。

『いただきまーす』

　二人並んで手を合わせ、まずはケーキを一口。

「んーっ、美味おいしいーっ」

「疲れた脳に染み渡るな……ん、紅茶も美味うまい。唯華が淹いれると俺がやるのと全然違う味になる気がするんだけど、何か特別なことやってんの？」

「んー、ちょっと一手間かける的な？　今度教えてあげるね」

「ん、頼むよ。毎度淹れてもらうのも申し訳ないし」

「ふふっ、そんなのは全然気にする必要ないけど。私がやりたくてやってるんだから」

　なんて談笑しながら食べていると、ケーキがなくなるのもあっという間だ。

「よし、それじゃさっきの作戦でホントにいけるかの答え合わせしよっ」

「おっしゃ、やるか」

　頷うなずき合った後、俺たちはやる気満々の表情でゲームを再開させた。

「あれ？　秀くん、そこに配置でいいの？　一マスでも先に進んだ方がよくない？」

「や、地形効果的にここで受けるのがベストだと思う」

「なるほど確かに……うっわ、ここでクリティカル出ちゃう!?　完全にやっつけ負けのパターン入っちゃったじゃん……！」

「乱数を信じろ……！　相手の命中率がこれなら一発くらいは……よっしゃ外れた！」

　そんな風にワイワイ言いながら、ゲームを進めていって。

「おいおい、ボスがまだ変身残してるとか聞いてないんだが……！」

「けど、残存戦力でギリ削りきれる……はず！　あっ、その子はそっちに配置ね！」

　ゲームの画面に釘くぎ付づけになりながら、俺たちもだいぶ白熱していき……そして。

『っしゃ！』

　ボスを撃破したところで、歓喜の声が重なる。

「流石だな、やっぱ唯華の作戦通りだ」

「秀くんが状況に合わせて適宜修正してくれたからこそだよー」

　と、笑顔を交わし合った……ところで気付く。

「……？」

　頬ほおを引ひき攣つらせてしまった俺を見て、疑問符を浮かべる唯華……の顔が、近いな!?

　画面を指差してあれやこれやと言っているうちに俺の後ろに回っていた唯華が、いつの間にか俺に覆いかぶさるような恰かつ好こうになっていた。

「どうかした？」

　吐息さえも感じられそうな距離感で、けれど唯華は特に何も思っていない様子。

「い、いや、何でも……」

「そ？　ならいいけど」

　そうだよな……俺たちは、あくまで『親友』同士。

　それは、婚姻届を提出して正式な夫婦になっても変わらない。

　目の前に、吸い込まれそうなくらい綺き麗れいな瞳があるとしても……！　桜色の柔らかそうな唇がすぐ傍そばにあるとしても……！　変な気を起こしたりするなよ、俺！
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　私は、どうにかこうにか疑問顔を形作りながら。

　いーや、顔ちっっっっっっっっっっっっっっっっか!?　と、内心では大混乱だった。

　い、いつの間にこんなことに!?　あーもう私ったら、ゲームに夢中になってたからって大胆すぎぃ！　顔がニヤけちゃわないよう、めっちゃお腹なかに力入れてるんだけど……！

　だって間近で見る秀くんは、やっぱり凄すごく格好良くて……危うくキスしそうになっちゃったでしょ……！　や、うん、ほっぺにしそうになっただけだし未遂だからセーフ……！

　私が秀くんにそういう感情を持っていることを、今はまだ知られるわけにはいかない。

　だって秀くんは、あくまで『親友』として私との結婚を受け入れてくれたんだから。

　……でも、秀くんから手を出してくれる分には全然オッケーなんだけど。

　この状況で……ちょっとくらい。『変な気』、起こしてくれてもいいのにねー？
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「今日で一学期も終わりかー」

「あっという間だったなー」

　夏休み前最後の登校日の朝、鍋を見ている唯ゆい華かの横で俺はネギを刻んでいた。

「ふふっ」

　ふいに笑い声が聞こえたので、落としていた視線を隣へと向ける。

「あっという間に感じるくらい、楽しかったってことかな？」

「そうだな……誰かさんのおかげで、これまでになく楽しかったよ」

　去年までの学校生活といえば、誰とも交流せず淡々と授業をこなすだけの日々だった。

　でも今は瑛えい太たと高たか橋はしさんっていう、気兼ねなく接することのできる友達が出来て。先日の誕生日にはクラスの皆からお祝いの言葉まで掛けてもらって、俺もそれに心からの感謝を返せた。去年までなら、仮に同じことがあったとしても塩対応していたことだろう。

　それもこれも、最高の『親友』が海外から戻ってきてくれて……また、隣にいてくれるようになったおかげだ。友人との縁も唯華が繋つないでくれたものだし、唯華と再会してから明確に自分が明るくなった自覚もある。お見合いの相手として、男子だと思っていた幼おさな馴な染じみが綺麗な女性に変貌して現れた時はどうなることかと思ったし……最初は、『よく知らない相手と結婚するくらいなら昔馴染みの方が気が楽だから』なんて理由で決めるのもどうかと思う部分もあったんだけど。この『結婚』、本当に決めて良かったと心から思う。

　願わくば……唯華も、同じように思ってくれていたら嬉うれしいな。

「ふふっ」

　唯華はもう一度、さっきより少し照れ臭そうに笑った。

「にしても夏は、迷ったらとりあえずそうめん！　って選択肢を取れるから良いよねー」

　露骨に話題を変えたのも、きっと照れ隠しだろう。

　俺も、わざわざそれを指摘したりはしない。

「すぐ食べれるし調理の手間もそんなにないし、結構朝向けだよな」

「ほんそれー」

　なんて言いながら、ネギを刻み終わった俺は器を取り出す。唯華の方もちょうど茹ゆで上がったみたいで、水分を切った後に俺が出した器にそうめんを冷やさずそのままイン。かつお節と刻みネギを載せて、中央に卵を割り入れ最後にめんつゆとごま油を回しかけた。

「じゃんっ！」

　完成した皿を持ち上げ、俺に見せてくる。

「今日は、釜玉そうめん！」

「いいねぇ、美味しそうだ。そうめん、アレンジしやすいし全然飽きないよな」

「永久に食べれるー」

「俺、今後何か一つの食材しか食べれないってなったらそうめん選ぶわ」

「あはっ、それは言い過ぎーっ」

　皿を持って、テーブルへと移動する。

『いただきまーす』

　別に示し合わせてるわけでもないんだけど、いつも通り声が重なった。

「そういえば高橋さん、期末も補習回避できて良かったねー」

「今回も、ミッチリと勉強会した甲か斐いがあったな……同じく勉強会に参加してたはずの瑛太は、余裕で補習コースだったけど……」

「ずっと寝てるだけなのは参加してるって言わないからー」

「旅行の日程決める時も確実に補習と被かぶらないよう何回も確認してたし、もう最初から回避する気ないよなあれ……」

「後で苦労するのは自分なのにねー」

　そうめんを啜すすりながら、『友人』たちに関して談笑する。

　こんな光景も、去年までなら考えられなかった。

「にしても美味いな、釜玉そうめん。これ、ハマっちゃいそうだ」

「でしょー？　こないだ、お祖母ばあ様さまに教えてもらったんだー」

「仲良くしてるんだな」

「まー、正直まだちょっとギクシャクはしてるけどねー……主にというか、私の方が一方的にギクシャクしてるだけなんだけど……」

　十年前の、唯華……ゆーくんは、本当に男の子みたいだった。ゆーくん自身が、あえてそんな風に振る舞っていたから。

　それは『女の子は女の子らしくあれ』って教育方針の祖母、華か乃のさんへの反抗で……こないだも一ひと悶もん着ちやくあったというか、俺と唯華が勝手に勘違いして恥ずかしい思いをしたわけだけど。結果的にそれで唯華と華乃さんの溝が埋まったようで、何よりだ。

「そういえばこの釜玉そうめんのレシピ、一かず葉はちゃんにも教えてあげたんだけどさ。早速試してくれたみたいで、美味しかったって」

「あぁ、これいかにも一葉が好きそうな味だもんなー」

　俺の二つ下の妹である一葉もなんかいつの間にか唯華と仲良くなっていて、しょっちゅう通話してるみたいだ。完全に俺より頻繁に連絡取り合ってるし、最近はもはや唯華の妹なんじゃないかと思うレベルである。

「ただ、『スパチャです。レシピ代としてご査収ください』とか言ってお金渡そうとしてきたのにはちょっと困ったけどね……ていうか、一葉ちゃんさ。なんか事あるごとに私にお金を渡そうとしてくるんだけど、秀しゆうくんちってどういう教育方針なの……？」

「俺に施されてない教育の話は知らねぇよ……」

　とはいえ、一葉が時折……最近は割と頻繁に見せている気もする謎モードは未いまだに理解できてないみたいだ。なお、実兄である俺も理解できてはいない。あれホント何なの？

『ごちそうさまでしたっ』

　食べ終わるタイミングも大体同じで、今度の声も重なった。

「今日、私が先に出る日で合ってるっけ？」

「あぁ、合ってるよ」

　俺たちの家はいわゆる名家ってやつで、色んな柵しがらみがあるためにこの結婚についての公表時期は慎重に見据える必要がある。よって、俺たちの婚姻関係は学校では伏せている。当然同じ家に住んでいることもバレるわけにはいかず、別々に出て別々に帰る毎日だ。

「それじゃ、いってきまーす」

「いってらっしゃい」

　というわけで、先に出る唯華を玄関で見送る。

　といっても、俺も少し間を空けた後に家を出るわけだけど。

「……いってきます」

　誰もいない室内に向けて一応言ってみるけど、勿もち論ろん返事はない。「いってらっしゃい」を言ってもらえる、先に出る日の方が俺は好きだった。
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「唯華さーん！」

「おぐふっ……！」

　教室の戸を開けると、高橋陽ひ菜なさんのタックルが元気に唯華へと炸さく裂れつしていた。俺としても既に見慣れたもんで、もはや微笑ほほえましい気持ちで見守りながら自席へ向かう。

「ねぇ高橋さん、今回は何のタックルなのかな……？」

「今日でしばらく会えなくなるの寂しいですー！　の気持ちを込めたハグです！」

「それならせめて帰りのタイミングだし普通に明日遊ぶ約束してるし何よりハグにこの勢いは必要ないって事実にそろそろ気付くことは難しいのかな……？」

　苦笑しつつも唯華も拒絶はしないし、その表情には嬉うれしげな色も確かに混じっている。

　俺と同様に『利用価値』のある家に生まれた唯華は、高橋さんみたいに裏表なく真まっ直すぐぶつかってきてくれる相手が嬉しいんだろう……うん、まぁ、物理的に真っ直ぐぶつかる必要があるかはともかくとして。

「よいーっす、秀ちゃん」

「うぃっす」

　続いて教室に入ってきた竹たけ内うち瑛太と、適当な挨拶を交わし合う。

　唯華のボディガード役でもあるコイツが俺たちを利用するはずもなく、高橋さん同様に俺たちが気兼ねなく接することの出来る相手……いや、少し違うな。

　俺たちを利用するはずがない理由は、『瑛太だから』。

「聞いてよ秀ちゃん、オレ昨日凄すごいアイデア閃ひらめいちゃったんだよね」

「へぇ、どんな？」

「まず、補習してるトコにテロリストが襲撃してくるでしょ？　オレがそれを、華麗に撃退するでしょ？　したらオレ、英雄でしょ？　そんな英雄様に補習なんて受けさせるわけにはいきません！　ってなって補習免除！　完璧なプランじゃない？」

「そうだね……実現性という指標を完全に無視すれば完璧かもしれないね……」

「おいおい秀ちゃん、このオレがテロリスト如ごときに負けるとでも？」

「そっちじゃなくてね……」

　……いや別に、唯華が言うみたいに『馬鹿だから』って理由ではないよ？

　あくまで人柄的な意味でね？　うん。

「テロリスト役については、ウチの門下生なら程よくやられた上で逃げ切れると……」

「おい馬鹿やめろ本気で検討すんな」

「ははっ、冗談に決まってるでしょ」

「この学校の人間が言うと、まぁまぁシャレにならないんだよなぁ……」

　我が私立朋ほう山せん学園は、いわゆる良家のご子息ご息女が大半を占める。高橋さんみたいな、高校から外部受験で来る一般家庭のお子さんの方がレアだ。チャラく見えてこの瑛太もそのご多分には漏れず、実家は道場を営む名門。正味な話、たぶんガチればマジで実行できるとは思う……成功するかはともかくとして。いや、流石さすがに瑛太が本当に実行するだなんて疑ってないけどさ……信じてるよ？　信じてるからな？　絶対やんなよ？

「おはようございます、近この衛えくん、竹内くん」

　続いて挨拶してくれたのは、クラス委員の白しら鳥とりさんだ。

「おはよう、白鳥さん」

「おっはよー白鳥ちゃん。今日も可愛かわいいね」

「ふふっ、ありがとうございます」

　そこそこちゃんと挨拶を返す俺と、やや適当な瑛太。

　瑛太のこんな台詞せりふにも慣れっこで、白鳥さんに動揺の気配はない。

「ところで、ちょっと確認なんですけど。近衛くん、夏期講習に参加するかどうかって……もしかして、もう先生に直接伝えてます？」

「あ、うん、今年は不参加ってもう先生に……ごめん、ついクセで。今度からちゃんと、取りまとめてる白鳥さんに伝えるようにするから」

「最終的に確認さえ出来れば、どちらでも構いませんよ」

　と、白鳥さんは微笑んで自分の席に戻っていく。

　以前は俺が毎度クッソ塩対応するせいでビクビクさせてしまってたんだけど、こうして今は普通に話してくれるようになった。今となっちゃ、以前の態度が本当に申し訳ない。

「はよー。近衛っち、夏期講習来ないん？　ま、学年一位のヨユーってやつですなー？」

　次いで冗談めかして話しかけてきたのは、夏になってますます大胆に制服を着崩すようになっている天あま海みさん。これまた俺がクッソ塩対応した相手にも拘かかわらず、先日は俺がクラスの皆から誕生日を祝ってもらえるきっかけを作ってくれた。彼女も、今はこうして普通に話しかけてくれるようになっている。

「おはよう。別に、余裕とかそういうわけでもないんだけど……この夏は、勉強以外にも色々と経験したいと思ってるからさ」

「おっ、エロい話？」

「エロい話ではなくて」

「えー？　エロい話しようよー？」

「それは瑛太としてくれるかな？」

「秀ちゃんさ、オレのこと何だと思ってる？」

「そーいや竹うっちって、意外とあんまエロい話とかしないよね。エロそうなのに」

「皆、オレのこと何だと思ってる？」

　そんな冗句の応酬を交わした後、ひらひら手を振って天海さんも席に戻っていった。

「あっ！　近衛くんに竹内くんも、おはようございまーっす！」

　と、俺たちの登校に気付いた高橋さんが唯華へのホールドを解除して振り返ってくる。

「おはよっ。二人共、朝からエッチなお話なんてお盛んだねー？」

「エロい話をしてないって話しかしてなかったけどね……」

　そこに加わってきた唯華に、苦笑混じりに返した。

「あっ、そういえばっ」

　とそこで、ふと高橋さんが何かを思い出したような表情となった。

「旅行について、皆様にお伝えしなければならない重大事項が一点ございます……！」

　夏休みに、この四人で行く計画を立てている旅行。

　何かトラブルでも発生したのかな……？　なんて、思っていたら。

「おやつは……五千円までです……！」

『お、おぅ……』

　神妙な顔で言われて、他のメンバー全員が微妙な顔となった。

「五千円って、それは実質無制限ということでは……？」

「むしろ、五千円分もおやつ持ってく方がしんどいよねー……？」

「ていうか、なんでそんな苦渋の決断みたいな感じなの……？」

「えぇっ!?」

　俺、瑛太、唯華のリアクションを受けて、高橋さんはなぜか驚いた表情に。

「五千円ぽっちじゃキャビアの一粒も買えないじゃない、とか言われるかと思ったのに！　むしろそれを期待してのフリなとこまであったのにー！」

　ということらしい。相変わらず、俺たちに対して謎のイメージ持ってるな……。

「うん……私たち、フリだって気付けなくてごめんね……」

「世界で最も高値ってギネス認定されたアルマスキャビアでも一㎏約三三〇万円だから、五千円あったら一・五ｇくらいは買える計算だけどね……」

「瑛太、変な雑学にだけ詳しいとこあるよな……ていうかそもそも、おやつでキャビア食べる人あんまりいないと思うけど……」

「ハッ……!?　流石は近衛くん！　つまり、キャビアはおやつじゃないから五千円には含まれないもん理論……ということですねっ？」

「ということではないけども」

　ピッと指を立てる高橋さんに対して、とりあえずツッコミを入れておく。

「まぁそれは冗談なんすけど」

　良かった、流石にガチではなかったらしい……どこからどこまでが冗談だったの？

「当日泊まるロッジ、三つまで絞ったとこで迷ってるんで皆さんのご意見伺えればと！」

　と、高橋さんはロッジのリストが表示されたスマホの画面を見せてくる。

「駅から一番近い、ここでいいんじゃなーい？」

「いや待て……そこ、寝室が大部屋一つしかなくないか？」

「えへへーっ、ワンチャン雑魚寝もアリかと思いましてっ」

「ふふっ、確かにそれも楽しそうかもね」

「流石にそれはマズいだろ……」

　なんて、ワイワイと。教室で、泊まりで遊びに行く計画を話し合うだなんて……自分のことながら、ホントに変われば変わるもんだなぁ、なんてしみじみ思う俺なのだった。
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「いやー、終わった終わった！」

　終業式を終えての帰宅後、制服から着替えた唯華は晴れやかな表情でリビングのソファに座った。俺の隣、定位置である。

「別に学校も嫌いじゃないけど、やっぱり夏休みは解放感が凄いね！」

「だなー」

　厳密には夏休みは明日からなわけだけど、まぁ実質もう開始だよな。

「さて、それじゃ早速……」

「あぁ」

　視線を向けてくる唯華と、頷うなずき合う。

「夏休みの課題を始めるか」

「リセマラしよっと！」

　そして、同時に別々のことを言った。

「秀くん相変わらず真面目だねー」

　感心半分、揶や揄ゆ半分といった調子の唯華。

「早めに終わらせとかないと、なんか落ち着かないんだよ……」

「そういう意味では、リセマラが残ってる方が落ち着かなくない？　いつゲーム本編を始められるのか、この作業に懸かってるんだよ？」

「そもそも俺はリセマラしない派だから……」

　思わず苦笑が漏れる。まぁ、要領の良い唯華のことだ。課題を最終日まで残して泣きを見るようなこともないだろうし、好きにすれば良いと思うけど。

　……そういう意味では、早めに瑛太と高橋さんの進捗はキャッチアップしておいた方が良いかもしれない。最終日に手伝わされるとか、冗談じゃないからな……。




　間に夕食とかの休憩も挟みつつ、俺は課題を片付け、唯華はゲームに没頭する時間が続いた。こうして全く別々のことをしてても特に気まずくなるようなこともないし、むしろ心地よい空気感だ。隣に相手がいるだけで、なんだか安心できるような気分。

「……ふぅ」

　きりの良いとこで顔を上げると、割と良い時間だった。

「俺、もう風呂入って寝るよ」

「はいはーい、私はもうちょい先まで進めるー」

「程ほどにな」

「ほいほーい」

　返事する時だけ顔を上げる唯華にまた苦笑しつつ、俺は風呂場へと向かうのだった。
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　そして翌朝。今日から正式に夏休みが開始だけど、俺は大体いつも通りの時間に起きてきた。けど、唯華はまだ寝てるみたいだ。きっと、昨日あの後も夜更ししてたんだろう。

「ふわぁ……おはよ、秀くん」

　なんて思っていたところに、ちょうど唯華が部屋から出てきた。

「おはよ……う!?」

　眠そうな挨拶に微苦笑と共に振り返った瞬間、俺は慌てて顔を逸そらす。

「んんっ……？　秀くん、どうかしたぁ……？」

　まだ寝ぼけ気味なのか、その声はいつもより少しトロンとした調子だった。

　それはいいんだけど、さっき見えたＴシャツ姿の唯華は汗だくで……。

「その、色々と透けてるから……！」

「へぁ……？」

　ポカンとした感じの声。

「……あぁ」

　それが、ようやくいつもの調子に戻った。

「私、寝る時はエアコン付けない派だからねー」

「それは知ってるけど……」

「ていうかこれくらいなら前にも見てるんだし、そんなに慌てなくてもいいじゃない」

「一回見たら次からオッケーとか、そういうシステムじゃないだろ……!?」

「それに……『これ』だって、もう秀くんのモノなんだよ？」

　今度は、声がやけに艶っぽく聞こえて……朝っぱらから、妙な気分になりそうだった。

「……いいから、早くシャワー浴びて着替えなって。風邪引くぞ？」

　密ひそかに深呼吸を一つ挟んだ後、どうにか平静な声で言えたと思う。

「ふふっ、そうする」

　イタズラっぽい響きを残し、唯華が浴室の方へと消えていく。

「……ふぅ」

　そこでようやく、いつの間にか強こわ張ばっていた身体からだを弛し緩かんさせることが出来た。

　この季節、薄着になるし出会い頭は気をつけないといけないかもな……。
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「……ふぅ」

　脱衣所で、私は小さく息を吐いて。

「やらかしたぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　秀くんに聞こえないよう小さめな声で叫び、頭を抱えた。

　どうにか動揺を表に出さずに済んだのは、我ながらグッジョブだったけど……！　今、自分の顔が真っ赤になっちゃってるのがわかるよぉ……！　あぁもう、ていうかこれめっちゃ油断してる時の下着じゃん……！　どうせ見てもらうなら、もっと可愛かわいいのとかセクシーなのが良かったのにぃ……！　夏休みだからって、完っ全に気が緩んでたよね……！

　見せるなら、ちゃんと見せよう、ラッキースケベ。

　これを、この夏の標語にしよう！
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　風呂場に向かった唯華を見送った後、しばらく。さっき見た光景に乱れていた俺の脈拍も、どうにか落ち着きを取り戻してきた頃のことだった。

「秀くーん」

「……ん？」

　唯華の声が聞こえて、読んでいた本から顔を上げる。

　少しくぐもったその声は、どうやら浴室から呼びかけてきているようだった。

「どうしたー？」

　風呂場へと向かい、脱衣所の扉越しに尋ねる。

「ごめーん、シャンプーの替え取ってきてもらえるー？　こないだ買ったの、キッチンに置きっぱなしにしちゃってたー」

「りょーかーい」

　それから、軽く返事してキッチンへと向かった。

　すぐに、無造作に置かれているレジ袋の中にシャンプーの詰替えパックを発見。

　それを手に脱衣所まで戻って、コンコンコンと扉をノックする。

「入るぞー？」

「あいあーい」

　念のための確認は怠らない。

　万一何らかの理由で唯華が脱衣所にいたりしたら、目も当てられないからな……。

「ここ、置いとくな。口はもう切ってあるから」

　洗濯かごとか、極力『余計なもの』を目に入れないよう注意しつつ浴室の扉の前に詰め替えパックを置く。これで後は、俺が出ていった後に……。

「ありがとー」

「っ!?」

　なんて思っていたら急に浴室の扉が開いて、思わず硬直してしまった。

「やー、うっかりうっかり」

　と、唯華が顔を覗のぞかせ手を伸ばしてくる。

「ん？　どうかした？」

　そして、硬直したままの俺を見て首を捻ひねった。

「……や、別に」

　……オーケーオーケー、落ち着け俺。今見えているのは、顔と手のみ。普段から露出している部分であり、何も動揺するようなことはない。隠れてる部分は、今……とか、想像するんじゃない！　濡ぬれた髪や頬ほおを雫しずくが伝う様がなんだか……とかも、考えるな馬鹿！

　いや、というか、さっさと退出しよう……。

「……っと」

　踵きびすを返しかけたところで、唯華の濡れた手からパックが滑り落ちる様が見えて。

「っとっとっとー」

「っ!?」

　それをキャッチするため唯華が身を乗り出したせいで、身体の方まで見え……!?

「んふっ」

　咄とつ嗟さに目を逸らしたけど、ちょっとだけ見えてしまった……と気まずい思いを抱く俺に対して、唯華がイタズラっぽく笑う気配。

「流石さすがの私も、この場面ならタオルくらいは巻いてるってー」

　だとしても、なんだよなぁ……！　いかにも頼りないタオルでしか隠れてなかった姿を思い出すと……いや、思い出すなっての！

「期待に添えなくてごめんねー？」

「や、期待とかしてないし……！　本当に……！」

　とか、言えば言うほどなんか墓穴を掘ってるような気分になってきて。

「そ、そんじゃ、俺はこれで」

　結局気まずさが払拭されないまま、今度こそ踵を返して脱衣所を後にする。

「ありがとねー」

　背中に、唯華の改めてのお礼を受けながら。

「……ふぅ」

　後ろ手に脱衣所の扉を閉めたところで、思わず安あん堵どの息が漏れた。

　不ふ埒らちなことを考えるなよ、俺……！　唯華は俺のことを信頼してくれてるからこそ、こんな風に気軽に頼んでくれてるんだから……！
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「……ふぅ」

　秀くんが出ていった後、思わず安堵の息が漏れた。

　だって……タオルを巻いてるとはいえ、ほぼ裸の状態で秀くんと顔を合わせるって……！　なんか背徳感みたいなのがあって、変な気持ちになっちゃいそうだったもん……！

　……でも。今度は『ちゃんと』、出来てたんじゃないっ？
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　リビングに戻ってしばらく、再び乱れた俺の鼓動もまた落ち着き始めた頃。

「ふぅ、さっぱりー」

　唯華もリビングに戻ってきた。

　濡れた髪を、タオルで拭いながら……という姿から、そっと目を逸らす。

「珍しいな、朝から髪洗うの」

　明るい時刻にこの姿を見るってだけで、なぜか妙にドギマギしてしまった。

「流石に、普段は時間がないからねー。これも夏休み特典、ってね」

　そう言って、クスリと笑う唯華。

「まー、いずれにせよ髪乾かすのがめんどいんだけどー」

　それから、ドライヤー片手に本当に面めん倒どうそうな顔となる。

「俺がやろうか？」

　それを見て、ふとそんな提案が口を衝ついて出た。

　それから、ハッとする。子供の頃には当たり前にやってたことだったからつい言っちゃったけど、この歳としになって男に髪を触られるとか普通に考えて嫌だよな……！

「あ、や、今のは……！」

　どうにか言い訳を捻り出して、訂正しようとしたけれど。

「ホントっ？　ありがとーっ」

　当の唯華は、特に思うところもなさそうにニコッと笑ってくれた。これは、本当にありがたく思ってる時の表情だ。だから、「いいのか？」とは問わないことにする。

「んじゃ、ドライヤー」

「よろしくー」

　唯華からドライヤーを受け取り、ソファに座る唯華の後ろに立ってスイッチを入れた。

「熱くないか？」

「全然平気だよー」

　問いかけながら、慎重にドライヤーを近づけていく。

「なんかこれ、懐かしいなー」

　こっちからは見えないけど、唯華が微笑ほほえんでいるのは伝わってきた。

「子供の頃、お泊りした時はいっつも秀くんにドライヤーやってもらってたよねー」

「昔の唯華、放っとくと濡れたまま放置だったからな……」

「そのうち乾くでしょ、ってスタンスだったから」

「ははっ……風邪引いちゃうよ、って俺がしゃーなしでやるのがお決まりの流れだった」

　昔と同じ構図……とはいえ、あの頃とは唯華の髪の長さも俺の意識も全然違う。

　ドライヤーを振りながら、丁寧に髪を梳すいていく。

「秀くん、昔よりドライヤー上手になってるねー？」

　幸い、今のところは及第点らしい。手で梳いても少しも引っ掛からないサラサラの髪は、普段からよく手入れされているのがわかって……美しい。

「……もしかして。女の子の髪、乾かし慣れてる？」

　……なんか、声の温度がちょっと低くなったように聞こえたのは気のせいだよな？

「前は、一葉のもやってたし……それに、いつも唯華がやってるの見てるから」

「ふーん？」

　と、今度はどこかイタズラっぽく唯華が笑う気配。

「私のこと、いっつも見てくれてるんだー？」

「……そりゃ、一緒に暮らしてるんだから視界には入るさ」

　本当は……その綺き麗れいな仕草に、目を奪われがちなんだけど。

「にしても、随分と髪も長くなったもんだよなー」

　それを誤ご魔ま化かすために、雑談を振る。

　実際、すぐに乾かし終わった昔に比べてドライヤーだけでも随分と手間だ。

　他にも、俺にはわからない苦労や面倒があるんだと思う。だから、ドライヤーだけでも任せてもらっている今……出来る限り、大切に扱うよう心掛けよう。
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「秀くんはさ、髪は長い方が好き？　それとも、短い方が好き？」

「んー？」

　雑談にかこつけて、ちょっとドキドキしながら尋ねてみる。

　秀くんの好みがショートカットなら、今日にでもバッサリいくことも辞さないけれど。

「唯華なら、短くても長くても似合うと思うよ」

「んふっ」

　そんなことを言ってくれるもんだから、思わず笑みが漏れちゃった。

「私に似合うかどうかじゃなくて、一般論的なのを聞いたんだけどなー？」

「えっ……？　あっ、そっか、そうだよな……!?」

　慌てる秀くんをからかう体で、クスクス笑う私だけど……笑顔の理由は、ホントは別。

「ん[image: ん゛]っ……！　そんなことより、熱いとか痛いとかあったらすぐに言ってくれよ？」

「ん、全然大丈夫。凄すごく気持ち良いよー」

　私の髪を触る秀くんの手付きは優しくて、まるで宝物でも扱ってるみたいに繊細で。

　こうしていると、なんだかお姫様気分。

　何より……本当に、大切にしてくれてるんだなっていうのが実感出来て。

「私、昔っから好きだったなー……秀くんに、髪乾かしてもらうの」

「やっぱ、人に乾かしてもらうのって良いもんなのか？」

「秀くんにやってもらうのが、良いんだよ？」

「はいはい」

「ふふっ、ホントなのにー」

　こんなの……ニヤけちゃうに、決まってるでしょぉっ……！
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「秀くん、虫取り行こーっ！」

　なぜか妙に懐かしく感じる、甲高くてどこか甘ったるくも聞こえる声。

　僕に向けて手を差し出すのは、短髪の男の子……ゆーくん。

「うん、行こっ！」

　迷うことなく頷うなずいて、僕はその手を取った。

「あのね、ボクすっごいいっぱい虫が集まる木を見つけたんだ！　カブトムシとか、おっきなクワガタもいて、きっとあれオオクワガタだよ！」

「ホント!?　僕、オオクワガタって図鑑でしか見たことないよ！」

「ボクも初めて見た！　絶対捕まえようね！」

「うん！」

　ゆーくんに会う前の僕は家で本を読んでいるか一葉の相手をしていることが多かったけど、今はこうして外を駆けることの方がずっと多くなった。真夏の太陽はギラギラ輝いてて暑いけど、汗だくになっても僕もゆーくんも少しも足を緩めない。森に入って、木の根っこや大きな石をひょいひょいと飛び越えていく。

「ほら、あそこ！」

　ゆーくんが指す木を、僕も見上げた。

　すると確かに、樹液が出てるところに沢山の虫が集まっていて……。

「わっ、ホントだ！　あれ、オオクワガタだよ！　すっごーい！」

　図鑑で見たのと同じ姿に、僕は喜びの声を上げる。

「ゆーくん、教えてくれてありがとう！」

「へへーっ」

　それからお礼を伝えると、ゆーくんはちょっと照れ臭そうに笑った。

「ボクらだけの秘密の場所ね！」

「うん、もちろん！」

　というか僕には、それを教えてあげるような友達なんていない……ゆーくん以外には。

「よーし、捕まえるぞーっ！」

「おーっ！　って、ゆーくん!?　登って直接捕まえるつもり!?」

「だって、虫取り網持ってきてない……ていうか、ウチにそんなのなかったもん」

「そういえば、ウチにもないかも……」

「それに、これが一番手っ取り早いよ！」

「き、気をつけてね……？」

「へーきへーき、木登り得意だもん！」

　そう言って、ゆーくんはスルスルッと器用に木を登っていって──
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「……ん」

　目が覚めて初めて、今のが夢だったんだと気付く。

　といっても、実際にあった出来事でもあるんだけど。

「あの時……ゆーくん、ホントに素手でクワガタ捕まえちゃって。でも、どっちの家でも飼えないからって結局逃したんだよな」

　それでも、捕まえたってだけで俺たちは満足だった。

「あの頃の俺たちは、なんつーか『無敵』って感じだったな……」

　何でもやったし、何でも出来た。失敗しても笑い合った。危ないことをやって𠮟られたりもしたけれど、翌日にはそんなことケロッと忘れて今日は何しようってワクワクしながら話すんだ……いや、まぁ、でも。今も……。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

「っ!?」

　そんなに変わらんか、という俺の思考は大きな悲鳴によって遮られた。

「唯華……!?」

　ただ事ではなさそうだった声に、俺は慌てて身を起こして唯華の部屋へと向かう。

「入るぞ!?」

　緊急事態っぽいので、ノックもせず乱暴にドアを開けた。

「唯華、大丈夫か!?　何があった!?」

　中に入ると、顔を青くしてへたり込んでいる唯華の姿が目に入る。

「あ、あれ……！」

　まさか不審者でも侵入してきたのかと、唯華が指す先に素早く目を向けてみれば……。

「……何もなくないか？」

　特に危険そうなものも見当たらなくて、ちょっと拍子抜けした気分になる。

「アレが出たのぉ……！」

　けれど、続く言葉に遅れて理解する。アレか……俺も得意じゃないっつーか、だいぶ苦手なんだけどなぁ……けど、ここは俺が処理せねばなるまい。

　そんな決意と共に、唯華が指差している方へとゆっくり進んでいき……なるほど確かに壁に黒っぽい虫がいるな、と確認できた……けれど。

「なんだ、クワガタじゃんか」

　思っていたのとは違って、ホッとする。壁に止まっているのは、たぶん開けっ放しになってる窓から入ってきたんだろうコクワガタだった。

「えっ……クワガタ？」

　俺の言葉に、唯華は涙目をパチクリと瞬かせた。

　それから、俺の背に隠れるようにしながら恐る恐る確認する。

「わっ、ホントだー。一瞬しか見てなくて、黒っぽいから間違えちゃった」

　そして、クワガタの姿を見てホッと安あん堵どの息を吐いた。

「クワガタなら大丈夫なのに、アレが出るとめちゃくちゃビビるのは何でだろうな……」

「ほんそれー。素早さの違いなのかなー？　でも、動いてなくてもなんかヤだもんねー」

　そこまで言ってから、唯華は「あっ」と何かに気付いたような声を上げる。

「アレ……秀くんも、苦手だったんだ？」

「得意な人間の方が少なくないか……？」

「そうかもだけど……それでもすぐ、私の代わりに対処しようとしてくれたんだね？」

　唯華は、なんだかちょっとくすぐったそうに微笑んだ。

「……そりゃ、誰かがやんなきゃいけないわけだし」

「ふふっ、そっかそっか。ありがとね？」

　俺の照れ隠しも見抜いているんだろう唯華は、うんうんと嬉うれしそうに何度も頷く。

「でも、クワガタなら私も平気ー」

　そう言いながら、唯華はそろりそろりと近づいていき……間合いに入るや、さっと素早く手を伸ばしてクワガタを捕獲した。クワガタでも虫は無理って女の人も多いだろうけど、本当に何ともなさそうだ。

「あの時に逃したクワガタが、恩返しに来てくれたのかな？」

「……あの時のはオオクワガタだったし、そもそも捕まえたのも俺らだけどな」

「ふふっ、そうだね」

　軽口を返しながら……当たり前みたいに思い出を共有できていることが、なんだかちょっと面おも映はゆく感じる。そんな相手、家族以外にはいなかったから。

「ほら、もう迷い込んできちゃ駄目だよー」

　唯華が窓の外に放つと、クワガタは羽を広げて青空の向こうへと力強く飛んでいった。

「今でも、クワガタを扱うテクは健在だな」

「へへっ、昔取った杵きね柄づかってやつですよー」

　力こぶを作る仕草で、冗談めかす唯華。

　今はもう、男と見間違えようもない美人に成長したけれど……ちょっとヤンチャにも見えるその笑みは、ゆーくんと確かに重なるものだった。
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　その夜。

「あっ！　これにしようよ、これ！　面白そうじゃない？」

　今夜は映画鑑賞しようってことで、唯華に選定を任せていたんだけど……。

「あー……っと」

　配信サービスの動画一覧から唯華が選んだタイトルを見て、俺は微妙な声を上げた。

「あれ？　イマイチ惹ひかれない感じ？」

「そういうわけじゃないんだけど……大丈夫か？」

「何が？」

　俺の確認に、唯華は不思議そうに首を捻ひねる。

「それ、タイトルもパッケージもめっちゃコメディっぽいけど、だいぶガチめのホラーって聞いてるやつなんだけど……」

「へぇ、そうなんだ？」

　あれ……？　なんか唯華、普通に平気そうな顔だな……？

「ふふっ、どうしたの？」

　ちょっと拍子抜けした気分の俺を見て、唯華がクスリと笑う。

「や、唯華ってホラー苦手じゃなかったっけ？」

「あはっ、いつの話してるの？　今はもう大丈夫だし、何なら一番好きまであるよー」

「そっか……変われば変わるもんだなぁ」

　なんて、しみじみと思う。子供の頃の唯華は、ホントにホラー系が全然ダメで……。

「昔はちょっと心霊番組を観みちゃっただけで、トイレ付いてきてーって半ベソで俺に頼んできてたのにな」

「も、もう！　恥ずかしい思い出掘り返すの禁止っ」

　ちょっと頬ほおを赤くした唯華が、ぺしっと俺の肩を叩たたく。

「それよりほら、観よ観よっ」

「あぁ、そうだな」

　憂いも消えたところで、改めて腰を落ち着けて視聴を開始する。

「あははっ！　おっかしー！　えっ、これホントにホラーなの？」

　映画は当初、パッケージの印象通りにコメディ調の話から始まって、唯華もケラケラ笑っていた。だけど徐々に霊の影が垣かい間ま見みえてきて、画面も全体的に暗くなり……。

「ひゅっ」

　ひゅっ……？

　音の発生源、隣を見ると唯華が真顔で画面を見つめていた。

「うん？　どうかした？」

　俺の視線を感じたか、こっちを見て首を傾ける唯華。

「や、何でも……」

「そ？　ならいいけど」

　聞き違いか何かだったかな？　と前に向き直ると、唯華もテレビの方に視線を戻した。

　画面内は、どんどんおどろおどろしい雰囲気になってきており……主人公が見つめる先に一瞬だけ、ニヤリと笑う子供のような影が。

「ぴゃん」

　ぴゃん……？

　またも横から謎の音が聞こえ、俺の意識はそっちに持っていかれた。

　見ると、やっぱり唯華は真顔で画面を見つめている。

　俺も薄々気付いてはいるものの、とりあえずもうちょい様子を見ることにした。映画は、シンと静かな場面に差し掛かり……何かが『来る』かと俺も息を呑のんだその時。

　──コトン

「ひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん!?」

「うおっ!?」

　俺たちの背後で何かが落ちたような音が聞こえたかと思えば唯華が絶叫し、俺はその絶叫に驚いて絶叫しそうになった。

「なんかいるなんかいるなんかいるぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！」

　半泣きになった唯華は、俺の腕に顔を埋うずめながら背後を指す。

　俺は、とりあえず停止ボタンを押しながら音が鳴った方を確認。

「落ち着けって……ティッシュ箱が落ちただけだから。ほら、テーブルの端っこの方に置いちゃってたせいで」

「ホント……？　おばけ、いない……？」

　涙目で見上げてくる唯華。なんか、ちょっと幼児退行してる感があって……可愛かわいい。

「いないいない、おばけなんていないよー」

　おかげで、俺もついつい子供に話しかけるような口調になってしまった。

「ホントにホント……？」

「うん、ホントにホントだよー。ほら、見てごらーん？」

　あやすように答えると、少しずつ落ち着いてきた唯華が恐る恐る後ろに目を向けていく。そして、俺の指す場所にただティッシュ箱が落ちているだけなのを確認し。

「………………まっ、知ってたけどね」
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「いや、流石さすがにそれは無理筋が過ぎるわ」

　いかにも平気そうな態度を取り繕う唯華にツッコミを入れると、唯華はちょっと気まずげな表情で目を逸そらした。

「なんで強がったの？」

「だって……この歳としになって、まだホラーが怖いなんて恥ずかしいでしょ……」

「別に、恥ずかしがるようなことでもないとは思うけど……そんな状態で、よく『何なら一番好きまであるよ』とまで言えたな」

「……ワンチャン、十年ぶりに観たらそういうこともあるかと思って」

「逆に、観てもないのに克服出来てるわけなくない？」

「はい……」

　問いを重ねると、唯華はシュンと項うな垂だれた。

「ま、まぁでもほら、苦手なものなんて誰だってあって当たり前だしな？　俺も、ホラーそんな得意な方でもないしさ！　ホラーなんて、観れなくても全然困らないもんな！」

　なんだかこっちがイジメてるような気分になってきて、慌ててフォローする。

「なんか、こう、アレだな！　続きを観るって感じでもなくなったし、ちょっと早いけど今日はもう寝るか！　なっ！」

　そう提案しながら、立ち上がる……が、唯華が引き止めるように俺の袖を摘つまんだ。

「……秀くん」

　小さく呼びかけながら、縋すがるような目で見上げてくる。

「今日……一緒に、寝て？」

「そのレベルで無理なのにホントなんで強がったの!?」

　最初から無理って言ってくれれば、強制なんてしないのに……というのは、ともかく。

「……わかったよ」

　ここは、俺も『覚悟』を決めるか。

「だったら……今夜は、寝かさないぞ？」

「………………ふぇっ!?」
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　秀くんの言葉に、一瞬そういう意味かと思って凄すごくドキッとしちゃったけど。

「あははははっ！」

「馬鹿だよなー」

　普通に、『今夜は夜通しコメディ映画を観よう』って話でした。ですよねー。

　でも笑いながら映画を観ていても、さっきの恐怖はまだ完全には消えてなくて。だけどそれをわかってくれてるみたいに、秀くんはいつもの定位置よりちょっと私に近い場所でずっと寄り添ってくれている。少しだけ触れ合う、お互いの体温を感じられる距離。

　その温かさに、身を委ねているうちに……。

「ふぁ……」

　なんだか、眠くなってきちゃったなぁ……。

　うつらうつらと、自分が船を漕こぎ始めているのがわかる……。

「唯華ぁ……？　寝ちゃったかぁ……？」

　まだギリ寝てないけど、そろそろ無理かもー……秀くんも、眠そうな声だねぇ……。

「仕方ないなぁ……」

　何がぁ……？　とぼんやり考えていたら。なんだか身体からだがふわっと浮くような感覚があって……私の意識は、夢の世界へと旅立っていった。
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「おっはよー」

「……あぁ、うん、おはよう」

　朝ダイニングに顔を出したら既に唯華がバッチリ起きていて、一瞬反応が遅れた。

　夏休みに入ってからは、俺の方が早い日ばっかりだったけど……今日は俺が寝坊したってわけでもなく、いつも通りの時間だ。

　テーブルの上には、既に朝食も用意されている。しかも、ちょっと手の込んだやつ。

「悪いな、任せちゃって」

　誕生日の時もそうだったけど、あの時は誕生日だからと言われれば素直に好意に甘えることが出来た。けど何でもない日に、いつも二人でやってることを丸投げしてしまったのはちょっと心苦しい……と、思っていたら。

「いいのいいの、昨日のお詫わびだからっ」

　どうやら、そういうことらしい。

「ごめんねー？　私が変に強がったせいで、遅くまで付き合わせちゃって」

「ははっ。そんなの、いくらでも付き合うさ」

　とはいえ、出来ればその素直さは事前に発揮してほしかったところではある……と、ちょっとだけ思わないでもないけども。

「あとさ、私が寝た後に部屋まで運んでくれたでしょ？　そのお礼も兼ねてっ」

「……そういうことなら、ありがたくいただくよ」

　とは返したものの、一瞬ギクリと顔が強こわ張ばってしまった。

「……秀くん？」

　そんな俺を不審に思ったんだろう。唯華が、小さく首を捻ひねる。

　かと思えば、ふと何かを思いついたようでニマ～ッと笑った。

「もしかしてぇ？　昨日、寝てる私に……エッチなイタズラ、しちゃったとかぁ？」

「それは誓ってしてないけども……！」

　反射的に返してから、「あっ」と気付く。

「それ、『は』？」

　この言い方じゃ、他には何かしたって自供してるようなもんだよなぁ……！

「ねぇ、秀くん？　私は秀くんになら何をされてもいいし、何をされても嬉うれしいよ？」

　妙に優しい笑みで、唯華は「だから」と続ける。

「何しちゃったのか……教えてっ？」

　けど、これは俺をからかう気満々の声だ。

　俺が唯華に変なことするわけないって信頼ゆえだろう。それは嬉しい。嬉しいけども。

「……っこ」

「うん？　聞こえなーい」

　俺は……もしかするとその信頼を、裏切ってしまったかもしれない。

「お姫様抱っこ、的なものを……少々……」

「へ？」

　思わぬ回答だったのか、唯華はパチクリと目を瞬かせる。

　やっぱり、寝てる相手に勝手に触るどころか抱き上げるのはギルティだよな……!?　昨日は俺も眠くて頭が働いてなかったからそれがベストだと判断したけど、今になって考えればシーツか何かで簡易的な担架みたいなのを作って運ぶべきだった……！

　と、死刑宣告を待つ罪人の気分で唯華の反応を待っていたら。

「えーっ！　いいなーっ！」

「へ……？」

　唯華の意外過ぎるリアクションに、今度は俺の方が目を瞬かせる番だった。

「昨日の私がめっちゃ羨ましいんだけどーっ！」

「昨日の唯華も唯華だとは思うけど……」

「でも、寝てて全然覚えてないもんっ」

「ていうか、羨ましがるようなもんなのか……？」

「いやいや、女の子の憧れでしょー？」

　あのゆーくんがこんなことを言うようになるとは、変われば変わるもんだよなぁ……。

「ねっ、秀くん」

　と、俺を上目遣いに見つめる瞳にはどこか期待感が垣かい間ま見みえる。

「もっかい、やって？」

　俺に向けて、両手を差し出してくる唯華。

　お姫様抱っこ……正直、唯華が寝ている時だから出来たことでもあった。起きている時にあの距離感というか密着感は、何というかこう……色々とマズい気がするので……。

　だけど。

「もう一回……ダメ？」

　俺は、小首を傾けるこの親友の『お願い』にとても弱いことを自覚していた。

「あっ、そうだ！　なんでも権あった！　なんでも権を行使します！」

「わかったわかった、やるよ」

「やったー！」

　なんでも権なんてあってもなくても、なんでもしてあげたくなってしまうのである。

「とりあえず、そこ座ってもらえるか？」

「はーいっ」

　俺の指示に従い、唯華はワクワクした表情で椅子に座る。俺は隣で膝立ちになり、唯華の膝の裏と背中にそっと手を添えた。唯華が俺の首の後ろに手を回して、準備は完了だ。

「じゃあ……いくぞ？」

「はいはーい」

　腹筋に力を入れつつ、一気に持ち上げる……と。

「っとと」

　バランスを崩しかけたのか、唯華が腕に力を込めて更に密着度が上がってしまった。

「結構、不安定だね」

「……だな」

　間近で微笑ほほえまれ、どうにか動揺を出さないよう短く答える。

「ていうかこれ、よく私が寝てる状態で出来たね。基本、こっちの協力ありきでしょ？」

「そこは、全身をギュッと抱え込む感じでどうにか……」

「へー？　ちょっとやってみて？」

「えぇ……？　今やるのはちょっと……」

「ねっ、おねがーい？」

　この親友も、俺が君のお願いに弱いのをわかってるとこあるよな……いいんだけど。

「わかったよ。ほら、こうして……」

　唯華の頭を俺の胸の辺りで支える形で抱き寄せる。当然更に密着度は増すわけで、少し汗ばんだ唯華の肌の感触やフローラルな香りが……否いな、今は無心で抱き上げるのみ！

「ふふっ……昨日の私は、こんな風に抱かれちゃったんだー？」

「その言い方はちょっと……！」

「何か間違ってるー？」

「間違ってないからこそというかね……！」

　会話内容のせいもあって、ちょっと無心でいるのは難しいですねぇ……！

「はい、終わり終わりっ」

「えーっ？」

　色んな意味で限界を迎え、不満の声にも耳を貸さず唯華を椅子に下ろす。

「やっぱ、そんな良いもんでもなかったろ……？」

　苦笑混じりに尋ねると。

「そんなことないよー」

　膝立ち状態の俺の耳に、唯華が唇を寄せてきて。

「凄く……良かったよっ」

　そっと囁ささやかれて……変な意味に捉えないよう、己を律する俺なのだった。
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　お姫様抱っこねー？

　はいはい、まー実際のとこねー？

　初めて体験してみるとねー？

　めっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっちゃ良かったです……！

　想像してた百倍くらい良かった……！

　だって……秀くんとの密着感にも、勿もち論ろん凄すごくドキドキしたけれど。私を軽々と持ち上げてくれる力強さに……支えてくれる腕の頼もしさに……本当に秀くん、『男の子』から『男の人』になったんだなぁって実感出来て。そんな秀くんに包み込まれるみたいに抱きしめられるなんて……もう、幸せゲージが振り切れちゃうよぉ……！

　ずっとずっとそうしていたい気持ちだったけど……でも、秀くんが下ろしてくれてホッとした気持ちも正直あった。だって……色んな意味で、もう限界だったもん……！

　それにしても……昔はあんなにちっちゃくて可愛かわいくて、力だって私の方が強いくらいだったのにさ。ホント、変われば変わるもんだよねー。
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「いやー、あっついねー」

　額の汗を拭いながらそう言う唯ゆい華かだけど、顔には輝くような笑みが浮かんでいた。

「そう言う割には楽しそうだな」

　俺の方は若干辟へき易えきしながら、熱されたアスファルトの上を並んで歩く。

「だって私、夏が好きだもーん」

「そういや、昔からそうだったっけ……何か理由とかあるの？」

「夏って、なんか元気を貰もらえるような気がするんだよね。ほら、世界全体が『生きてるーっ！』って主張してる感じがしない？」

「あぁ、それはなんかわかるかも」

　例えば、さっきから鳴なり止やまない蝉せみ時雨しぐれ。太陽に向かって咲き誇る向日葵ひまわり。青々と葉を茂らせて並んでいる街路樹たち。冬に比べて圧倒的に騒がしくて華やかなこの景色は、生命の力強さをこれでもかって表現してるみたいだ。そう考えると、この暑さもなんだか愛いとしく……は、流石さすがになってこないけども。でも、確かに元気を貰えるような気はする。

　唯華のこういうポジティブな考え方は、俺も見習いたいところだな。

「あれ？　図書館、こっちじゃなかった？」

　交差点にて、俺と唯華で別々の方向に踏み出して唯華が首を捻った。

「あぁ、言ってなかったっけ。図書館、移転したんだよ」

「へー、そうなんだ？」

　なんて会話を交わしている通り、今回の目的地は図書館だ。

　ついついエアコンの効いた部屋に引きこもりがちになってしまうこの季節だけど、それも不健康だろうと俺たちは意識的に外出するようにしていた。図書館なら一緒にいるとこを誰かに見られても、たまたま会ったとか言い訳もしやすいだろう。

　しばらく雑談しながら歩いていると、程なく図書館が入っている建物の前に到着する。

「おーっ、でっかくなったねー」

「全部が図書館ってわけじゃないけどな」

　中に足を踏み入れると涼しい空気が迎えてくれて、思わず「ふーっ」と声が漏れた。

「涼しいーっ」

　唯華も、心地よさそうに目を細めている。

　頬ほおを伝って顎から滴り落ちた汗がシャツの胸元に染み込んでいって……なんだかいけないものを見てしまったような気分で、俺はそっと目を逸そらした。

「うん？　どうかした？」

「いや、別に？　ほら、図書館こっちだよ」

　それを誤ご魔ま化かすため、少し早足で図書コーナーへと向かう俺なのだった。




「私、図書館の香りって好きだなー」

「あぁ、本屋さんともまた違ってなんか落ち着くよな」

「あと、この景色も好きっ」

「わかる。見渡す限りに本が並んでるの、見てるだけでワクワクするよ」

　小声でそんなことを囁き合いながら、俺と唯華は並んで図書館の中をゆったり回っていた。声量の都合上だいぶくっつき気味なんで、密ひそかにちょっと緊張している俺である。

「ねねっ、せっかくだしお互いにオススメの本を紹介し合わない？」

「あぁ、いいなそれ」

　唯華の提案に、俺も微笑んで頷うなずいた。

　唯華のオススメなら信頼できるし、どんなのをオススメしてくれるのか楽しみだ。

「どっちがよりグッドなオススメを発見できるか、勝負だっ」

「それどうやって判定するんだよ……」

　冗談めかす唯華に、微苦笑を返す。

「それじゃ、オススメが見つかったらカウンター前のソファに集合ね」

「了解」

　頷き合って、俺たちはそれぞれ反対方向へと踏み出した。

　さて……どうするか。普段よく読むジャンルだとオススメなのはもうウチにあるし、かといってあんまり詳しくないジャンルを攻めるっていうのも趣旨に反するしなぁ……なんて。ぼんやり考えながら図書館内を歩いているだけで、なんだか楽しかった。




　結局図書館内をほぼ一周した後、俺は目的の棚を見定めた。

　オススメするならこれかな……と、手を伸ばす。

『あっ……』

　すると隣に来た人も同時に手を伸ばしてきて、手が触れ合ってしまった。

『すみませ……』

　謝罪の言葉が重なり、同時に消えていく。

「唯華？」

「秀しゆうくん？」

　どうやらお互い、考えに没頭してて相手に気付いてなかったみたいだ。

「同じとこに辿たどり着ついちゃったね」

「……だな」

　はにかむ唯華に、苦笑を返す。考えてみれば、この結果は必然と言えるのかもしれない。お互いのオススメなら信頼できるっていうのは、好みが似てるからこそだもんな……。

「じゃあ、オススメしてほしいジャンルを指定し合うか」

「ん、そうしよっ」

　今度は、俺の提案に唯華が頷いた。

「私は、ミステリの気分かなー」

「了解。俺は……そうだな、ファンタジー希望」

「かしこまりっ」

　ピッと冗談めかして敬礼のポーズを取る唯華。

　そうして、俺たちはまた別々の方向に歩き出したのだった。




「……うん。よし、これにしよう」

　ミステリのコーナーでオススメできそうな本をしばらく見定めていた俺は、一冊に決めてそれを手に取った。俺も前に借りて読んだことあるけど、トリックが意外なもので話の筋も面白かったはず……うん、パラパラッと見てみた限り記憶に間違いはないっぽいな。

　一つ頷いて、集合場所であるカウンター前のソファに向かう……と、その途中。

「………………」

　ふと目に入ってきた光景に、思わず立ち止まってしまった。

　唯華が、本を選んでいる。

　ただ、それだけだ。でも……窓の外から差し込む光に照らされ、真剣な表情で本に目を落とすその姿がとても絵になっていて。思わず、見み惚とれてしまったのだった。

「……？」

　ふと唯華が顔を上げ、俺の方を見てちょっと首を捻ひねる。

　それから、本を手にしたままスススッと歩み寄ってきた。

「なんで、そんなところで突っ立ってるの？」

　おかしそうに微笑ほほえんで、唯華は俺の間近で囁く。

　心を落ち着けようと少し深めに呼吸すると、制汗剤だろうか？　少しだけ甘い爽やかな香りが感じられて、なんだか余計に落ち着かない気分になってくる。
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「……いや。それが唯華のオススメの本なのかなって思ってさ」

　勿論本音を口に出すわけにもいかず、そんな風に誤魔化した。

「ふーん？」

　ジッと目を見つめられると、心の底まで全部見透かされてるような気になるな……。




　　　　♥　♥　♥




　ふーむ……なーんか、何かを誤魔化してる気配を感じるよねー？

　秀くんがこんなとこで立ち止まってボーッとしてた理由……そうだなぁ、例えば……。

　私に見惚れちゃってた、とかっ？

　ふふっ、なんてね。流石に、そこまで自意識過剰じゃないよー。

「そう、これが私のオススメー。ちょっと長いけど文章は軽妙だし、秀くんならサラッと読めると思うよ。本格ファンタジーだけどコメディ要素も多いし」

　……それはそうと。

「へぇ、読むのが楽しみだ」

　私が秀くんの耳元で囁くってことは、秀くんも私の耳元で囁くってことで……。

「秀くんのオススメは、それ？」

「あぁ。内容は、読んでのお楽しみ」

「ふふっ。私がミステリは何の前情報も無しで読みたい派なの、覚えてくれてたんだ？」

「そりゃ勿論」

　秀くんが囁く度になんかゾワゾワッて背中に快感が走る感じで、会話が全然頭に入ってこないんだけど……！　秀くんも汗をかいてるせいなのか、いつもより強く感じられる匂いが余計に私を惑わせる……！




　　　　♠　♠　♠




　その後、お互いのオススメを交換し合って借りてきて。

　帰って早々、俺たちはリビングのソファに並んで座ってそれを読み始めた。

　ページを捲めくる音と、網戸越しに僅かに届く街の喧けん騒そうが集中するのにちょうど良い。

「……ふぅ」

　隣から、パタンと本を閉じる音と満足げな吐息が聞こえてきた。それだけで、どうやら俺のオススメはお気に召していただけたようだとわかる。

　勿もち論ろん、俺も唯華のオススメしてくれた本を凄すごく楽しんでいた。基本は骨太なファンタジーなんだけど、キャラ同士の掛け合いが軽妙でついつい笑ってしまう。けどメリハリが効いてて、熱いシーンはとことん熱い。流石は唯華、良いのをオススメしてくれた。

　ただ結構分厚いんで、俺の方は読み終わるまでまだ時間がかかりそうだ。

「ふぁ……」

　唯華はしばらくスマホをいじっていたかと思えば、小さくあくびする。

　うつらうつらと船を漕こぎ始めるのが視界の端に映ったので、ふと目を向けると……。

「っと、危ねっ……!?」

　向こう側に倒れ込みそうになっていて、慌てて肩に手を回して抱き止める。

「んぅ……」

　少しだけ身じろぎした唯華は、今度は反対側……俺の方へとゆったり倒れてきて、コテンと俺の肩の上に頭が載った。まぁ、下手にフラフラされるよりこっちの方が安全か……と、このまま放置することにする。この距離は、ちょっと緊張するけど……。

「……ははっ」

　なんて思って寝顔を眺めていたら、ふと笑ってしまった。

　その顔は、勿論綺き麗れいな女性のものだけど。居眠りしていると、いつもより随分とあどけない印象で……当たり前ではあるんだけど、『ゆーくん』にそっくりだったから。

　これなら、変に緊張もせずに済みそうかな……。




　　　　♥　♥　♥




　パタン。

　近くで生じた本を閉じる気配をきっかけに、私の意識はゆっくりと浮上していった。

「……ふにゃっ」

　自分でも謎の声と共に目を開けて、初めて自分が寝ていたことを自覚する。

　でも、ベッドじゃない……？　えーと、ここどこだっけ……？

「おはよう」

「ふにゃ……？」

　間近から聞き慣れた声が聞こえて、私は何とは無しに目を向ける……と。

「ふにゃっ!?」

　すぐそこに秀くんの顔があって、三度目の奇声と共に仰のけ反ぞってしまった。

「っと、危ない」

　そのままソファからずり落ちそうになったのを、肩を抱く形で秀くんが支えてくれる。

「あ、ありがと……」

　それはありがたいんだけど、目覚めて一秒でこの距離は刺激が強すぎるってぇ……！

　……うん？　あれ？　ていうか私、秀くんにもたれかかって寝ちゃってたよね……？

「あ、ごめんね？　肩、邪魔だったでしょ……？」

「いやいや、全然そんなことなかったよ。むしろ……」

　謝る私に、秀くんはなんだかイタズラっぽく笑う。

「可愛かわいい寝顔を間近で見れて、眼福だった」

「っ……!?」

　いつもは天然でクリティカルを放ってくる秀くんだけど、今回は完全に狙ってるよねぇ……!?　あぁもう私ったら、変な寝言とか言ってなかったよね……!?　あれっ、ちょっとヨダレ垂れてない!?　うぅ……こないだ油断しないようにって気を引き締め直したとこなのに、また変なとこ見られちゃったなぁ……！




　　　　♠　♠　♠

　　　　♠　♠　♠




　今日の『お出掛け』先は、少し遠くのショッピングモール。

「ねぇ、これとかどうかなっ？」

「ん、似合うよ」

　登山ウェアを身体からだに当ててこっちに見せてくる唯華に、俺は微笑んで返す。

　実際、似合うと思う……けど。

「ただ、それだとちょっとゴツすぎないか……？　山登りっていっても、今度行くのはなだらかなハイキングコースだろ？」

「ダメダメ、登山を甘く見ちゃ！　いざという時を想定して、キッチリ対策しなきゃ！」

「まぁ、その心がけは大切だと思うけどさ……」

　本日は、瑛えい太た・高たか橋はしさんと一緒に行く旅行に向けての買い出しに来ているのだった。

「あと、帽子もいるよねっ。これとこれ、どっちがいいと思うっ？」

　旅行が楽しみだからか、今日の唯華はいつも以上にテンションが高い。

「唯華の髪には、こっちの色が合うんじゃないかな」

「あはっ、じゃあこれにしよっと。そうだっ、せっかくだし秀くんはこっちの色違いのにしない？　リンクコーデっ」

「確かに、これくらいならたまたまデザインが被かぶったって言えるしな」

「そんじゃ、けってーい！」

「次、リュック見に行っていいかなっ？　俺、そういや一個も持ってなくてさー」

「りょーかーいっ」

　そして、それは俺自身にも言えることだった。

　何しろ、家族以外との旅行なんて小中の修学旅行以来だ。その修学旅行では、極力他の班員の邪魔にならないよう空気に徹していた。『友達』との旅行……想像さえしてなかったそれを、どうやら思った以上に楽しみにしているらしい俺なのだった。




　　　　♥　♥　♥




「ふふっ」

「うん……？　どうした？」

　ふと笑った私に、秀くんが疑問の目を向けてくる。

「なんでもないよーっと」

「なんでもある時のやつじゃん」

「じゃ、乙女のヒミツってことで」

「ははっ、なら仕方ないな」

　私が笑った理由……それは、なんだかとっても嬉うれしくなったから。

　だって今日の秀くんは見るからにはしゃいじゃって、可愛くて。何より……その理由が、『友達』との旅行が楽しみだからっていうのもありありと伝わってくるんだもの。そんなの、嬉しいに決まってるよね……んんっ？

「っ……！」




　　　　♠　♠　♠




「ん……？」

　唯華が突然ギクリと表情を強こわ張ばらせ、サッと陳列棚の下のスペースに潜り込んだ。

　急にどうしたんだ……？　と、思っていると。

「あっ、近この衛えくん！」

　答えが、声をかけてきた。

「さては近衛くんも、旅行の準備ですねーっ？」

「うん、そうなんだ。高橋さんも？」

「もっちろんです！」

　どうやら唯華は、先に高橋さんを発見して咄とつ嗟さに隠れたらしい。ナイス判断だ。

　尤もつとも……一緒に旅行へ行くんだし、たまたま会ったって線でも良かった気もするけど。

　現にこうして、高橋さんとたまたま遭遇してるわけで。

　とはいえ隠れた以上、見つかれば余計に厄介なことになりそうだ。

「そうだ。高橋さん、ちょっと意見を聞いてもいいかな？」

「おっ、庶民の感覚を学びたいというやつですねっ？」

「というやつではないんだけども。リュックって、どのくらいの大きさが良いんだろう？　ほら、こっちからこっちまでかなり大きさに種類があるから迷ってさ」

「あー、それはですねー」

　高橋さんに質問する体で少し移動することで、唯華の隠れている場所が高橋さんの背後になるようさりげなく誘導する。

「答えは……大きければ大きい程良い、です！」

「流石さすがにそんなことはなくない……？」

「私は、売り場にあった一番大きいリュックを迷わず選びましたよっ」

「マジの価値観なんだ……」

「しかも、保冷機能付きの優れものなんですよー！　ちょっと四角すぎるのが、あんまり可愛くなくて玉たまに瑕きずですがっ！」

「もしかしてなんだけどそれ、フードデリバリーの人が使うやつじゃない……？」

　会話内容はともかくとして、高橋さんの気も上手うまく逸そらせていると思う。

　これで、急に振り向いたりは……。

「あっ、そうだ！」

　んんっ、急に振り向いちゃったねぇ……!?

「登山用に、サングラスもあると良いですよっ！　紫外線は標高が高くなるほど強くなりますし、雪山では反射光も強いですから！」

　しかも、ジャストで唯華が隠れてる棚に向かって行ったねぇ……！

「今度行くの、夏のなだらかな山だよね……？」

　いや、でも、逆に。幸い高橋さんは唯華の存在には気付いてないようで、ここまで近づけば角度的にむしろ見つかりづらくなったはず……と、チラリと唯華の様子を窺うかがうと。

「ふ、ははっ」

　つい、反射的に笑ってしまった。

　いつの間にかサングラスを掛けている唯華がそれをクイクイッと上げ下げしており、その仕草が現社の佐さ藤とう先生がしょっちゅうやってるのにそっくりだったから。

　完全に油断してるとこに放り込まれたんで、笑いを堪こらえられなかった……！

「急にどうしたんですか？」

　そして、当然ながら高橋さんに訝いぶかしまれた。

　ギクリと顔を強張らせる俺を見て、唯華はイタズラっぽい笑みを浮かべている。

「やっぱり、近衛くんともなれば突然高笑いを上げたくなる瞬間があるものなんです？」

「んんっ、実はそうなんだよねぇ……！」

　やっぱりって何……？　とは思ったものの、誤魔化せる可能性に賭けることにする。

「そうなんですねー」

　幸いにしてというか、本当に誤魔化せてしまったらしい。

　今回は、高橋さんの俺たちに対する謎のイメージに助けられたな……。

「流石は近衛くん、高笑いしそうな人ランキング堂々の第一位ですね！」

「俺そんなランキング入ってたの!?　しかも一位で!?」

「というか私も実際に高笑いする人を見たのは初めてですので、本日大幅に順位を上げて見事一位にランクインしましたっ」

「じゃあそれは、高橋さんの脳内にだけ存在するランキングなんじゃないの……？」

「えっ？　あはは、いやですねー近衛くん。こんなお馬鹿なランキング、私以外の人が興味あるわけないじゃないですかー」

「うん、まぁ……うーん……」

「あぁ、今日からは『高笑いした人ランキング』と名前を改めねばなりませんね。近衛くん、現在単独トップどころか唯一のランカーですよっ。おめでとうございます！」

「うん、まぁ……ありがとう……ふっ」

「あっ、今また出かけました!?　出かけて引っ込んだ感じでしたよね!?　高笑いって、くしゃみ的なアレなんですかっ？」

「ま、まぁそんな感じかな……」

「はえー、上流階級の方々の身体は神秘的ですねー」

　すまない、学校の皆……俺は今、現在進行形で皆に対する誤解の種をまいてしまっているかもしれない……けど俺は無駄に精度の高い先生モノマネメドレーを次々披露している唯華を相手に今も必死に耐えているのであり、真の戦犯は烏からす丸ま唯華であることだけはお伝えしておきたい……。

「それでは近衛くんの高笑いをお邪魔するのも申し訳ないですし、私はこれで失礼しますねっ。また、旅行でお会いしましょーっ」

　それは存分に邪魔してくれていいけどね……という言葉を、どうにか飲み込んだ。

「うん、楽しみにしてるよ」

「もっちろん、私もですっ」

　手を振り合って、去っていく高橋さんと別れる。どうやら俺を見つけたから声を掛けてくれただけで、このコーナーに用があるわけじゃなかったらしい。

「……ふぅ」

　しばらく高橋さんの背中を見送った後、深い溜ため息いきが漏れた。

「ふふっ、バレずに済んだね」

　なんて笑いながら、唯華が出てくる。

「バレたいのかバレたくないのか、どっちなんだよ……」

　というか、普通の人が相手だったら普通にバレてたと思うけど……。

「咄嗟に隠れたけど、よく考えたら高橋さんになら私たちのことバレてもいいかなって」

「……それはまぁ確かにな」

　軽いノリに見えて……まぁ軽いノリではあるんだけど、高橋さんが人の秘密を吹ふい聴ちようするような人じゃないことはもう十分わかっている。それに、高橋さんなら「上流階級ではそういうこともあるんですねー」ってな感じであっさり納得してくれそうな気もするし。

「まっ、今日はバレなかったからまた今度ね」

「ただ、この辺を回ってたらまた出くわすんじゃないか……？」

「その時はその時だけど……高橋さんの買い物の邪魔になっても悪いし、ここでのお会計は一回済ませてさ。もう一つの旅行の準備を、先にやっちゃわない？」

　高橋さん・瑛太と一緒に行くのとは別に計画している、俺たち二人だけでの旅行。

　その行き先は、海で。

「水着、見に行こうよっ」

　ということらしかった。




　　　　♠　♠　♠




「ねぇ、秀くんはどっちの方が似合うと思うっ？」

　帽子の時に聞かれたのと、似たような質問。ただ、さっきくらい気軽に答えるのはちょっと難しかった。唯華の右手にあるのは、セパレートのタンキニタイプ。左手にあるのは、可愛かわいい系のワンピースタイプ。大人びた唯華にはタンキニの方が似合いそうな気もするけど……実際に、俺が目にすることを想定すると。

「……こっちかな」

　俺が指したのは、ワンピースの方だった。

「ふーん？　そうなんだー？」

　と、唯華はどこか意味深に笑う。

「じゃ、こっち着てみよっと」

　それからワンピースの方をラックに戻して、フィッティングルームへと向かった。

　いや、そりゃ唯華が着たいのを着れば良いとは思うけど……なぜ俺に聞いたし……。




　　　　♥　♥　♥




　二つの水着を掲げて見せた瞬間、秀くんの目が吸い寄せられるみたいに私の右手に向けられたのを私は見逃してはいなかった。キュートよりセクシーの方が好きなら、そう言ってくれればいいのに……ふふっ、素直じゃないんだからぁ。




　　　　♠　♠　♠




　フィッティングルームの前で唯華を待つ間、なんだかやけにソワソワしてしまった。

　これまで何度か露出が多い状態の唯華に遭遇したことはあるわけだけど、暗かったりすぐに目を逸らしたりでまともに見たことはない。けど、今回は明るい場所でしっかり見ることになるだろう。極力動揺を表に出さないよう、今のうちに深呼吸を……。

「じゃんっ！」

　というタイミングで、カーテンが開けられて……俺は、一つやらかした。

「ねぇ、見て見てっ。似合って……る……？」

　この店のフィッティングルームは、少し段差が高い。それが俺たちの身長差を逆転させていることに気付いていなかった俺は、つい癖でいつも唯華の顔がある辺りに目を向けていた。すると、そこにあったのは……谷間。前にも思ったけど、唯華って着痩せするタイプだよなー……なんて、思わず凝視してしまったのである。

「ふふっ……秀くんのエッチぃ」

　見なくても、唯華がイタズラっぽい笑みを浮かべていることはわかった。

「っ、ごめんっ！」

　我に返った俺は、謝りながら慌てて後ろに飛び退すさる。

「別に、謝るようなことじゃないけどね？　見てって言ったのは私なんだし？」

「いや、流石にその……！　不ぶ躾しつけだった……！」

「それより、水着の感想はー？」

　猛省しながら、改めて唯華の姿へと目を向けた。

「うん……似合ってると思う」

　唯華の色白な肌を彩るモノトーンのシンプルなデザインが、本当によく似合っていた。露出も思ったよりは控えめで、俺の心臓にも優しい仕様だ……変なとこさえ見なければ。

「そ？　なら、これにしよっかなー？」

「せっかくだし、もう一つのも試してみればいいんじゃないか？」

「そうだね、そうするー」




　　　　♥　♥　♥




「それじゃ着替えるねー」

　何気ない口調で言って、カーテンを閉めてから。

　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ恥ずかしかったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！

　と、私は自分の顔を両手で覆って悶もん絶ぜつした。そりゃ見てって言ったのは確かに私だけど……！　あんなにジッと『一部』を見るんだもん……！　秀くんの……エッチ。

　でも……エッチな秀くんだって、嫌いじゃないけどね？

　ちゃんと『女の子』として見てくれてるのがわかる瞬間は、むしろかなり好きっ！




　　　　♠　♠　♠

　　　　♠　♠　♠




　皆での旅行を少し先に控えた、ある日の晩。

「ひぇっ……」

　風呂上がり……体重計に表示された数字を見て、思わずそんな声が漏れた。

「これは……マズい」

　そして……とある決意を、固めるに至ったのである。




　　　　♥　♥　♥




「俺、ダイエットを始めるよ」

「思うんだけどさ。それ、普通は私の役割じゃない？」

　決意を秘めた目で宣言した秀くんに、思わずツッコミを入れてしまった。

　いや別に太りたいわけじゃないけど、なんかこうお約束ってものがさぁ……。

「まぁいいけど……でも、全然太ってるようには見えないよ？」

「数字に出てる以上、それが全てだ」

「秀くん、そういうとこあるよね……」

　真面目な顔で言い切る秀くんに、苦笑が漏れた。

「でも……そっかそっか、太っちゃったかー」

「……？　なんか嬉うれしそうだな……？」

「ん、そうだねー。私としては、ちょっと嬉しいかも？」

「唯華、デブ専だったのか……？」

「あはっ、そうじゃなくて」

　勿もち論ろん私は、プクプクに太った秀くんだって愛せる自信はあるけれど。

「太っちゃうくらいに、私のお料理を沢山食べてくれてるってことでしょ？」

「ははっ、確かにな」

　微笑ほほえんでみせると、秀くんもクスリと笑った。

「だから、ご飯の量はそのままで頼むよ」

「てことは、運動を増やすのかな？」

「明日の朝から、ジョギングを始めようと思ってる」

「あっ、それじゃあ私も一緒に走っていい？」

「勿論。一緒に走ってくれると退屈も紛れて助かるよ」

　んふっ……一緒にジョギングなんて、『夫婦』っぽくて良いんじゃないっ？

　なんてねっ。




　　　　♠　♠　♠




　そうして翌朝、共にジャージ姿で俺と唯華は人ひと気けのない道路を走っていた。

「早朝ジョギングって、気持ち良いよねー」

「だな、頭がシャキッとする」

「へー、こんなとこに古本屋さんあったんだ。いっつも手前で曲がるから知らなかった」

「近所でも、意外と入ったことのない通りとかってあるよな」

　なんて、雑談しながらのジョギングは少しも苦じゃなく楽しいものだ。家でゆったり過ごすのも勿論良いけど、唯華と一緒ならやっぱりどこで何してても楽しいな。

「そこの角……」

「あっ、猫ちゃんだー！」

　右な、と言いかけた言葉が唯華のはしゃいだ声で遮られた。

　唯華の指差す方……十字路の左側を見ると、ちょっとぽっちゃりした三毛猫が塀の上に座っていた。ほとんど目は閉じていて、のんびり日向ひなたぼっこしているみたいだ。

「猫ー♪　猫ー♪　猫猫猫ちゃーん♪」

　猫好きの唯華は、謎の歌を口ずさみながら猫の方に駆けて……いくのかと思いきや、一歩踏み出したところでピタリと足を止めた。

「秀くんのダイエットのためのジョギング中だもん、寄り道しちゃ駄目だよね。行こ行こっ。この角、どっちって？」

　なんて振り返ってくるけど、ウズウズした様子は隠しきれていない。

「そんなのいいから、猫のご機嫌伺いにいこうぜ」

「っ、うん！　猫～♪　猫～♪」

　満面の笑みで頷うなずき、また鼻歌混じりに猫の方に駆けていく唯華。

「わー、すっごい撫なでさせてくれるー。ありがとにゃー」

　唯華がゆっくりと手を伸ばしても猫は逃げる気配もなく、小さく声を掛ける唯華に撫でられるがままにされている。というか、まさか撫でられていることに気付いていないのか……？　と、ちょっと疑うレベルで無反応だった。

「私、昔っから割と猫に好いてもらえるよねー」

「結構、向こうから来ることもあるもんなー」

　なんて言いながら、唯華が猫を撫でている様をゆったり眺めること暫しばし。

「あっ」

　ふいに少しだけ目を開いた猫が、ぴょんと塀を飛び降りた。

「ばいばーい」

　手を振る唯華だけど、猫はちょっと行ってはこっちを振り返るという仕草を繰り返す。

「……もしかして、ついて来いって言ってるのかな？」

「かもな」

「どうしよっか？」

「それ、聞く必要ある？」

「ふふっ、そうだよねっ」

　俺の言葉に、唯華は嬉しそうに笑った。

『レッツゴー！』

　そして、俺たち二人は猫に向かって駆ける。

　こんな面白そうなこと、乗らない手なんてないもんな。

　俺たちが追いかけてくると見るや、猫もタッと駆け出した。

「うおぉぉぉぉぉぉぉ！　猫ちゃん、はっや！」

「でもちょいちょい待ってくれてる辺り、ホントに俺らを呼んでるみたいだな……！」

　俺たちは息を切らしながら、猫を追いかけていく。道路を駆け、時に狭い裏路地をどうにか通り、ゴミ箱を飛び越え、猫に続いてフェンスを乗り越えて。そうして、しばらく。

「にぁ」

　長い石段の上にあった神社に辿たどり着ついたところで足を止めた猫が、初めて声を出す。

「ぜぇ……はぁ……ここが、目的地、ってことかな……？」

「そうじゃ……ないか……？　ふぅ……」

　障害物競走からの階段ダッシュまでした俺たちは、大きく肩で息をしていた。

　猫がゆったり社の裏手の方へと歩き始めたので、俺たちもそれについていく……と。

「わっ、集会やってるーっ」

「ここに招待してくれたんだな」

　沢山の猫が集まっている光景に、小声でそんな会話を交わす。猫たちから一斉に視線を向けられた時は少しビクッとしてしまったけど、人間に対する警戒心も関心も薄いようで。一いち瞥べつした後は、俺たちから興味を失った様子で思い思いに過ごし始めた。

「ここで、ちょっと休憩してこっ」

「賛成だ」

　俺たちも、手頃な石に腰を下ろすことにする。

「わわっ」

　すると、唯華の足の上に最初の三毛猫がのしっと乗っかってきた。

　唯華は、驚きながらも嬉しそうだ。唯華の太ももに鎮座した猫はあくびを一つ、また目を細めた。眠ってはいないようだけど、しばらくはそこにいると決めたような気配だ。

「撫でろって言ってるのかなー？」

　なんて言いながら猫の背を撫でる唯華だけど、やっぱり猫からの反応はなくて正解なのか不正解なのかはわからない。

「ふふっ、ごめんねー？　私の初膝枕、秀くんじゃなくて猫ちゃんになっちゃって」

「流石さすがに、猫相手に嫉妬なんてしねぇよ……」

「ふーん？」

　適当に返すと、唯華は獲物を見つけた猫みたいに笑った。

「じゃあ、人間が相手だったら嫉妬しちゃうのかにゃー？」

「っ……」

　にゃーと猫の手の形を作りながら小首を傾かしげる唯華に、己の失言に気付く。

「いやまぁなんというかそれは、言葉の綾あやってやつで……」

「へぇー？　そうにゃんだー？」

　そんな風に、唯華にからかわれたりしつつも。

　猫たちを眺めながら休む、ゆったりとした時間がしばらく続くのだった。




　　　　♥　♥　♥




「やー、癒やしの時間だったねー」

「だなー」

　猫ちゃんたちが解散したところでバイバイして、私たちも神社を出て石段を降り。

「さーってと。ね？」

「だなー」

　軽く伸びをしながら目を向けると、私の意を汲くんでくれたらしい秀くんも頷く。

　そう……。

「こっから、どうやって帰ろうね……」

「どこなんだろうな、ここ……」

　猫ちゃんを追いかけているうちに全然知らない道を通ってきた私たちは、現在バリバリ迷子なのだった。走ってて落としちゃわないよう、スマホも置いてきちゃったし……。

「あっ、ちょうどいいとこに人が！」

　ちょっと途方に暮れていたところ、ゴールデンレトリバーを連れた六十歳くらいのマダムがやってきたので小走りで駆け寄る。

「おはようございますっ。すみませんが、道をお尋ねしてもよろしいでしょうか？」

「はい、おはようございます。構いませんよ、お嬢さん」

　頭を下げ合った後、マダムは上品な笑みを浮かべて頷いてくれた。

「ここから朋ほう山せん学園の方に行くにはどちらへ向かえば良いか、ご存ぞん知じありませんか？」

「それならこの道をずーっと真まっ直すぐ行って、しばらくすると交番が見えてきますから、その交番の角を右に曲がりますでしょう？　そこから道なりに行けば小さな公園に出ますので、そこを……えぇと、どちらに行くのだったかしら。歳としを取ると物忘れが多くて」

「あっ、でもそこまで来たら後はわかると思います！　ありがとうございます！」

　指差しながら丁寧に教えてくれたマダムに、心からのお礼を込めて頭を下げる。

「ありがとうございます、本当に助かりました」

　私と一緒に、秀くんも深く頭を下げ……んんっ？

「お力になれたのなら良かったです。でも、今どき貴方あなたたちくらいの歳で迷子なんて珍しいですねぇ？」

「実は、猫を追いかけているうちに全然知らない場所に来てしまいまして……」

「あら、思ったよりヤンチャさんたちだったのね」

「ははっ……これでも、昔よりはだいぶ落ち着いたのですが」

　マダムと談笑しながらも、ちょっとソワソワしているような？　……あっ、わかった！

「あの……差し支えなければ、ワンちゃんを撫でてもよろしいですか？」

　犬好きな秀くんのことだから、撫でたくてウズウズしてるんだよねー？

　もう、撫でたいならそう言えばいいのにぃ。変なとこ、遠慮しいだよねー。

「えぇ、どうぞ撫でてあげてください。この子、撫でられるのが凄すごく好きだから」

「ありがとうございますっ！　よーしよーしっ、良い子だねー」

　マダムの許可を得て、おっきなワンちゃんを撫でる。凄くお利口さんでさっきからピタッと立ち止まったままだけど、尻尾だけはブンブン振られているのがとっても可愛かわいい。

「ほら、秀くんもっ」

「あぁ、うん……失礼します」

　手招きすると、マダムに一礼した後で秀くんも私の隣にしゃがんだ。

「よしよーし」

　それから、優しい手付きでワンちゃんを撫で始める。その表情はとっても嬉うれしそうで……ふふっ、秀くんの尻尾までブンブン振られてるのが見えるみたいだよねっ。

「サンキュな」

「いえいえー」

　小さな声で、そんなやり取りを交わす。

　言わなくても、お互いの意図が通じ合ってるっていうのが心地良い。

「お二人は、お付き合いされて長いの？」

　そんな私たちを見てどう思ったのか、マダムが小さく微笑ほほえんで尋ねてくる。

　私と秀くんは、一瞬目を合わせて。

『子供の頃からの親友同士、ですっ』

　と揃そろって答えた。

「あらまぁ、そうなのねぇ」

　頬ほおに手を当て、マダムは微笑みを深める。

「あっ、すみません長くお引き止めしちゃって！　本当にありがとうございました！」

　流石にこれ以上はご迷惑かなって、私は立ち上がってまた頭を下げた。

「いえいえぇ、楽しい時間でしたよ」

「僕たちも、凄く楽しかったです」

　と、秀くんとマダムが笑みを交わし合う。

「それじゃぁねぇ、可愛い親友さんたち」

『お世話になりましたっ』

　手を振って去っていくマダムを、手を振り返して見送る。

「良い人が通りかかってくれて助かったな」

「ホントそうだよねー。でも迷子にならなきゃあのマダムとワンちゃんにも出会えなかったわけだし、たまには迷子も良いかもねっ？」

「それはどうかと思うけども……」

　冗談めかす私に、秀くんが苦笑を浮かべた。

「にしてもさー」

　今度も、冗談っぽく聞こえるよう意識して。

「私たち、最初恋人同士だと思われてたねー？　そんな風に見えるのかなー？」

　秀くんがどう反応するか、ちょっとドキドキしながら首を傾ける。

「……かも、しれないな」

　まぁ実際のとこ、仲よさげな男女を見たらそう思うのが普通なのかもね。それについて、秀くんはどう思うのか……ちょっとくらいは、意識してくれてるのかな？

「外では、もうちょっと距離を置いた方が良いのかもな」

　おっとぅ？　そっち方向にいっちゃったかー。




　　　　♠　♠　♠




　実際、夏休みに入ってから少し油断していたところはある気がする。

　今回は見知らぬマダムだから良かったけど、クラスメイトにでも遭遇してたらマズい事態になってたかもしれないもんな……一応ジョギングコースはその辺りも考慮してはいたんだけど、猫の件で完全に頭から抜けてたし。一緒に猫追いかけてる男女って、そりゃ傍はたから見てもだいぶ仲良いよな……なんて、考えていると。

「秀くんはさ……イヤ？」

　唯華が、短く尋ねてくる。

「私と恋人同士に見られたら、イヤかな？」

　さっきの質問で十分伝わってたけど、唯華は更にそう続けた。

「私は、少しもイヤじゃないけど」

　それは……どういう意図が込められた言葉なのか。唯華は、俺の目をジッと見つめながらそう言った。秀くんは？　と、改めて口にするまでもなく目が尋ねている。

　俺の答えは……決まっては、いるけども。

「イヤ……なわけは、ないけども……」

　ただ、それを口にするのはなんだかちょっと気恥ずかしかった。

「ふふっ、そっか」

　俺の答えに満足したのか、唯華はどこかイタズラっぽく笑う。

「でもその、知り合いに見られたらアレがアレだから、外ではちょっと気をつけましょうというかそういうアレはあるよなって話で」

「そうだねー」

　だいぶアレな言葉使いにはなったけど、まぁ唯華には過不足なく伝わってるだろう。

「外では、ちょっと距離に気をつけて」

　言いながら、なぜか唯華は俺の耳元に唇を寄せた。

「家では……ね？」

　そして、妙に甘く聞こえる声で囁ささやく。

　何が「ね？」なんだろうか……とは、思うものの。

「……はい」

　頷く以外の選択肢が、俺にあったのだろうか。

　結局のとこ、俺はいっつも唯華の手の平の上で転がされてるよな……。




　　　　♥　♥　♥




　ふふっ、そっかそっかー。

　秀くんは、私と恋人同士に見られてもヤじゃないんだねー？

　いつかは……『見られたら』じゃなくて、『なるのは』なんて質問もしてみたいけど。

　今は、この答えに満足しておきますかっ。
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　唯ゆい華かとの毎朝のジョギングのおかげで、俺の身体からだも無事ベスト体重に戻った頃。

「秀しゆうくーん、アレどこ置いてたっけー？」

「虫むし除よけスプレーなら三段目、酔い止めならその一個上の奥の方にあったはずー」

「ありがと、どっちも探してたー。あと、一応カッパも持ってった方が良いかなー？」

「そうだなー、天気予報ちょっと微妙だったしー」

「はーい、秀くんのリュックにも入れとくねー」

「センキュー、頼むー。ちな、今日履いてく靴ってあのゴツいやつで良いんだよなー？」

「そうでーす」

「んじゃ、俺の出すついでに出しとくからー」

「よろしくー。あっ、そうだガスの元栓閉めとかなきゃっ」

「施錠チェックは全部オッケー、っと……あと何か必要なものとかあったっけかー？」

「うーんと……挑戦を恐れない勇気？」

「ははっ、大切だな」

「ふふっ、忘れずね？」

　お互い家の中を歩き回って会話しながら、昨日のうちに軽くまとめておいた荷物に必要なものを足したり戸締まりしたりと準備を仕上げていく。

「うっし、こんなもんだろ」

「たぶん大丈夫なはずー」

　二人で荷物のチェックもし直して、最後に大きく頷うなずき合った。

「それじゃ」

「しゅっぱーつ！」

　本日より、皆で行く一泊二日の旅行が始まる。




　　　　♠　♠　♠




「いやぁ、絶好の旅行日和ですねぇ！」

「めちゃくちゃ曇ってるけどね……」

　曇天の下、溌はつ剌らつと言う高たか橋はしさんに対して唯華が苦笑を返す。

　遅刻者はなく、集合場所である駅前の広場には今回の参加メンバーが既に揃っていた。

「いえいえ！　むしろ、だからこそですよっ！　この夏場にカンカン照りの中で旅行なんて、苦行と化しかねませんものっ！」

「なるほど、それは確かにそうかもねー」

　指を立てて力説する高橋さんに、瑛えい太たが頷いた。

「そ、れ、にっ」

　高橋さんは、ニコリと笑う。

「私たちが旅立つ今日この日は、どんな天気だって一番の旅行日和ですよっ」

「うん……そうだね」

　素敵な考えだと、俺も同意した。

「それじゃ、しゅっぱーつ！」

『おーっ！』

　手を振り上げる高橋さんに、唯華と瑛太が追随する。

『………………』

　一人だけ手を上げていない俺に、視線と無言の圧が集中した。

「お、おーっ」

　しゃーなしでノッてみたけど……これ、一人でやると余計に恥ずいな……。

「ふふっ、こういうのは変に恥ずかしがらずにノリでやった方が恥ずかしくないんだよ」
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「……そうだね」

　クスリと笑う唯華に、苦笑混じりに同意する俺なのだった。




　それから、駅構内に移動して。

「えっ!?」

　ＩＣカードで改札を抜ける俺たちを見て、なぜか高橋さんが酷ひどく驚いた声を上げた。

「どうかした……？」

「皆さん……！」

　尋ねる唯華を指差し、高橋さんは何やらわなわなと震えている。

「電車の乗り方、知ってたんですか!?」

『そりゃね……』

　俺たち三人の苦笑と声が重なった。

「絶対、ピンポーン！　って引っかかると思ってたのにー！　『あら、どうしたのかしら？　故障ですの？』って言ってくれると思ったのにー！」

　と、なんか悔しげな高橋さん。期待に添えず申し訳ないけど、まず仮にその状況になったとしても俺たちの中に「あら、どうしたのかしら？」とか言う人いないでしょ……。

「確かに、私も漫画とかではその展開見たことあるけど……」

「あれって、上流階級あるあるじゃないんですかっ!?」

「よっぽどの箱入りとかじゃない限り、電車の乗り方くらい知ってると思うよ……」

「唯華さん、箱に入ってなかったんですか!?」

「うん、まぁ、私は割と箱から飛び出すタイプだったから……」

　未いまだに、高橋さんの俺たちに対する謎のイメージは払拭されていないらしい。




　といった一幕もありつつ、無事に電車に乗り込んで。

「ホイートストンブリッジ」

「じ、じ…… judgement!」

「流石さすが唯華ちゃん、ネイティブ発音だねぇ……と、と？　……あっ、等速円運動？」

「運動量保存の法則」

「凄すごいね、さっきからずっとノータイム回答だ秀……近この衛えくん。く、く、空、空集合！」

「う？　う、う……うー……うつくしうてゐたり？」

「それアリなの？　拾うとしても『いとうつくしうてゐたり』でワンセットじゃない？」

「そっちの判定的にはアリですが、竹取物語は中学で習うので竹たけ内うちくんアウトです！」

「ぐえー、そうだっけ……？」

「私が鮮明に覚えているということが、中学校で出てきた証左です！」

　頭に手をやる瑛太に、高橋さんは自信満々で頷く。

　現在、俺たちは電車のボックス席にて『高校で習う言葉しりとり』に興じていた。

「竹内くん、またドベ２ですねーっ」

「そう言う高橋さんはまたドベだけどね……」

「あはっ、そうでしたーっ」

　このルール、高橋さんは審判として優秀だけど高校の履修内容が曖昧なために本人はめちゃくちゃ弱い。高橋さんの提案で始めたわけだけど、なんでこのルールにしたんだろう……まぁ、本人は楽しそうだからいいんだろうけど。

「あっ、お菓子なくなっちゃいますねっ。それじゃ、次はー……」

　備え付けのテーブルに広げられたお菓子が減ってきたのを見て、高橋さんが自分のリュックを漁あさる。やっぱりフードデリバリーの人が使うやつだったそれには、お菓子が沢山詰め込まれているらしい……なんて思ったタイミングで、電車のアナウンスが流れて。

「っと、次で降りないと。片して片してっ」

『はーい』

　唯華の声に、一同出したものを片付けてゴミをまとめる。

「もっと時間を持て余すかと思ったけど、全然そんなことなかったな……」

　むしろあっという間だったように思えて、俺はふとそう漏らした。

「お友達と過ごす楽しい時間は、いつだってあっという間に過ぎちゃうものですねっ！」

「そうだね……本当に」

　以前の俺だったら、きっと別の言葉を返していただろう。

　でも、今は心から同意できた。




　といった感じで、俺たちの旅は順調な滑り出しだった。

　……少なくとも、この時点までは。




　電車とバスを乗り継ぎ、目的地に着いた俺たち。

　最初は、談笑しながら楽しく山を登ってたんだけど……。

「おぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?　誰ですか、どんな天気だって一番の旅行日和とか寝ね惚ぼけたこと言ってたお馬鹿さんはぁ！　ファッキンウェザーですーっ！」

　さっき俺が名言だと思った言葉は、発言者本人によって否定されていた。

　数分前に降り始めた雨は、どんどん激しさを増してきている。幸いなのは宿泊予定のロッジの近くまでは来ていたことと、比較的体力自慢なメンツが揃そろっていることだろう。

「高橋さん、今日泊まるのってあそこで合ってるかなっ!?」

「そのはずでーす！」

　高橋さんに確認を取って、目の前のロッジまでラストスパート。

「鍵、すぐ出せる!?」

「玄関は開けといてもらってるはずですー！」

「……そんな不用心なことある？」

　そう思いつつも、とりあえず最初に辿たどり着ついた俺がドアノブに手をかける。すると確かに鍵は掛かっていないようで、あっさりとドアは開いた。

　そして……。

「お待ちしておりました、皆様」

「……はいっ!?」

　出迎えの声に俺が驚いた理由は、二つ。

　一つは、単純に中に人がいるとは思ってなかったから。

　そして、それ以上に。出迎えてくれた、なぜかメイド服姿の女の子が……。

「一かず葉は!?」

　我が妹、近衛一葉だったためである。

「なんでここに……!?」

　口を衝ついて出た俺の疑問の声は、当然のものと言えよう。

「限定公開の配信が行われるということで、心のアーカイブにぶち込みに参りました」

「なんて？」

　一から十まで全部聞こえた上で、ちょっとよく意味がわからなかった。

「陽ひ菜な先輩にお誘いいただきましたので、と言いました」

「そ、そうなのか……」

　今度は言葉の意味はわかったものの、状況がわからなかった。

「高橋さん、なんで一葉を……？」

「え？　そりゃ、近衛くんの妹さんですもの。せっかくですし、お誘いしますよーっ」

「うん……？」

　高橋さんに確認してみても、意味がわからなかった……が、一瞬遅れて気付く。もしかして、『友達の友達は友達』理論の使い手って、『友達の妹も友達』判定なの……!?

「あれ？　近衛くん、一葉ちゃんが来るって知らなかったの？」
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「なんで一番の当事者が知らないんだい？」

「それは俺が一番知りたいよねぇ……！」

　唯華と瑛太の口ぶりから知らなかったのは俺だけらしく、心からの声が漏れた。

「サプラーイズ」

　一葉は後ろ手に持っていたらしいクラッカーを俺に向けて、パンッと鳴らす。飛び出してきた紙テープが、俺の濡ぬれた髪や服に貼り付いた。

「メイド姿の妹がいきなり出迎えてくれたら兄さんも嬉うれしかろう、と思いまして」

「お、おぅ……秀ちゃん、そういう趣味が……」

「びっしょびしょの濡ぬれ衣ぎぬ着せるのやめてもらえるか!?」

　俺にそんな趣味はない………………あんまり。

「ふふっ、物理的に濡れた服を着ている現状と掛けた兄さんの面白ギャグですね」

「そんな意図はない！　なんか俺が滑ったみたいになるからやめて!?」

　いや、そんなことよりも……。

「にしても高橋さん、どうやって一葉と連絡取ったの……？」

「同じ学校に通ってることは知ってましたので、一年生のクラスに聞いて回りましたっ」

「相変わらず行動力の化身だね……」

　事もなげに言う高橋さんだけど、それを実際に実行できる人はなかなかいないと思う。

　しかし俺に連絡先を聞くっていう一番手っ取り早い手段を選んでない辺り、サプライズは元々高橋さんの計画なのかもしれないな……メイド服は一葉の趣味だと思うけど。

「兄さん」

　そこでふと、一葉が表情を改めた。

「兄さんに事前連絡無しで来てしまってすみませんでした。邪魔ならすぐ帰りますので」

　平静な顔に見えて、その瞳は少しだけ不安げに揺れている。

　俺は、思わず「ふぅ」と息を漏らした。

「お前のこと、邪魔だなんて思うわけないだろ？」

　俺の顔に浮かんでいるのは、微苦笑ってとこだろう。

「皆が良いって言ってるんなら、それでいいに決まってる。一緒に楽しもう」

「兄さん……！」

　少しだけ、一葉が目を見開く。

「今のは、妹ルートも視野に入れてのフラグ立てということですね？」

「ということではないけども」

　よくわからないけど、ここは否定しておかないといけない気がした。




　　　　◆　◆　◆




　基本的に私はスパチャも無言で投げるスタイルであり、私自らが推したちと絡むのは解釈違いなのですが……以前、それで義ね姉えさんに誤解を与えてしまった件もあります。それに、複数人でのイベントでしたらＲＯＭ専に近いモブが一人くらい交じっても問題ないでしょう。そう思って、陽菜先輩からのお誘いをありがたく受けることにしました。

　皆さんと一緒に楽しみたいという気持ちだって、勿もち論ろん本当です。

　ですが、やはり一番の目的は……。




　　　　♠　♠　♠




「さて……」

　男子部屋と女子部屋に分かれ、それぞれ荷物を置いてきて。

「この後、どうしようか？」

「どうしましょうね？」

「どうすっかねー」

「ふふっ、どうしようね」

　俺たちは共有スペースのテーブルに再集合し、今日この後の予定について話し合うことにした。基本的に、晴れることを前提にしてプラン立ててきたからな……。

　……というのは、ともかくとして。

「一葉は座らないのか？」

　俺と唯華、高橋さんと瑛太がそれぞれ二人掛けの椅子に座って向かい合っている中、一葉はテーブルの横に立ちっぱなしだった。すぐそこに、一人掛けの椅子もあるんだけど。

「私は、ロールプレイに徹する派ですので。というわけで皆様、お飲み物はいかがでしょうか？　紅茶が本日のオススメです」

「……じゃあ、紅茶をいただこうかな」

「かしこまりました」

　ペコリと一礼し、キッチンスペースへと向かう一葉。

　まぁ、やりたいって言うなら止めることもないだろう。

「おろ？　雨、上がってきてないです？」

「おっ、確かにねぇ。ただの通り雨っぽいかな？」

　高橋さんが背後の窓を指し、瑛太も振り返って同意する。

　確かに、雨はだいぶ弱まって見える……と、俺も窓の外に目を向けていると。

　椅子に置いている手が、ツンツンと突つつかれる。

「何……」

　振り向きながら尋ねようとしたところ、「しっ」と口元に人差し指を当てる唯華と目が合った。知らんぷりしとけってことかな……？　と判断し、顔を前に向け直す。

「この分なら、お昼のＢＢＱはいけそうですねっ」

「だねー、飯抜きにならずに済みそうで良かったよ」

「流石さすがにその辺りは、セカンドプランも考えてありますってー！　今は電話一つで、ピザでもお寿す司しでもガパオライスでも、何でもデリバリーしてくれる時代ですよっ！」

「いやまぁ、流石に山の中までは配達エリアに入ってないと思うけどね……」

「えっ!?　現代、未いまだに配達エリアなんて概念に囚とらわれてたんです!?　とっくに科学の力で乗り越えたのかと……！　自分で注文したことないんで知りませんでしたっ！」

「……ホントに、晴れてくれそうで良かったね」

「あはっ、ですねーっ。まぁ、最悪屋内で普通に調理すれば良いだけの話ですけど。そのために、ちゃんとしたキッチン付きのロッジを選んだんですし」

「一応、ちゃんとしたセカンドプランもあったんだね……」

　なんて話しながら、高橋さんと瑛太もこちらに向き直る中……こしょこしょっ、と。

「ふっ」

　唯華に手をくすぐられて、思わず笑い声が少し漏れてしまった。

「？　近衛くん、どうしました？　あっ、また高笑いの衝動ですかっ!?」

「そ、そんなとこかな……」

「出そうなら遠慮なく出しちゃってくださいねっ！　皆、気にしませんから！　ねっ？」

「オレは今、高笑いの衝動という謎ワードが割と気になってるけどね……」

　高橋さんに同意を求められた瑛太が、めちゃくちゃ微妙な表情となる。

　ツンツン、さわさわ。その間も、唯華が俺の手を突ついたり撫なでたりしてきてくすぐったい。でも、表面上は何もありませんよって顔。なるほど……『そういう』ルールか。

　理解して、俺も二人にバレないよう唯華の手を突ついたり撫でてみたりし始める。

「それじゃ、雨が上がり次第お昼にしようか」

「そうだねー……んっ」

「あれ……？　唯華さん、なんか顔が赤くないです？」

「そ？　ちょっと暑いからかな？」

「あっ、確かに私もちょっと暑いと思ってたんですよー」

「瑛太、そこのリモコン取ってもらえるか？」

「……や、オレの方で温度下げとくよ」

　なんてやり取りの間にも、唯華と手をくすぐり合う……と。

「……？」

　ふと背後から視線を感じた気がして、振り返る。

「………………」

　けれど、後ろでは背を向けた一葉が黙々と紅茶を準備しているだけだった。

　気のせい、だったかな……？




　　　　◆　◆　◆




　エッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ!!

　あっあっ、エッチです……！　とてもエッチです……！

　他の人に隠れて絡み合う、指と指……手ックスはもはや、本番行為も同然……！

　レーティング大丈夫ですか!?　ＢＡＮされませんか!?

　はぁはぁ……！　義姉さんならば、この旅行でも何かしらの攻め手を講じてらっしゃるだろうと思ってはいましたが……予想以上にエッチ！　義姉さんはエッチです……！

　今回の長時間生配信、やはり神回確定です……！

　密ひそかにお二人を観察し、心のハードディスクに余さず永久保存せねば……！




　　　　♠　♠　♠

　　　　♠　♠　♠




「火の準備、出来たよん」

「はいはいっ！　材料も切り終わりましたーっ！」

　男子陣と女子陣に分かれてそれぞれ進めていた作業は、ほぼ同時に完了。

「それじゃ、どんどん焼いてっちゃいましょーっ」

　高橋さんの号令の下、肉や野菜を各々が網の上へと載せていく。

　ＢＢＱの開始である。

「んーっ、美味おいしいですーっ！　高い！　お肉の！　味がする！」

　肉を頬ほお張ばり、幸せそうに顔を綻ばせる高橋さん。

　ちなみに今回、予約とかのメインの幹事役は高橋さんにお願いしていて、代わりに他のメンバーでこういう食材なんかを用意していた。肉は、瑛太からの提供だ。

「こちらのお肉も良い焼き加減ですのでどうぞ、陽菜先輩。瑛太先輩、それはもう少し火を通した方がよろしいかと。兄さん、好物のカボチャが仕上がっていますよ」

　なお、ＢＢＱの統括は一葉。引き続きメイド服姿で、テキパキ網の上を仕切っている。

「一葉ちゃん、メイドさんだからってそんなことまでしなくても良いんですよ？」

「いえ、これは趣味ですので」

　気遣ってくれる高橋さんへと、手を止めないまま答える一葉。

「一葉、昔っからこういうとこで仕切るの好きだもんな」

「はい」

　俺の言葉に、やっぱり手を止めないままコクンと頷うなずいた。

「私のことは、ＢＢＱ同心とでもお呼びください」

「奉行じゃないんだ……」

　一葉の自称を聞いて、唯華が半笑いを浮かべる。

「私如ごときが御お目め見みえ以上など、恐れ多いので」

「誰に対する何の謙遜なの……？」

　それを微苦笑に変化させ、唯華は焼き上がった肉を箸で取る。

「でも、一葉ちゃんもちゃんと食べなきゃ。ほら、あーん」

「あむ」

　唯華によって運ばれた肉を、一葉は素直に口に入れた。

　しばらくもむもむと咀そ嚼しやくした後に、ゴクンと飲み込む。

「ありがとうございます、義姉さん」

「どういたしましてっ」

　小さく微笑ほほえみ合う二人。

「姉さん……？」

『っ……』

　そこに高橋さんの疑問の声が上がって、俺と唯華の表情が若干強こわ張ばってしまった。

「失礼しました。唯華先輩のようなお姉さんがいてくれれば良いのになぁという思いが、つい口から出てしまったようです」

　一方、当の一葉は表情を変えることもなくしれっと言い訳する。

「なるほどっ！　一葉ちゃん、私のことも姉さんって呼んでくれて良いんですよっ！」

「申し訳ございません、陽菜先輩からはあまり姉あね力ぢからを感じられませんので……」

「あねぢからっ！」

　いかにも申し訳なさそうな顔で謎の概念を持ち出す一葉に、高橋さんは目を見開いた。

「確かに私は一人っ子ですが……でも、唯華さんだってそうですよね？」

「あれ？　言ったことなかったっけ？　私、妹いるよ？」

「あねぢからの正体！」

　謎の概念に対して、高橋さんなりに答えを見み出いだしたらしい。

「あの子も二学期からウチの学校に転入してくるから、そのうち紹介するね。特に、一葉ちゃんとは同学年になるし」

「二学期から……？　あっ、唯華さん前は海外に住んでたんでしたよねー。妹さんは、向こうのスクールを卒業してからこっちに転入ってことですか」

「そそっ。っていっても、もう卒業式は済んでるんだけどね。せっかくだしこっちの夏休み期間まではってことで、まだ向こうに残ってるんだよねー」

　唯華の妹、烏からす丸ま華か音のんさん。存在は勿もち論ろん知ってたけど、実は俺も会ったことはないんだよなぁ……小さい頃には、会う機会もなかったし。両家顔合わせの時にも、来てもらうことはなかった。そのためだけにわざわざ帰国してもらって、向こうでの最後の時間を使ってもらうのは申し訳なかったから。帰国後ならいつでも会えるわけだし。

　唯華の妹なんだから、きっと凄すごく可愛かわいい子なんだろうなぁ。会える日が楽しみだ。

「……兄さん」

　なんて考えていると、なぜか一葉がジト目を向けてくる。

「実の妹がすぐ隣にいるというのに、他よ所そ様さまの妹さんに思いを馳はせるとは……少々、浮気癖が過ぎるのではないですか？」

「ははっ、悪い悪い」

　謝りながら頭を撫でると、一葉はムフーッと満足げな表情となった。

　つっても、ほとんど変化してないんだけど。

「今日の兄さんは、いつもより兄あに力ぢからが高いですね。ミニスカメイドさんと迷いましたが、やはりロングスカートのクラシカルスタイルを選んで良かったです」

「仮に一文目が正しいとしても、二文目の理由からではないからな!?」

「ドロワーズまでキッチリ穿はいてきた甲か斐いがありました」

「それについては初耳の情報だし……！」

「いやですね、兄さん。流石に、この場でお見せするのはちょっと……せめて、向こうの草むらに移動しませんか？」

「会話機能バグってんのか……!?」

　少し赤くなった頬に手を当てる妹にツッコミを入れていると、後ろから肩を叩たたかれた。

「大丈夫ですよ、近衛くん。私たちは、ちゃーんと理解してますから」

　振り返ると、妙に優しげな笑みを浮かべた高橋さんにそう言われる。

　いやまぁ、こんなもん冗談だってそりゃわかるだろうけど……。

「近衛くんがどんな趣味だろうと、否定したりはしませんよっ」

「俺本人が否定してるんだけどねぇ……！」

　まぁ、流石に高橋さんも冗談だろうけど………………冗談だよね？




「ねねっ」

　皆の意識がＢＢＱに戻った頃、唯華が何やらニンマリ笑いながら身を寄せてくる。また何かイタズラでも思いついたか……？　なんて思っていると。

「メイドさん、好きなの？」

「ごふっ!?」

　耳元で囁ささやかれて、思わず咳せき込んでしまった。

「？　近衛くん、どうしました？」

「や、ごめん、ちょっと肉が変なとこに入ってさ」

「それは大変。ほら、お水だよー」

　高橋さんが振り返ってきた瞬間にサッと離れた唯華が、しれっとコップを渡してくる。

「……どうも」

　唯華にそう返す俺の目には、若干恨めしげな色が宿っていることだろう。

「大丈夫です？」

「うん、大丈夫大丈夫。もう平気だから、ありがとね」

「なら良かったですー」

　と、高橋さんは微笑んでＢＢＱに戻った。

「誤解だってずっと言ってるだろ……!?」

　そして、俺は小声で唯華に抗議する。

「ホントかなー？　今日の一葉ちゃんを見る目、なんだかちょっとエッチじゃない？」

「どんな服着てようが、妹にそんな目向けるわけないっての……！」

「ふーん？　じゃあ、私がメイド服を着てたら？」

　言われて、思わず想像してしまった。メイド服に身を包まれた唯華はいつも以上に清せい楚そな印象で、上品な笑みと共にお茶を淹いれてくれる様なんかは……。

「んふっ」

　と、ここで俺は自らの失態を悟る。これ、考えはお見通しって笑顔だよなぁ……！

「今度着てあげるね……ご主人様っ？」

「っ……！」

　耳元での囁きは、なんだか妙に蠱こ惑わく的てきに聞こえる気がして……まぁ、その、着てくれるんならお願いします、という思いを込めて小さく頷くことしか出来ない俺だった。

　きっと、今の顔は真っ赤になっていることだろう。

　誰にも見られてないのが幸いだな……。




　　　　◆　◆　◆




　はぁっ、てぇてぇが過ぎる……！

　皆と一緒にいるところでコッソリ内緒話、この時点で既にエモポイント百点満点中五万点……！　その距離感は幼い頃と同じでありながら、話す内容は成長した二人だからこそ……！　男子みたいだったあの子のメイド姿を想像して、ドキドキする日が来るなんて……！　口では否定しつつもホントは嫌いじゃないって即座に見抜く義ね姉えさんの兄さん理解度に兄さんの照れ顔も高ポイントで、合わせてエモポイント八億点！

　なお、先程の兄さんの映像は心の『メス顔』フォルダに保存しておくこととします。




　　　　♠　♠　♠




　ＢＢＱの後は、近くにあったアスレチックで童心に返ってみたり、川で水遊びしたり周囲を散策してみたり。そうこうしているうちに、気付けば夕暮れ時となっていた。

　それから皆で作った美味おいしいカレーも食べ終えて、しばらく談笑タイムが続いた頃。

「先輩方、そろそろ肝試しと洒落しやれ込こむのはいかがでしょう？」

　何気ない調子で、一葉が手を挙げそんな提案を口にする。

「先程確認してきましたが、裏手の森が程よく薄暗くて肝試し向きかと存じます」

「おーっ、いいですねぇ肝試し！　夏の定番、見落としてましたっ！」

　と、ノリノリな高橋さんだけど……。

『うーん……』

　俺と瑛太は、揃そろって唯華に目を向けた。

　どうやら、瑛太も唯華が怖がりなことを知っているらしい。

「あれ？　二人は乗り気じゃない感じ？　あっ、さては怖いんだーっ？」

『うーん……』

　そして、乗り気を示した上に煽あおってくる唯華に二人して再度唸うなる。

「まぁ、唯華ちゃんが良いならオレは構わないんだけど……」

「俺も、別にいいけど……」

　唯華がこのスタンスだと、俺たちも消極的賛成を示さざるを得なかった。

「それでは先輩方、二人一組を作ってください。私は脅かし役をやりますので」

「え？　それじゃ、一葉ちゃんだけ楽しくないじゃないですかっ！　いいんですよ、脅かし役とかしなくてもーっ！」

「違うのです、陽菜先輩」

　今度も気遣ってくれる高橋さんに、一葉はフルフルと首を横に振る。

「私は、常々こう提唱しております」

　真剣な表情で、すぅと息を吸って。

「脅かし役こそが、真の肝試し！」

『脅かし役こそが、真の肝試し……？』

　カッと目を見開き宣言する一葉に、俺以外の疑問の声が重なった。

　俺はまぁ、実際一葉は前々からこう言ってるから……。

「何かが『起こる』ことはわかっているがゆえ、驚かされる側は心の準備が出来ています。ペアとの会話や、常に移動していることによってある程度気も紛れることでしょう」

　ですが、と一葉は続ける。

「脅かす側は暗闇の中で一人佇たたずみ、いつ訪れるとも分からないターゲットをただ待つのみ……！　静けさの中に唐突に生じる物音、ふいに流れてくる妙に生ぬるい空気、今にも何かが『出る』のではないか、あるいは既に『そこ』にいる……？」

　ひゅっ、という音が聞こえたからそっと目をやると……想像してしまったのか、唯華が顔を青くしていた。皆からは見えないようそっと唯華の背中に手を当てると、少しだけその顔色もマシになったような気がする。

「あの、一葉ちゃん、そんなのますます一葉ちゃんに任せるわけには……」

　そして、唯華は一葉を止めようとするけれど。

「最っ高です……！」

「えぇ……？」

　当の一葉は恍こう惚こつとした表情となっており、唯華はちょっと引いた様子だった。

「これぞ、どんなＶＲでも及ばぬ究極の体験型アトラクション『現実』の醍だい醐ご味みというもの！　それを完全ランダム仕様でプレイ出来るのは、脅かし役だけなのです！」

「あ、はい……」

　一葉が何を言っているのかはわかっていない様子ながら、その迫力に圧おされて唯華も頷うなずかざるを得ないようだった。なお、俺も概おおむね同じお気持ちである。




　一葉がいつの間にか用意してくれていたくじによって、俺と唯華、高橋さんと瑛太のペアが決まった。そして、俺たちは後発で森の中に入ったんだけど……。

「ふふっ、ちょっと暗い程度で別に何でもないねー？」

「そう思うなら、服の裾を放してもらえないだろうか……すげぇ皺しわになってるから……」

「秀くん、そんなこと言って私を置いてっちゃうつもり!?」

「そんなつもりないって……」

　余裕顔を崩して途端に涙目となる唯華に、俺は苦笑する。

「皆の前でならともかく、二人の時まで強がることないだろ？」

「だって……秀くんにも、格好悪いとこ見られたくないもん……」

「それは今更じゃないか？」

「うぅっ、イジワルぅ……！」

　ぺこん、と全く力の入っていない拳が俺の背中に当たる。

　普段の唯華とのギャップも相まって……可愛かわいい。

「大丈夫だよ。何があっても、何が相手だろうと唯華は俺が守るから」

「秀くん……」

　なんとなく庇ひ護ご欲を刺激された気分で言うと、唯華は潤んだ目で見つめてくる。

「……んっ」

　それから小さく頷いた顔からは、さっきまでより少し恐怖が薄れているように見えた。

　なんかだいぶ恥ずかしいこと言っちゃった気もするけど……まぁ、唯華がそれで少しでも安心できるんなら恥なんていくらでもかくさ。




　　　　◆　◆　◆




　エッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ!!

　あっあっ、エッチです……！　エッチッチ警報発令中です……！

　普段大人びた女性の子供っぽい仕草というのは、どうしてこうもエッチなのでしょうか……！　ちょんと兄さんの服の裾を摘つまむ仕草など、もはや『繋つながっている』ことのメタファーでしかありません……！　最後の会話は、完全にピロートーク……！

　今は全年齢版なのでこうなっていますが、きっと成年版だとエッチシーンになっているところです！　私は詳しいので知っているのです！　ご安心ください、実際に成年版的なゲームのプレイはしておりませんよ！

『うぉわっ!?』

　おっと、興奮のあまりボーッとしていたらお二人に見つかってしまいました。完全に驚かすのを失念していましたが……なぜお二人共、そんな驚いた表情なのでしょうか？

「一葉……だよな？」

「息を荒らげたモンスター的な何かかと思ったよ……！　一葉ちゃん、演技派だね……！　ていうか、なんか目まで光ってたように見えたけど……気のせい、だよね……？」

　はて。確かに興奮して多少呼吸は乱れていたかもしれませんが、そこまで驚くようなことでしょうか……？　勿もち論ろん、私の目が光を放つわけもありません。ふふっ。お二人共、存外暗闇で不安になっていたのかもしれませんね。

　何にせよ、結果的にではありますがお二人を驚かすことも出来たようで。

　みっしょんこんぷりーと、ですね。

　なお、先程の義姉さんの映像は心の『幼女』フォルダに保存しておくこととします。




　　　　♠　♠　♠




　どうにかこうにか肝試しも終えて、ロッジの前で高橋さん、瑛太、いつの間にか先に戻っていたらしい一葉と合流し。

「やっぱり、肝試しっていっても大したことはなかったねー」

「うん、まぁ、うん……」

　あくまでそのスタンスを貫く唯華に、俺はくしゃくしゃになった己の服の裾にチラリと目を向けながら半笑いを浮かべていた。

「………………」

　そんな俺の肩に無言でポンと手を置くのは、微苦笑を浮かべる瑛太。

　どうやら、俺の気持ちをわかってくれているらしい。

「ちなみに、そっちはどうだった？」

「なーんもなかったよ。心霊的なもんは……ね」

　尋ねると、微妙に引っ掛かる言い方が返ってきた。妙に疲れた顔なのも少し気になる。

「心霊的なもの以外は何かあったってことか？」

「高橋さんが『こっちの方から幽霊の気配がする気がしますっ』とか言ってすぐ茂みを掻かき分わけながら道なき道を行こうとするから、毎回止める苦労がね……」

「初めて散歩に出た子犬かな？」

「秀ちゃん、その言い方はちょっと」

「っと悪い。失礼だったよな」

「子犬の方が、まだ素直に言うこと聞いてくれるよ」

「子犬サイドへの失礼だったかー」

　なんて、瑛太と益体もない話をしていたら。

「さってと！　肝試しもこなしたところで！」

　当の高橋さんが、パンッと手を打った。肝試しも終えて、ロッジに戻ってそろそろ休むのか……と思った俺に目を向けて、高橋さんはニヤリと笑う。

「夜は、まだまだ終わりませんよー？」

　どうやら、考えていることが顔に出ていたらしい。

「夏といえば、これも欠かせませんもんね！」

　いつの間にか手にしていたリュックから高橋さんが取り出したのは……。

「花火です！」




　というわけで。

「いぇーい！　二刀流でーす！」

「なんの、オレは八刀流！」

「わっ、凄すごいです竹内くん！　全部の指の間に挟んでるー！」

「花火同士が接触する可能性があって危険だから、良い子も悪い子も真似まねしちゃ駄目だよんっ！　オレは特殊な訓練を受けています！」

「次、ドラゴン花火並べて一気に点つけてきましょ！　めっちゃ買ってあるんで！」

「おっ、いいねぇ！　ナイアガラ作っちゃおうか！」

　なんて、高橋さんと瑛太がはしゃぐ横で。

「この絶妙な躍動感、いつまでも見ていられますね……」

　一葉はさっきから延々ヘビ花火を眺めてるんだけど、面白いんだろうか……いや、楽しんでるんなら良いんだけどね……。

「なんか、線香花火って見てると落ち着くよな……」

「わかるー……」

　尤もつとも、静かに線香花火を見つめてそんなことを呟つぶやいている俺と唯華も傍はたから見れば似たようなもんかもしれないけど。

「火、分けてね」

「あんま線香花火でやらなくないかそれ……」

　俺が持つ火の点いた線香花火の先端に、唯華が新しい線香花火を近づける……と。

『あっ、くっついた』

　二つの線香花火がくっついて、倍の勢いで火花を放ち始めた。

「一つになったな」

「おっきくて激しいねー」

　微妙に線香花火らしからぬその光景に、二人で苦笑する。

　それはそうと……下手に動かすと、火が落ちてしまいそうで。

　手が触れ合う距離でじっとしているのが、少しだけ緊張した。




　　　　◆　◆　◆




　エッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ!!

　あっあっ、エッチです……！　エッチッチ花火打ち上がってます……！

「一つになった」とか「おっきくて激しい」とか、それはもう隠語を通り越して淫語！

　さっきのとこ、ピーッ音入れなくて大丈夫ですか!?　これ、生でヤって大丈夫なやつです!?　あっ、今の『生』はもちろん生配信のことで他意はございませんよ！




　　　　♠　♠　♠




　花火の後は、各々順番にロッジに備え付けのシャワーを浴びて。

「８切り、２のダブル、革命……上がりです」

「一葉、今革命する必要なかったよな……？　なんで最後にかき乱していった……？」

「没落した自分に変わらず仕えてくれる執事に対して心苦しさを感じつつも彼と離れずに済んだ嬉うれしさも確かに抱いているお嬢様と、表面上は主従という体を取りつつ実のところお嬢様より遥はるかに激重感情を抱えている執事のお話が好きだからです」

[image: ]

「それ、ホントに理由になってる……？」

「あっ、すみません……そうですよね。もちろん、没落お坊ちゃまとメイドさんのシチュも好きですよ。メイドさんの方が年上なら尚なお良しです」

「そういうことを聞いてるんじゃなくて」

「此こ度たびの革命により、今この世界には数多くの没落カップルが生まれたことでしょう。ふふっ、想像するだけで楽しいですね」

「自分の愉悦のためだけに世界を混こん沌とんに陥れるタイプの神様の物言いじゃん……」

「はっはー！　ありがとうございます一葉ちゃん！　おかげで我々庶民の時代が訪れました！　４のダブル！　これで完全に私のターン……」

「残念、３のダブルでオレのターンだよん」

「おげぇ!?　最弱だったはずの俺が革命で最強になりました!?」

「だけど瑛太も残念、私はジョーカーのダブルっ」

「おげぇ!?　唯華ちゃん、なんて贅ぜい沢たくな使い方を……！」

「切り札は最後まで取っとかないと、ってね。はい、７のシングルで私も上がりー」

　ってな感じで、俺たちは大富豪に興じていた。それぞれが割と違ったプレイスタイルってこともあって、毎回白熱した勝負となっている。

　……と、今回のゲームも終わったところで。

「もうこんな時間か……」

　ふと時計に目を向けると、既に深夜と呼んで差し支えない時刻だった。

「流石さすがに、今日はここでお開きにしよっか」

　俺とほぼ同時に時計へと目を向けていた唯華が、そう提案。

「むーっ……でも、仕方ないですねぇ……」

「明日もあるわけだしねー」

「先輩方、トランプは私が片します」

　みんな名残惜しそうではあったけど撤収を始め、「おやすみ」の挨拶で別れたのだった。




　それから、瑛太と共に男子部屋に戻って。

「秀ちゃーん、明日って何時に起きればいいんだっけぇ？」

「九時に朝飯の予定だから、それに合わせて各自のタイミングってとこじゃないか？」

「オッケーイ……すぴぃー」

　ベッドにダイブしたかと思えば、瑛太はすぐに寝入った様子だ。

　俺もベッドに寝転がって……しばらく。

「……なんか、眠れないな」

　心地良い疲れはあったけど、どうにも脳がオフに切り替わらない感じだった。

「ちょっと夜風にでも当たるか……」

　と、ベランダに出てみると。

『……あれ？』

　ちょうど隣の部屋の窓も開いて唯華が顔を覗のぞかせ、俺たちは驚いた顔を見合わせた。

「秀くんも、眠れない感じ？」

「も、ってことは唯華も？」

「うん……なんだろう、今日が楽しすぎて眠るのがもったいなく感じちゃってるのかも」

「あぁ……なるほど、そうかもな」

　唯華の言葉に、俺もなんだか納得できたような気分だった。

「高橋さんと一葉ちゃんは、すぐ寝ちゃったけどね」

「瑛太もだ」

　なんて言って、微笑ほほえみ合う。皆を起こさないよう小声で、ベランダ越しの会話。いつも家で話しているのともまた少し違った感覚で、なんだか少しくすぐったいような気分だ。

「今日、楽しかったねっ」

「あぁ、ずっと楽しかった」

　心からの俺の言葉に、唯華は嬉しそうに微笑みを深める。

「でも、乗り換え時間の計算ミスってたのが発覚した時は焦ったよねー」

「だな。駅弁選ぶの余裕だと思ってたのに、ほぼファーストインプレッションで選んでレジまでダッシュすることになるとは……」

「でも、交換っこしたらどれも美味おいしかったよね」

「まぁ、言うて駅弁でそんなハズレ混じってることもないだろうし」

「流石に、高橋さんの納豆チーズトーストは見えてる地雷かと思ったけど……まさかの、一番美味しかったまであるよね」

「あの局面でフロンティアスピリットを忘れない姿勢は素直にリスペクトだな……」

　なんて、今日を振り返りながら喋しやべっていた中。

「わっ」

　ふと空を見上げた唯華が、小さく歓声を上げた。

「……ほぅ」

　俺も仰ぎ見ると、満天の星々の美しさに思わず溜ため息いきが漏れた。

「凄い星の数だな……」

「ウチで見るのと、全然違うねっ」

　感嘆の言葉と共に視線を交わし合った後、自然と俺たちの目はまた星空へと向かう。

　そのまましばらく、お互い何も言わずに空を眺める……心地良い時間が続いて。

『……ふわ』

　俺たち二人のあくびが重なった。

　二人でいるうちに、感覚が『いつも』に戻ってきたのかもしれない。

「おやすみ、秀くん」

「ん……おやすみ、唯華」

　本日二度目のおやすみを交わし合い、俺たちは部屋に戻った。

　改めてベッドに寝転がると、すぐに眠気に満たされて。

　俺は、今度こそ夢の世界に旅立ったのだった。




　　　　◆　◆　◆




　推しカプが　夜空を仰げば　尊とうと死しオタク（字余り）

　はぁっ、エモみで身体からだが満ちていく……！　本日の放映は終了かと思いきや不意打ちＣパートで殺しにきてくれるの、助かるぅ……！

　流石に、会話内容までは聞こえませんでしたが……二人きりだからか、皆さんといる時とも実家ウチにいる時とも違った、気安くも甘い雰囲気……あれが、いつもお二人でいる時の空気感なのでしょうか……配信を切り忘れたカップルがカップル配信の時よりずっとラブラブだった、みたいなのを見ているみたいで捗はかどりますね……！




　　　　♠　♠　♠




　翌日、旅行二日目。

　朝食を済ませた後に下山し、今日のメインは周囲の観光だ。

　一応、おおまかな観光ルートは事前に話し合ってたんだけど……。

「あそこの雑貨屋さん、可愛かわいいーっ！　ねっ、寄っていってもいいですっ？」

　高橋さんの希望で、雑貨屋さんなんかに寄り道し。

「おっ、肉串！　肉、食べてかないっ？　あっ、ご当地バーガーも良いよねぇ！」

　瑛太の提案で、食べ歩き。

「兄さん、唯華先輩、そこで向かい合ってください。はい、とてもエッチで良い構図です。やはり、記憶だけではなく記録も重要ですね」

　一葉のよくわからないリクエストに応えて、そこかしこで写真を撮られ。

「おぎゃー!?　ラーメン屋さん、めっちゃ並んでます！　予約しとけば良かったー！」

「この手のお店は、恐らく予約は受け付けていないかと思いますが」

「どうする？　別の店探すかい？」

「回転早そうだし、今からあちこち探し回るより並んだ方が早いんじゃないか？」

「うぅっ、私の希望のせいですみません……！」

「高橋さんのせいじゃないって。ほら、並ぼ並ぼっ」

　想定していたよりも、お昼を食べるのに時間が掛かってしまったり。

　一つ一つはそこまで大したことじゃないんだけど、そういうのが積み重なって……。

「ほわっ!?　いつの間にかもうこんな時間です!?　すみません、美術館はちょっぱやで回らないとけつかっちんかもです……！」

　ということになっていた。

「それなら、もう美術館はカットでいいんじゃないかな？」

　たぶん、それで大体オンスケに戻るはず……と、提案する。

「でも、美術館って近衛くんのリクエストですよね……？」

「こういうのは巡り合わせ的なところもあるし、今回は機会じゃなかったってことで」

「そ、そうですか……？　それじゃすみません、美術館はスキップとさせていただければと……！　ホント、すみまーせん!!」

「ははっ、気にしないで」

　高橋さんは凄すごく申し訳なさそうに謝ってくれるけど、実際無理を通してでも行きたかったってわけでもないんで俺も気にしちゃいない。

「それじゃ……最後に、お土産タイムです！　三十分後にここに再集合で！」

『りょーかーい』

　これについては各々買いたいものも違うだろうからと、最初から決めていたことだ。

　それぞれ思い思いの方向に散っていく中……さて、俺はどうしようかな。




　　　　♥　♥　♥




「それ、買うの？」

「ん？　いや、見てただけ」

　地元のマスコットキャラ、かな？　謎のキャラのキーホルダーを手に取って眺めていた秀くんに声を掛けると、秀くんはそう答えてキーホルダーを棚に戻した。

「もしかして、秀くんはお土産買わない感じ？」

「俺の人間関係は、ほぼこの旅行のメンツに集約されてるからな……」

　と、苦笑を浮かべる。

「ふふっ、私も同じだけど」

「実家にも買わないのか？」

「大体常にどっかから貰もらったお土産があって、消化が追いついてない状態だから……」

「あぁ、ウチもそんな感じだ……」

　秀くんの苦笑が深まった。

　家族が、色んなとこのお付き合いで色々貰ってくるんだよねぇ……。

「だから、適当に時間つぶしてたとこ」

「あっ、それならさ！」

　一緒にいれば三十分なんてあっという間だろうけど、ふと思いついたことがあった。

「お互いにお土産を買って、交換っこしない？」

「……なるほど、それも良いかもな」

　私の提案に、秀くんは微笑みを浮かべる。

「どっちがより良いお土産を選べるか、勝負ねっ」

「だからそれ、どう判定するんだよ……」

　冗談めかして言うと、それがまた苦笑に戻った。

「それじゃ、スタートっ」

「はいはい」

　と、私たちはそれぞれ別方向に歩き出す。

　さてさて、私はどうしようかなーっと。




　　　　♠　♠　♠




　帰りの電車を間違えて、あわや他県に行きそうになる一幕なんかもあったものの。

『ただいまーっ』

　俺たちは、無事一日ぶりの我が家に帰還した。

「やーっ、やっぱりウチが一番落ち着くねーっ」

「だなー」

　リュックを下ろしてソファに沈み込む唯華の隣に、俺も腰掛ける。

　実際、一日空けただけなのになんとも『帰ってきた』感が強かった。

「あっ、そうだ。忘れないうちに、お土産交換しとこっ？」

「ほぅ？　その顔は、選定に自信アリってところかな？」

「ふふっ、どうでしょー？」

　イタズラっぽく笑う唯華だけど、俺も今回はちょっと自信アリだ。

『ほい、交換っ』

　互いに渡し合った袋は、全く同じデザイン。どうやらタイミングがズレただけで、同じ店で買ったようだ。大きさも、どちらも手の平に収まる程度だった。

　一つ頷うなずき合って、開封すると……。

『……ははっ』

　お互い、微苦笑を交わし合うことになった。

「これは、ドローだねー」

「あぁ、完全に引き分けだ」

　何しろ……。

「まさか、全く同じの選ぶとは思わなかったよ」

「流石さすがにこの被かぶりは予想外だな」

　どちらも同じ、綺き麗れいなライトブラウンの模造石があしらわれたキーホルダーだったんだから。きっと、着想源も同じ。小さい頃に別れた、あの日……自分の代わりにと俺が唯華にカプセルトイを渡し、唯華が俺に石をくれた時のことだろう。

「あの時は本当にただの石ころだったけど、今回は秀くんの誕生石を選んでみましたっ」

「あ、そうなのか。ありがとう……しまったな、俺もそういうのちゃんと考えて選べば良かったよなー……そしたら被らなかったし」

「ちなみに、秀くんはどうしてそれを選んだの？」

「唯華の瞳の色に似てるな、って思って」

「ふふっ、十分な理由だよ。それに……お揃そろいの方が、嬉うれしいしっ」

「……そうだな」

　前に貰った石は、ゆーくんが傍そばにいてくれるみたいで見れば元気を貰えたけれど……同時に。ゆーくんに会えない寂しさが、見る度に込み上げてくるものでもあった。

　だけど今度は、同じ想おもいを共有した証あかしとして……きっと、これを見る度に今回の旅のことを思い出して楽しい気持ちになれるんだろうな。
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　皆での旅行から帰って、数日後。

「うん……？」

　リビングのテーブルの上に見慣れないものを見つけて、俺はちょっと首を捻ひねった。

「アルバム……？」

　何冊も積まれているそれは、当然俺のではない。ということは……。

「あっ、それ？　こないだ実家帰った時に、持ってきたんだー」

　果たして、ちょうど部屋から出てきた唯ゆい華かが答え合わせをしてくれた。

「お祖母ばあ様さまがさー。ウチにあっても仕方ないから持ってきな、って。酷ひどくない？　孫の幼い頃の姿を振り返ろうって気がゼロだよ？」

「ははっ……」

　冗談めかす唯華に、苦笑する。

「せっかくだし、見せてもらっていいか？」

「えー？　なんか恥ずかしいなーっ？」

　なんて、渋る素振りを見せる唯華だけど。

「ホントに見られたくないもんだったら、こんなこれ見よがしに置いとかないだろ？」

「にひっ、バレちゃったか」

　俺の指摘に、イタズラっぽく笑ってペロリと舌を出した。

「一緒に見よ！　実は私も、まだ中見てないのっ」

　それから、弾んだ声で言いながらソファに座って隣をポンポンと叩たたく。

　お誘いに従い、俺はその定位置に腰を下ろした。

「それじゃ、最初のページは……わっ、赤ちゃんだーっ」

　開かれた一ページ目には、たぶん生まれたばかりだろう唯華の写真がいくつも収められてる。病院のベッドで眠る赤ちゃん唯華、お母さんに抱かれる赤ちゃん唯華、泣いている赤ちゃん唯華。全部が全部……。

「可愛かわいいな」

　思わず、そう漏らしてしまった。ふくふくしていて単純に愛くるしいし、こんなに小さいのに今の唯華の面影も感じられるっていうのがなんだか面白い。

「あはっ、やっぱりちょっと恥ずかしいかも。泣いてる写真とかあんまり見ないでよー」

「いやいや、これもめっちゃ可愛いじゃん」

「やー、これは流石にぶっちゃいくでしょー」

「そんなことないって」

　なんて、ワイワイ言い合いながらページを捲めくっていく。かなりの枚数だけど、色んなシチュエーションがあって見ていて全く飽きない。

「おっ、ついに唯華が立った」

「掴つかまり立だちだねー。へー、生後半年と十六日かー。これって、早い方？　遅い方？」

「どうなんだろうな……？　俺も、自分がいつ立ったのかとか知らないし」

「あっ、ちょっ、これはホントに見ないで！」

「いいじゃん、小さい頃のオネショくらい」

「だとしても恥ずかしいってぇ……！」

「はいはい、じゃあ次いこうな」

「わっ……ここのページの私、積み木ばっかりしてるー」

「こうして見ると、日に日に『積む』って概念を理解していってるのがわかるな……最初は持ったり舐なめたりしてるだけだったのが、ここではもう『積み木』になってる」

「ホントだねー。私、日々成長してるっ」

「にしても、この頃の唯華は普通に女の子の服着てるんだな……当たり前だけど」

「そりゃそうでしょ、自分で選ぶ歳としでもないし」

「あっ……でも、なんか徐々にヤンチャな写真が増えてきたような気がするぞ……？　もうブランコから飛び降りるとこが激写されてる！」

「私、こんな小さい頃からブランコ好きだったんだねー」

「ただ、その後の写真でめっちゃ泣いてんな……」

「お祖母様に𠮟られたんじゃない？　写ってないけど」

「そのお約束も、こんな小さい頃からか……」

「物心付いた頃にはそんな感じだった気がするしねー」

「……ところで、さっきからちょっと気になってるんだけど」

　ページを捲る手を止めて、俺は今の唯華へと目を向ける。

「この写真って、誰が撮ってるんだろう……？」

「え？　そりゃ、お母様かお父様辺りなんじゃないの？」

「でも、二人も一緒に写ってる写真めっちゃ多いだろ？　タイマーって感じでもないし」

「あれ？　確かに……？　じゃあ、高たか倉くらさん……？」

「今年でお手伝いさん歴十年って言ってなかったっけ？　唯華がこんな小さい頃なら、まだいないんじゃないか？」

「うーん、じゃあ先代の……あれっ？」

　眉根を寄せて唸うなっていた唯華はふと何かに気付いた様子で、アルバムに書かれた文字を指で撫なでた。このアルバムには写真だけじゃなくて、最初からずっと撮影日時や場所や状況なんかが達筆な字で記録されている。たぶん、相当マメな人が作ったんだろう。

「これ……お祖母様の字だ」

　ポツリと呟つぶやいた言葉は、俺にというより自分自身に言っているように聞こえた。

「だったら、この写真を撮ってたのも祖母ちゃんなんじゃないか？」

「……思い出してきた」

　唯華が、少しだけ目を見開く。

「確かにこっちにいた頃、めっちゃお祖母様に写真撮られてた記憶ある……！」

　どうやら、俺の推理で当たりだったらしい。

「当時は、監視の記録でも付けられてるんだって思ってたけど……」

　唯華も、もう気付いているんだろう。確かにかなり細かく記録されてはいるけれど、このアルバムはそんな無味乾燥なものじゃ決してなくて。

「こんなの、作ってくれてたんだなぁ」

　端々から、深い愛情を感じられるということに。

「また一つ、祖母ちゃんのことがわかったな」

「……うん」

　少しの戸惑いと、それよりずっと多くの喜びが感じられる顔で唯華は小さく頷いた。

「アルバム持ってけって言ったのも、祖母ちゃんはもう全部心のアルバムに残ってるからなんじゃないかな？　よく見たら、何度も読み返されてるっぽいし」

　さっきの言葉も、そういう意味なら理解出来る。

「お祖母様……」

　唯華は、自分の胸にそっと手を当てて小さく俯うつむき……。

「……いやぁ、そんなタマかなぁ？」

　上がってきた顔には、冗談めかした笑みが浮かんでいるけれど。でも、それはきっと照れ隠しだ。だって、やっぱり凄すごく嬉うれしそうでもある笑みだから。

「まっ、それはともかく！　続き見よ見よっ！」

　微笑ほほえましくそれを見る俺の視線がくすぐったかったのか、唯華はポンッと手を打った後にページを捲る手を再開させた。

「わっ、ここで髪バッサリ切ってる！」

「ついに反抗開始か？」

　蒸し返す気もなかったので、俺もアルバムへと視線を戻す。

「だんだん、俺の知ってるゆーくんに近づいてきたな」

「服も男の子っぽいものになってきてるねー。今にして思えば、お祖母様があの教育方針だったのにお母様もお父様もよく着せてくれてたなー」

「防波堤にもなってくれてたんだろうな」

「だねー」

　なんて言いながら、既に何冊目かになるアルバムを閉じる。

「次が最後の一冊、か」

「……うん」

　唯華がどこか名残惜しそうなのは、これが華か乃のさんとの絆きずなを再確認出来る旅路でもあったからだろう。表紙をそっと撫でた後、一ページ目から捲っていく。

「お……？　なんか、この辺りから急激に時が加速するっつーか……今までに比べて、写真の日付がだいぶ飛び飛びになってるな？」

「お祖母様が飽きちゃったんじゃないのー？」

　なんて茶ちや化かす唯華だけど、きっと本当の理由にも気付いてる……俺と同様に。

「俺と出会った頃から、だな」

「秀しゆうくんと遊びに行くばっかで、家にいる時間も激減してたもんねー」

　それでも記録自体が途切れてないのは、その希少な機会を華乃さんが逃してこなかったってことなんだろう……なんて、考えていたら。

「……秀くんとの写真は、ないね」

　ふと、どこか寂しそうに唯華が小さく呟く。

「俺も、撮ってもらった覚えとかないしな」

　だから、俺はあえて冗談めかした。

「今度は、俺のアルバムも持ってこようか？　たぶん実家にあるはずだし」

「あはっ、すっごく見たーい」

　これもきっと、本心から言ってくれてるんだろうとは思うけど。そういう問題じゃないことは、俺もわかっている。たぶん、俺も同じ気持ちを抱いているから。

「赤ちゃんの秀くんとか、絶対可愛いもん。ま、出会った頃もまだ全然可愛かったけど」

「あんま、男に可愛い可愛い言わないでくれる……？」

「あっ、でも今だってちゃんと可愛いから安心してね？」

「ちゃんとって何だよ……」

　俺の子供の頃の写真も、沢山あると思う。今は一かず葉はが使ってるゴツいカメラは元々爺じいちゃんのもので、子供の頃からそれで撮ってもらってた記憶があるから。

　ただ……唯華と一緒に写真を撮った記憶は、やっぱりなかった。

　あの頃に二人で過ごしたとても濃密な日々は、形としてはどこにも残っていない。

「でも、アレだよな。これからアルバムを作っていくならさ」

　だけど。

「二人で写ってる写真ばっかになるな」

「……！」

　俺の言葉に、唯華はハッとした表情になった。

「うん、そうだね……！　二人で写ってる写真を収めてくアルバム、絶対作ってこ！」

　それはきっと、すぐにこのアルバムの冊数だって追い越して。

　何冊も何冊も、積み上がっていくものになるんだと思う。

「今度、選びに行こうねっ」

「最近だとデータで残すのが主流なのかもしれないけど……こういうのを見ると、やっぱモノでも残しておきたくなるよな」

　そして……今から、積み重ねていくとなると。

「いっぱい写真、撮ってこうねっ！」

「あぁ、まずは」

『明日からの旅行で！』

　ということになるだろう。




　　　　♠　♠　♠

　　　　♠　♠　♠




　そして、翌日。

『うーみーっ！』

　俺と唯華は、海に向かってお決まりのやつを叫んでいた。

　今度は、二人きりでの旅行である。ちょうど海沿いに烏からす丸ま家の別荘があるってことで、宿泊地としてはそこを使わせてもらう予定だ。

　この砂浜も付近の別荘の利用者くらいしか来ないそうで、確かに海岸沿いに人はまばらに見える程度だった。これなら、知り合いにばったり……なんて可能性も低いだろう。

「それじゃ、到着きねーん！　はい、チーズ！」

　唯華の手にしたデジカメで、海を背景にしたツーショットを撮影。約束した通りに俺たちは事あるごとに写真を撮っており、ここまでの道中の分だけでも結構な枚数になる。

「この辺でいいかな？」

「いいんじゃなーい？」

　撮影も終わったところで、適当な場所にパラソルを設置。唯華がその下にレジャーシートを敷いて、端の方を手頃な石で押さえていく。

「それじゃ、着替えてまたここ集合ねっ」

「あいよー」

　一応の場所取りも済ませ、俺たちは一旦分かれて更衣室に向かうのだった。




　それから数分後、サーフパンツに着替えた俺はパラソルの下で唯華を待っていた。

　そういえば、「当日のお楽しみっ」って言って結局どっちの水着買ったのか教えてもらってないんだよな……まぁ、どっちにせよ心の準備はできてるけど。

「秀くん、お待たせーっ」

　だから、そんな声に何気なく振り返って。

「っ!?」

　唯華の姿を目にした俺は、咄とつ嗟さに目を逸そらすこととなった。目に飛び込んできたのが、あの日のタンキニタイプよりずっと大胆な……花柄の黒ビキニだったためである。

「んー？　秀くん、どうしたのかなー？」

　見なくとも、唯華がニマニマと笑っていることはわかる。

「や、その、ちょっと大胆すぎやしないかと思いまして……」

　そして俺は余裕がなくて、素直にそう答えることしか出来なかった。

「うーん？　似合ってないってこと？」

「凄く、似合ってはいる……けど……」

　実際、スタイルの良い唯華は大胆な水着も完璧に着こなしている。

　けど、だからこそ……。




　　　　♥　♥　♥




　おぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！

　流石さすがに！　大胆な水着を！　選びすぎたかもしれない!!　タンキニはもう見せちゃったし、本番ではもっと大胆にいかないとねー、とか思ってノリノリで選んだけど……実際にこの格好で秀くんの前に出ると、急に恥ずかしさが込み上げてきたよねぇ……！　これ、もう下着じゃん……！　もじもじしちゃいそうになるのを堪こらえるのに必死だよぅ……！

　肝心の秀くんは、あんまりこっち見てくれないし……！

　……にしても、こうして直で見るのは初めてだけど。やっぱり秀くん、良い身体からだしてるよねぇ……細身だけど筋肉質で、鍛えられてるのがよくわかる。胸板とか腹筋とか、触ってみたいなぁ……触っちゃ駄目かな……いいんじゃない？　だって、私のモノになったんでしょ？　それなら、ちょっとくらい……。

「……唯華」

「ひぇっ、ごめんなさいっ！」

　半ば無意識に手を伸ばしかけたとこで呼びかけられて、つい反射的に謝ってしまった。

「……？　何が？」

　ただ、秀くんは不思議そうに首を捻ひねっている。

　良かった、私の魂胆が見抜かれたわけではなかったみたい……。

「や、うん、なんでもないよっ！　それより、どうかした？」

「うん、悪いんだけど……パラソルとシート、あの岩の向こうに移しても良いかな？」

「……？　良いけど、なんで？」

　今度は、私の方が首を捻る番だった。

「向こうの方が人、少なそうだから」

「別にここも、邪魔になる程の人はいないと思うけど……？」

　ざっと見回しても、まばらに人影が確認出来る程度だし。

「……それでも」

　と、秀くんはなぜかとても気まずそうに言いい淀よどんで。

「今の唯華を、他の人に見せたくない」

「っ……！」

　思わぬ言葉に、心臓が撃ち抜かれた。

　それって……俺にだけ見せろ、ってことだよねっ？

　んふふっ……心配しなくても、秀くんに見せるためだけの水着だよっ。

　でも……大胆なの選んだ甲か斐い、あったかも！




　　　　♠　♠　♠




　だいぶ恥ずかしいことを言ってしまった気がするけど……いやでも、今の唯華を他の男が見たら絶対ナンパとかされるだろうし？　ほら、危機管理的な意味で？　極力人の目がないところに行った方が良いかなーと思って提案した次第でして……決して、筋違いの独占欲が生じたとかそういうわけでは……うん、誰に言い訳してんだろうな俺は……。

　なんて、唯華の方をまともに見れないままパラソルとレジャーシートを移動させて。

　頭を冷やすためにも、まずは適当に泳ぐか……と思ったところで。

「秀くん、背中サンオイル塗ってーっ」

　唯華が鞄かばんから小瓶を取り出し、俺に差し出してくる。

「んんっ、サンオイルかぁ……!?　サンオイルねぇ……!?　オーケーオーケー」

　極力動揺を表に出さないよう意識しつつ、俺はサンオイルの瓶を受け取った。

　落ち着け、俺には既に唯華の全身の汗を拭き取ったという経験値が……いやでも、あれはタオル越しだったしな……今回は、素手……えっ、素手？　素手で触るの？　素手で背中に触るとか許されるの？　オイルを挟んでるからオーケー理論とか存在する??

「よろしくー」

　俺の葛藤なんて知った風もなく、気楽げな唯華はシートの上にうつ伏せになる。

「……素手で、塗るんだよな？」

「ふふっ、そりゃそうでしょ」

　一応確認してみると、背中越しにおかしそうな声が返ってきた。うん、そりゃそうだよな……いや、そう、なんか変な風に考えるから変に意識してしまうんだ。サンオイルを塗るくらい、友人間で当たり前にやることなんだしさ……たぶん、恐らく、きっと……。

「それじゃ、塗ってくな」

「あっ、その前に紐ひもを解ほどいた方が良くない？　このままじゃ塗りづらいでしょ？」

　……紐？　何の……？　と、一瞬素でわからなかったけど。

「えっ、水着の……!?」

「他に何か紐ってある？」

「いやまぁ……ていうか、俺がやるの……？」

「ついでにおねがーい。私もう、一番良い体勢見つけちゃったんだもーん」

　顔の下に腕を敷いている唯華は、ちょっと甘えた声でお願いしてくる。

　……まぁ、オイル塗るのに比べれば大事の前の小事か。

「外す、ぞー？」

「うん」

　緊張に若干震える手で、水着の結び目に指を掛ける。ちょっと力を込めるとあっさりと解けてしまって、こんな防御力で本当に大丈夫かとちょっと心配になった。

　そして、紐を横にどけると。たかだか紐一本……それがなくなっただけなのに、全てが顕あらわになった背中を前になんだか妙な背徳感のようなものを覚えてしまう。程よく引き締まった背中は、シミの一つもない綺き麗れいな……って、見み惚とれてる場合じゃない。唯華の背中を紫外線のダメージから守るため、集中してしっかり塗らねば……！

「じゃ、今度そこ塗ってくから」

「あいあーい」

　オイルを手の上に出す俺は、やはり緊張の面持ちとなっていることだろう。

　手の平にオイルを広げて、そっと唯華の背中に押し当てる。

「んっ……」

「っと、悪い……！」

　唯華の声に、反射的に手を離す。

「大丈夫、ちょっとくすぐったくて声出ちゃっただけだから。続けて続けてっ」

「あ、うん……」

　そう言われて、俺は作業を再開……したのは良いんだけど。

「あん……んんっ……」

　俺は、無心でオイルを唯華の背中に塗り広げていく。

「んっんっ……うんっ……」

　俺は、無心でオイルを唯華の背中に塗り広げていく。

「んぁっ……そこ、なんか気持ち良いかもっ……」

　俺は、無心で……ん[image: ん゛]っ！　仏説摩訶般若波羅蜜多心経観自在菩薩行深般若波羅蜜多時照見五蘊皆空度一切苦厄舎利子色不異空空不異色色即是空空即是色受想行識亦復如是舎利子是諸法空相不生不滅不垢不浄不増不減是故空中無色無受想行識無眼耳鼻舌身意……！




　どうにか般はん若にや心しん経ぎようで平常心を保ちながら、サンオイルを塗り終えて。

「ふぅ……秀くん、上手だったよっ」

　ちょっと息を乱して微笑む唯華がどこか妖艶に見えてしまうのは、俺の心が汚れているからに違いない……が、とにもかくにもこれでミッションコンプリート……。

「それじゃ次、顔もお願いねっ」

「顔も……!?」

　まだ、試練の時間は続くようだった。

「いや、それは自分で出来るだろ……!?」

「更衣室に手鏡忘れちゃってさー。勘でやったら、ムラ出来ちゃいそうでしょ？」

「それじゃ、更衣室に戻れば良いのでは……？」

「そう言わずに、お願いっ……ダメ？」

「……わかったよ」

　小さく嘆息し、引き受けることにする。

　本当に、俺はこの親友のお願いに弱い……。

「よろしくねー……んっ」

　と、唯華は目と口を閉じて少し顔を上げた。

　……俺が塗りやすいようそうしているだけで、他意がないことはわかっている。

　わかってるけど、その仕草はまるで……と、ついつい唇に視線を向けてしまった。

「？　どうかした？」

「……や、なんでも。塗ってくな？」

「んー」

　そうして、俺は再び心の中で般若心経を唱え始めるのだった。




　　　　♥　♥　♥




　頬ほおに、そっと秀くんの手が触れる。手付きが慎重過ぎて少しくすぐったいけれど、それもまた大切にしてくれてる証あかしだから凄すごく嬉うれしい気持ちがどんどん湧いてくる。頬に、額に、顎に、と触れる場所を変えていく秀くんの手。目を瞑つぶっているから次にどこに来るのかわからなくて、なんだかドキドキしちゃうよね。

　でもさ、秀くん。

　せっかくキス待ち顔してるんだから……このままキスしてくれても、良いんだよ？

　なんてねっ！




　　　　♠　♠　♠




　サンオイルミッションも、今度こそ無事に完遂し。

「っしゃ、俺の勝ちだな！」

「うわー、悔しい！　最後追い上げきれなかったー！」

　ゴールに設定していた島まで泳ぎ着いて、勝かち鬨どきを上げる俺と悔しげな唯華。

　最初は浅瀬の方で水の掛け合いとかカップルみたいなことやってたんだけど、なんやかんや白熱していって遠泳勝負にまで発展したのが俺たちらしいと言えよう。

「帰りは、ゆっくり泳ごうな……」

「そうだね……」

　唯華の浮かべる微苦笑には、流石さすがに疲労の色が見える。俺も似たようなもんだろう。

「ねっ、休憩がてらこの島の探検してみないっ？」

「いいけど……大丈夫なのか？　色んな意味で」

「うん。ここ、歩いて一周できるくらいのちっちゃい無人島なんだけど、前は人も住んでたから危険とかないし。上陸許可申請も、ちゃーんと提出済みだよっ」

「流石、手抜かりないな」

　いつの間にか事前準備も完了していたらしく、微苦笑が漏れた。

「なんなら、一泊ここでキャンプしても良かったんだけどねー」

「ただ、そうなると天気が心配ではあるかもな」

「そーそー、予定通りに帰れなくなっても困るしさ。あっ、今日の昼間は降水確率〇パーだから安心してねっ」

「キッチリとフラグまで潰してるな……」

　なんて話しながら、並んでゆったりと砂浜を歩き始める。

「でも」

　トトトッと少し早足で先行してから、唯華が振り返った。

「秀くんとなら、無人島に閉じ込められたって楽しめると思うけどねっ」

「……そうだな」

　俺も、想像してみると……唯華と二人ならどんな困難でも乗り越えられると思えたし、なんだかんだでそれも楽しそうだ。

「一生ここで二人きりで過ごすことになっても、全然平気な気がするよ」

　……あっ。

　また、なんか恥ずかしいこと言ってしまった気がするな……。




　　　　♥　♥　♥




「ふふっ、流石にどっかで脱出はしようよ」

「……だよな」

　背中越しに、秀くんのちょっと気まずげな声。私の言葉が前に向き直って歩き出しながらのものだったのは、いつも通りニヤけちゃってる顔を隠すため。だってもう、秀くんったらサラッと当たり前みたいにさぁ……！　一生二人きりでもって……そんなのもう、プロポーズじゃん！　あっ、むしろもうプロポーズはとっくに受けてた！

　なんて、秀くんから見えないのを良いことに存分にニヤニヤする私なのだった。




　それからしばらく、私が少し先行する形で海岸沿いを歩いていた私たちだったけど。

「いやぁ、しかしアレだねぇ」

「だなー」

　そのやり取りだけで、お互い同じことを考えているのがわかった。

『思ったより何もない』

　そう……無人島らしいイベント的なものが、何も起こらない。

　現実なんてこんなもん、っていうのはそりゃそうなんだろうけど……もうちょっと、テンション上がる光景とか、変なものが流れ着いてるとかあるかと思ったんだけどなぁ……これじゃ、向こうの砂浜を散策しててもあんまり変わんない気がする……ということで。

「ちょうど半分くらいのとこまで来たし、後は内陸部を突っ切っていこうかっ」

　と、島の中心にある森の方を指して提案してみる。

　ちょうど、人が住んでた頃に使ってたっぽい道が見えたから。

「危険じゃないか……？　裸足はだしだしさ」

　秀くんの心配も、ご尤もつとも。だけど……。

「じゃんっ！」

　私は、身に着けてた防水バッグからサンダルを二つ取り出した。

「ホントに準備万端だな……」

「こんなこともあろうかと、ってね」

　感心半分呆あきれ半分って感じの秀くんに、胸を張って返す……と、そっと目を逸そらされた。しまった、水着なの忘れてた……！

「さっ、これで大丈夫でしょ？」

「オッケー、そこまで準備してくれてたんなら行こうか」

　恥ずかしさをドヤ顔で誤ご魔ま化かす私に、秀くんも今度こそ頷うなずいてくれる。

　そうして私たちは、サンダルを履いて意気揚々と森の方へと歩き出した。

「水着で森の中を歩くっていうのも、なんだか新鮮だねー」

「海岸より涼しくて気持ち良いな」

　なんて言いながら歩くこと……しばらく。

　──ガサガサッ！

『っ！』

　少し向こうの茂みが不自然に揺れて、私たちは同時にちょっと身構えた。

　ただ、何かが飛び出してくるような気配はなさそう。

「……野生動物かな？　見に行ってみよっか？」

「それは流石に危ないだろ……」

「毒持ってるような危険な動物は生息してないはずだから、最悪でも痛いで済むでしょ」

「痛いまでは許容する姿勢も問題だと思うんだが……」

　ワクワクして小声で提案する私に、秀くんは慎重論。

「……俺が前で行くから」

　けど、結局そう言って先に歩き始めてくれた。

「唯華の肌に傷なんて付けるわけにはいかないからな……」

　それは私に言ったっていうより、自分に言い聞かせるような口調。こういう時、サラッと守ってくれるのが今の秀くんの頼もしさだよね。でも、勿もち論ろん秀くんに怪け我がをさせるわけにもいかないから……足音を立てないよう、慎重に慎重に……と、近づいていって。

「っ!?」

　茂みの方を覗のぞき込んだ秀くんが、なぜか固まった。

「……？」

　何か危険な動物がいた、って風でもないみたいだけど……？　と、私も秀くんの背中の横からひょいと顔を覗かせて見てみると。

「んっ……！　ちゅっ……」

「はぁっ……！」

　水着姿の若い男女が、声を押し殺して……その、濃厚に口付けを交わしており……まぁなんというか……致す、直前のようだった。

　盛り上がってるみたいで、私たちの存在には気付いてないみたいだけど……。

『………………』

　私と秀くんは同時に顔を見合わせ……すぐに、猛烈な勢いでこれまた同時に逸らした。

　そしてさっき以上に慎重に、だけど出来る限り迅速にその場を離れたのだった。




　茂みを出たら、今度はダッシュで一気に砂浜まで駆け抜けた私たち。

『……ふ、ははっ』

　それが何の笑いなのか、たぶんお互いわかってない。

「お、俺たち以外にも来てる人がいたんだなっ」

「だねー」

　いやだって、今の私たちもあの人たちと変わらない格好っていうか……何なら私の方がさっきの女の人より露出度高いくらいで……それってつまり、その……『その気』さえあればすぐに『そういうこと』に到いたれるっていうのが、なんかこう目の前に示されてしまった感があるというか……。

　チラリと目を向けると、秀くんの逞たくましい胸板が目に入ってきて……どうしても、そこに掻かき抱いだかれる自分の姿を想像してしまう。

　私たちも、いつかあんな風に……あぁもう、想像するだけで恥ずかしいけど……！

　でも……それはきっと、すごく幸せな瞬間なんだろうなとも思う。

「ん[image: ん゛]っ……！　帰りも、競走すっか！」

「さんせーっ！」

　悶もん々もんとしてる時は、思いっきり身体からだを動かすに限るよね！　というわけで秀くんのナイス提案に、私たちは来た時以上のデッドヒートを繰り広げて今度は私が僅差で勝った。最後に勝敗を分けたのは、煩悩の強さの差だったのかもしれない。
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　思い切り身体を動かしたおかげか、本土まで泳ぎ着く頃にはだいぶ気まずさも薄れていた……が、いかんせん全力遠泳の往復は流石に疲れた……！

「ねっ、ちょっと早いけどもう夕飯にしない？」

「賛成だ……今日はもう、これ以上動きたくないわ……」

　こういう時、二人だと臨機応変に決められるのが良いよな。

　皆での旅行も本当に心から楽しかったけど、やっぱり予定に縛られてる部分もちょっとはあって……そのせいで、バタバタしたところもあったわけだし。

「けど、夕飯ってどうする？　見たとこ、この近くに飲食店とかなさそうだけど」

　というか今回の旅は、ほとんどノープランで来ている。その場その場のノリで決めれば良いだろうってことで、俺たち二人の意見も一致していたから。

「近くの魚市場の夕市、今ちょうどやってるとこだと思うから覗いてみるっていうのはどう？　獲とれたての魚介で、海鮮バーベキュー！　いくつかお刺身にしても良いかもねっ」

「いいねぇ、それでいこう。あっ、そうだそれなら……来る時、途中に醤しよう油ゆの専門店があったよな？　そこでいくつか醤油買って、食べ比べしてみないか？」

「天才の発想じゃん！　それいただきっ！」

　そして実際、こんな風にポンポンッと次々予定が決まっていく。

　今の今までもう動けねぇって気分だったのに、こうして話していると楽しみでまだまだ動けてしまう俺たちなのだった。




　魚市場でも醤油専門店でもどれを買うかで盛り上がり、烏丸家の別荘に着く頃にはなんだかんだ夕食にちょうど良い時間になっていた。

　唯華が魚を捌さばいている間に俺がバーベキューの準備をして、程なく夕食へ。新鮮な魚に舌鼓をうち、どの醤油が一番美味おいしいか協議し、唯華の思いつきでアヒージョなんかも作ったりして、夕食も凄すごく楽しんだ。

　全て平らげ満腹になって、食休みがてら雑談することしばし。

「じゃっ、そろそろお風呂行こっか」

「うん？　ここのシャワーを使うんじゃないのか？」

　どこかに出掛けるような唯華の物言いに、俺は首を捻ひねる。

「裏手の山をちょっと登ったとこに、温泉があるんだよねーっ。あんまり人も来ないからって、予約したら一時間貸し切りに出来るの」

「おぉ、そりゃ是非とも行ってみたいな」

　何気に温泉好きな俺は、一も二もなく頷いた。

「じゃあ、早速予約を……」

「もっちろん、この後の時間で予約済みっ」

「流石さすがだな」

　俺の答えまで織り込み済みで先回りとは、本当に俺のことをよくわかってらっしゃる。

「あっ」

　とそこで、唯華はふと何かを思いついたようにニマーッとイタズラっぽい笑みを浮かべて俺の耳元に口を寄せてきて……。

「貸し切りだからね……混浴にも、できるよっ？」

　なんて、ささめく。

「……できるから、何だと言うのか」

　返す俺の声は、思ったより硬い調子となってしまった。

「んふっ、秀くんはそっちの方が良いかなって思って」

「そんなわけないだろ……」

「そっか……うん、そうだよね」

　俺の返事を受けても、なぜか唯華は俺の耳元から離れないまま。

「おウチで、いつだって一緒に入れるもんねー？」

「っ……」

　そっと息を吹きかけるような囁ささやきに……俺は、何て答えるのが正解なんだろうね……。
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　秀くんと二人、温泉場まで行って……勿論、男湯と女湯に分かれて入って。

「ふいーっ」

　身体と髪を洗い終わった後、お湯に浸つかった私は気の抜けた声を上げていた。

　腰を落ち着けているのは、男湯との仕切りのすぐ近く。

「秀くーん、いるー？」

　男湯の方に向けて、声をかける……と。

「あぁ、ここにいるよ」

「っ……！」

　思ったより近くから秀くんの声が返ってきて、ちょっとビクッとしちゃった。

　どうやら、秀くんも仕切りのすぐ向こうにいるみたい。

「良い湯だねー」

　どうにか、声に動揺を乗せずに済んだと思う。

「だなー。俺、このちょっと熱いくらいの温度もちょうど好みだわー」

「私もー。あとここねー、美肌効果もめっちゃあるんだよー」

「じゃあ俺、めっちゃ美肌になるまで浸かってるわー」

「ふふっ、私もー」

　秀くんと、そんなことを話しながら……ふと。

　のぼせたわけでもないのに、顔が熱くなっていくのを自覚する。

　だって、この状況……なんだか、ちょっとエッチじゃない!?

　お互い今、裸なわけでしょ……!?　なのに、こんな近くで話してるなんて……！　それにそれに、仕切りで分かれてるだけで一緒のお湯に浸かってるわけで……！

　これはもう、実質混浴なのでは……!?
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「景色も綺き麗れいだなー」

「だねーっ。これを二人で独占してるなんて、なんだか凄く贅ぜい沢たくな気分っ」

　露天風呂から見える景色を眺めながら、唯華と会話する。

　……この仕切りの向こうでは、唯華も裸……なんだよな？　今日一日で水着姿には流石に慣れたけど、今はそれさえもなくて……いやいや、余計なことを考えるな！

　気を紛らわせるため、外の景色に意識を集中させる。この辺には他にも温泉が湧いてるらしく、いくつもの場所から湯気が上がってるのが見えた。ちゃんと整備された風呂場じゃなくて、自然に湧き上がってるものみたいだけど……あっ！

「ちょっ、唯華唯華！　向こうの温泉に猿がいる！　猿、温泉浸かってる！　ホントに浸かるんだなー！　しかも、めっちゃ気持ちよさそうな顔してる！」

「えっ、どこどこーっ？」

「向こうの……あっ悪い、そっちからじゃ仕切りで見えないかも……！」

「えーっ、良いなぁ。私もそっち、見に行っていーい？」

「良いわけないだろ……!?」

「ふふっ、冗談冗談」

「当たり前だ……」

　なんて、余計なことを考えないよう殊更はしゃぐ俺たちなのだった。

　いや、余計なことを考えないようにっていうのは俺だけなんだけど……。
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　そんな、ちょっと騒がしい入浴時間を終えて。

『ぷはーっ！』

　自販機で買った冷えた牛乳を、俺たちは並んで飲み干していた。

「やっぱり、温泉といえばこれだよねーっ」

「ここまでがセットだよな」

　と、微笑ほほえみを交わし合い……俺は、そっと唯華から目を逸そらす。

「うん？　どうかした？」

「いや、フルーツ牛乳でも良かったよなーって」

「あっ、それ迷うよねー！」

　たまたま視線の先にあった自販機で誤魔化したけど、本当の理由はそれじゃなかった。

　俺も唯華も、今は浴衣に着替えている。それはいいんだけど……たぶん唯華は今、上を『付けて』なくて。まだ暑いせいか微妙に緩い胸元とかが、目に毒なんだよなぁ……。

「あっ、秀くんさ。化粧水って使ってる？」

「え？　いや、使ってないけど……」

「日焼けするとね、角層から水分が失われて肌が乾燥しちゃうの。だから、化粧水で肌にたっぷり水分を補給した方が良いんだよー」

「へぇ、そうなんだ？」

　だから、化粧水を貸してくれる……って流れかと思ったんだけど。

「私が塗ったげるねっ」

「えっ、いや、自分で……」

　俺の返事の途中で、唯華はポーチから化粧水を取り出して自分の手に広げ始める。

「サンオイルのお礼っ」

　それから、ニコッと笑って俺の頬ほおに手を当てた。

　結果、至近距離で見つめ合うことになる。唯華の頬はまだ上気していて、温泉の美肌効果のおかげなのかいつも以上に肌がつやつやして色っぽく見えるような気がして……。

「あっ、っと……目ぇ瞑つぶってた方が塗りやすいよな？」

「ん？　うん、そうかもー」

　なんとも気恥ずかしくて、そう確認を取って目を瞑る俺なのだった。
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　秀くんの顔にゆっくりと手を這はわせて、たっぷりの化粧水を馴な染じませていく。

「前から思ってるけど、秀くんって肌綺麗だよねー」

「そう？　自分ではよくわからんけど」

「うん。スキンケアとかしてないんでしょ？」

「洗顔料で顔洗ってるくらいかな」

「いいなー、ちょっと嫉妬しちゃうかも？」

「唯華の方が断然綺麗だろ？」

「私はちゃんとお手入れしてるもーん」

　秀くんが目を瞑ってくれたのは、正直ありがたかった。ふとした思いつきでやってみたけど、この距離で長時間見つめ合ってると絶対ドキドキが限界を突破しちゃうもん……！

　ただ、その代わりに……ついつい、ちょっと俯うつむいた秀くんの唇に目がいって……なぜか、だんだん秀くんの顔が近づいてきていて……。

　パチッ。秀くんの瞼まぶたが、突然開いた。

「……今、なんかイタズラしようとしてたろ？」

「……んふっ、バレたかー」

「何しようとしてたんだ？」

「ひっみつー」

　あっぶな!!

　私、今完全にキスしに行ってたよね……!?　秀くんの顔が近づいてきてたんじゃなくて、私の方から顔近づけてたよね……!?

　いやだって、目の前に秀くんのキス待ち顔があったから……！

　駄目駄目……！　ちゃんと、『順序』は守らなくちゃだよね！
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「はい終了！　私の三連勝～！」

「マジか……!?　唯華、昔っからスピードえげつなく強いよな……！」

「秀くんは数字を慎重に見すぎなんだよ」

「それもあるかもだけど、純粋に唯華が速すぎるわ……」

　温泉を楽しんだ後、別荘に戻った俺たちはトランプ遊びに興じていた。色々とゲームを変えてやっており、それぞれ得意分野が違ったりするんで総合の勝敗としては五分五分。

「やーっ、旅行でのトランプってなんでこんなに盛り上がるんだろうねー？」

「旅行のテンションだからじゃないか？」

「ふふっ、そうかも……ふわぁ」

「くぁ……」

　唯華のあくびに誘発されたみたいに、俺もついあくびを漏らした。それこそ旅行のテンションで忘れてたのか、一度疲れを自覚すると眠気が一気に襲ってくる。

「今日は、ここまでにしとくか」

「だねー」

　頷うなずき合った後、もう一度二人のあくびが重なった。

「あー、なんかもったいないなー今日が終わっちゃうの」

　眠そうに目を擦こすりながら、唯華はまだ名残惜しそうだ。

「今回は二泊三日だから、むしろ丸一日使える明日が本番だろ？」

「あはっ、そうだね」

　そうは言いつつも、俺だって名残惜しい気持ちは多分にあった。家でだって、ずっと一緒にいるはずなのに……やっぱり、旅行ってイベントは特別なのかもしれない。

「それじゃ、また明日……おやすみ」

「あぁ、おやすみ……また明日」

　俺たちは、最後まで名残惜しさを顔に残しつつもそれぞれ自分の部屋に戻った。

　明日はきっと今日と同じか、それ以上に楽しい日になるだろうって確信しながら。

　……この時点では、まだ。







[image: 第５章　義妹との合流、彼女なりの思惑]




　二人きりでの旅行、二日目。

「ねーっ、見て見て秀しゆうくんっ！　すっごい綺麗に焼けたーっ！　秀くんが丁寧にオイル塗ってくれたおかげだよーっ！」

　珍しく朝からテンションの高い唯ゆい華かが、こんがり日焼けした腕を見せてきた。

「おーっ、ホントに綺麗だなー」

　色白な唯華も勿もち論ろん素敵だけど、小麦色の肌となった唯華は普段より活発な印象になってまた違った魅力がある。そういや子供の頃は外で遊び回ってたから、夏のゆーくんといえば真っ黒だったな……なんて、ふと思い出した。

「ほら、水着の跡がこんなクッキリ！」

「んんっ……！」

　シャツの襟口をグイッと開いて肩を見せてくる唯華から、反射的に目を逸らしそうになる。いやいや落ち着け、これくらい水着姿に比べれば何でもない……はず。

「……ホントだな」

　とはいえ単純な露出とも異なる妙な背徳感みたいなのがあるような気がして、どうにかそう絞り出すのが精一杯だった。

「秀くんの方は、そんなに変わってないね？」

「あんま焼けない体質なんだよ」

「あっ、そういえば昔っからそうだっけ」

　なんて言いながら唯華がようやく襟口から手を離してくれたんで、密ひそかにホッとする。

「今日も海、出る？　それとも、別のとこ行ってみよっか？」

「とりあえず午前は海でいいんじゃないか？」

「それじゃ今度は、サーフィンとかどうかなっ？　物置きにボードあるしっ」

「おっ、いいねぇ。俺は初めてだけど、唯華は経験者？」

「うんっ。向こうじゃ結構やってたから、教えてあげるねー」

「あぁ、頼むよ」

　昨日余らせといた食材で朝食の準備をしながら、直近の予定について話し合う。

　俺たちの旅行は、まだまだ始まったばかりだ。
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「やーっ、やっぱサーフィン楽しーっ！」

「上手うまく波に乗れた瞬間、めちゃめちゃテンション上がるな」

「にしても流石さすがは秀くん、上達が早くてビックリしたよ」

「教え方が上手いからさ」

「ふふっ、かもねー？　せっかくだし、午後からもやる？」

「とりあえず、昼を食べながら考えようか」

「オッケー。何にせよ、一旦サーフボード置きに戻らないとだね」

　午前中いっぱい使ってサーフィンに興じていた俺たちは、ひとまず宿泊地である別荘に向けて歩き始めた。すると、しばらくして……。

「なんか、良い匂いしてきたね？　ソースの香りだー」

「お昼時だし、どっか近くで料理してるんだろうな」

「ねぇねぇ。お昼、焼きそばにしないっ？」

「めっちゃ影響されてんな……」

「焼きそば、イヤ？」

「んなわけないってか、俺も焼きそばの口になってるわ。まだ食材残ってたよな？　これ以上はあんま残しときたくないし、豪快に海鮮焼きそばで使いきろうぜ」

「おーっ、いいねーっ」

　空腹を刺激する香りのおかげで、お昼のメニューもサクッと決まった……けど、なんか唯華んちの別荘に近づくにつれてどんどん香りが強くなってきてるような……？

「……あれっ？」

　別荘のドアに鍵を差し込んだところで、唯華が首を捻ひねる。

「鍵、開いてる……？」

「えっ……？」

　唯華の言葉に、俺も眉根を寄せた。

「今朝、ちゃんと鍵かけたよね……？」

「あぁ、間違いなく」

　唯華が鍵を掛けた場面が、しっかり記憶に残っている。

『………………』

　俺と見合わせる唯華の顔は、少し強こわ張ばっていた。俺も似たようなもんだと思う。

「管理会社の人が、何か連絡事項でもあって来てるのかな……？」

「……かもな」

　気休めの会話。スマホの番号も伝えてるんだから、直接来る必要があるような用事なんてさほど思いつかない。というか最低でも、事前に訪問を伝える連絡は来るだろう。勿論、絶対ってわけじゃないから可能性はあるけど……警戒するに越したことはない。

「俺が先に行くから」

「ん……気をつけてね……？」

　不安げな唯華を背に、玄関の扉のノブに手をかける。

　それから、ゆっくりと扉を開けて中を覗のぞき込んだ。真っ先に感じられたのは、さっきから漂ってきてたソースの美味おいしそうな香りが一層濃厚になったこと。

　そして……。

「おっ、帰ってきたーっ！　やっほー！」

　中にいたのは、親しげにそんな声を掛けてくるエプロン姿の……えっ、誰？

「……えっ!?　なんでここに!?」

　後ろから、唯華の驚きの声。どうやら知り合いっぽいけど……んっ？

　よく見ると、なんか顔立ちが……。

「お姉、久しぶりーっ！　そしてお義兄にいさん、初めましてっ！　烏からす丸ま華か音のんでっす！」

　そう言いながら一礼する女の子は果たして唯華の妹、華音さんらしく。

「来ちゃった♡」

　イタズラっぽく微笑ほほえむ様は、確かに唯華によく似ていると思った。
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「……そういえば、妹さんのアカウントをまだ確認していませんでしたね」

　ＳＮＳ巡回中、ふと私はそのことを思い出しました。

　二学期からクラスメイトになる可能性もあるということで、どんな方か気になる、といったことを義ね姉えさんに先日お伝えしたところ。妹さんの承諾を得た上で、ＳＮＳアカウントのＩＤを送ってくれたのです。その後も雑談が続いたため、すっかり忘れていました。

　というわけで、早速義姉さんからのメッセージを開きます。

「ん……？　このＩＤ、見覚えがあるような……？」

　アカウント名ならともかくＩＤに覚えがあるとなれば、それなりに交流のある相手のはず。既に、ネットの海で出会いを果たしていたということですか。ふふっ、不思議な縁を感じますね。仲良くなれそうです。さて、相互のどなたが……。

「……は？」

　どこかワクワクした気持ちでＩＤを入力して妹さんのプロフィール画面を開いた私は、その瞬間に固まってしまいました。これは、見覚えがあるどころではありません……！

「この女が、義姉さんの妹……!?　……えっえっ？　ということは？　まさかまさか？　彼女がしょっちゅう書いている、『十年来の推し』というのは……ハッ!?　待ってください!?　この投稿……！　昨日見た時は、義姉さんたちと同じ方面に向かうとはなかなかの偶然ですねと思っただけでしたが……！　この女のこれまでの行動を考えれば……！　いけません、今すぐ兄さんにメッセージを送らねば！」

　兄さん！　その女は危険です！
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「お姉、会いたかったよーっ」

「たかだか数ヶ月離れてただけでしょ……それに、通話ではいつも話してるし」

「それでも寂しいっていう妹心を演じてるんじゃーんっ」

「演じてるんじゃん……」

　唯華に抱きついたかと思えばチュッと頬ほおにキスをして、そのままスリスリ頬を擦り寄せる華音さん。されるがままで、唯華は苦笑気味に笑っている。

　俺たちの旅には、妹が待ち受けていなければならないって決まりでもあるのか……？　なんて考えて、俺もちょっと苦笑気味だった。

「えーと……初めまして、華音さん。近この衛え秀しゆう一いちです」

　とりあえず名乗り返すと、華音さんは唯華から離れてクルッとこちらを向く。

「はいっ、よっろしくお願いしまーっす！」

「っとと……」

　それから今度は俺に抱きついてきて、その勢いに半歩よろめいてしまった。

　思わぬ行動にちょっと驚いている俺の頬にも、華音さんはチュッとキスをする。

「ちょちょ、華音!?　いきなり何してんの!?」

「何って……挨拶だけど？」

　顔を強こわ張ばらせる唯華に対して、華音さんはキョトンと不思議そうな表情だ。

「日本じゃそういう挨拶はしないから！　ほら、さっさと離れなさいっ！」

「えーっ？　お義兄さんはこういうの、イヤ？」

「ははっ……構わないよ。華音さんにとっては、こういう挨拶の方が自然なんだよね？」

「そーそーっ！　流石はお義兄さん、良いこと言うよねっ！」

「ぐむむ……！　そんなこと言って、ホントは秀くんも嬉うれしいんじゃないのっ……？」

「そりゃ、義妹いもうとに好意的に接されて悪い気はしないさ」

「そういう意味じゃなくてぇ……！　……あれっ？　っていうか秀くん、なんでナチュラルに華音の頭を撫なでてるの!?　ナチュラル過ぎて違和感に気付くの遅れたよ!?」

「っとと……そういや昔の一かず葉はもよくこんな風にくっついてきてたよなー、って思い出してたらつい……ごめんね、華音さん」

　完全に無意識に撫でてしまっていたらしく、慌てて手を離す。

　いくら義妹いもうととはいえ、いきなり頭を撫でるのは失礼が過ぎるよな……。

「全然、謝ることないよ？　むしろ、もっと撫でてくれるの希望っ！」

「ははっ、華音さんは甘えん坊さんなのかな？」

「ふふっ、そうなのーっ。それにそれに、ずっとお兄ちゃんがほしかったしっ」




　　　　♥　♥　♥




　あれっ、華音って私の妹だよね……!?

　なんか、秀くんとの方が本当の兄妹きようだいっぽくない……!?

　ちょっと私、どっちにも妬やいてるっていう複雑な心境なんだけど……！

「……んふっ」

　なんて思っていたら、私をチラリと見て華音はなぜかイタズラっぽい笑みを浮かべる。

　でも、すぐに秀くんの方に向き直った。

「想像してたよりずーっと格好良いねっ、お義兄さん♡　とっても私好みだなー。あっ、ちなみにちなみにっ。私は、好きになった人の顔が好みになるタイプでーすっ♡」

「……？　えーと、ありがとう。そう言ってもらえると嬉しいよ」

　確かに秀くんは格好良いけど……！　華音、なんでちょっと頬を染めてるの……!?

「ねねっ？　お義兄さんにとっての一番は、やっぱお姉だよねーっ？」

「そうだね」

　ん[image: ん゛]っ……！　ノータイムで頷うなずいてくれる秀くんの気持ちが嬉しい……！

　嬉しいけども、それはそうと……！

「私はねー、二人の邪魔をするつもりなんて少しもないのっ。だからね？　二番目でいい。二番目でいいから……」

　華音は、何の話をしてるの!?　あと、いつまで秀くんに抱きついてるつもり!?

「お義兄さん……二番目に、私のことも愛してくださいっ」

「ちょっと華音、何言ってるの!?　ていうか、いい加減離れなさいって！」

　流石に看過出来なくなって、華音を秀くんから引き離す。

「二番目に、か……」

　秀くんは、何やら噛かみしめるように華音の言葉を繰り返した。

「そうだね。華音さんとも、愛を育んでいければいいなって俺も思うよ」

　秀くんの言葉が、間違いなく『家族として』って意味なのはわかる。

　わかるけど……同時に。

　私には、もう一つわかることがあった。

「やたっ、嬉しいなーっ！　じゃあじゃあ、まずはその硬い呼び方を変えてほしいなっ」

「それじゃ、華音ちゃんって呼んでいいかな？」

　ねぇ、華音……なんで。

「ん……今は、それで良しとしておきますかっ」

　なんで、恋する乙女の顔してるの!?




　　　　◆　◆　◆




　私ことアカウント名『ワンリーフ』と、華音さん……アカウント名『親友カプ大好き侍』の間には、浅からぬ因縁があります。最初は、推しを同担していたことがきっかけで相互フォロワーとなりました。その頃には、とても良好な関係だったと言えましょう。推しについて一晩語り明かしたことだってありました。

　ですが……やがて、判明するのです。一点だけ……けれど、致命的なまでに。

　私たちの間には、到底埋められない深い溝があることを。

　あの女、親友カプ大好き侍は……。




　　　　♠　♠　♠




　──ヴヴヴヴッ

「ちょっと失礼」

　バイブ音が鳴ったんで、俺はスマホを取り出し確認する。

　すると、一葉からメッセージが来ていて……。

『兄さん、お気をつけください！　その女は、赤スパで推しに自分への愛のメッセージを要求するタイプのガチ恋勢です！　そして、兄さん最推し古参勢でもあることが判明しました！　あっ、でも最古参は勿もち論ろんこの私ですのでその点はお忘れなく！』

　……なんて？




　　　　♥　♥　♥

　　　　♥　♥　♥




　お昼は華音が用意してくれてたみたいで、それを食べることになった。

「やっぱ、海といえば焼きそばだよねーっ！　まぁ私、日本の海初めてだけどっ！」

　ということらしい。結果的に、私たちが想定してたメニューとも合っている。

「ん、凄すごく美味おいしいよ華音ちゃん」

「やたっ」

　秀くんの微笑みに返す嬉しそうな笑顔は、我が妹ながら可愛かわいい。

　普通の男の人なら、一発で惚ほれるまであると思う。

「好きな人に美味しいって言ってもらえるのが、一番の幸せだよねーっ？」

「うん？　うん、そうかもね」

　ただ、秀くんに動揺の気配は少しも見られなかった。

　華音の言葉も、やっぱり家族愛的な意味で取ってるんだと思う。

「ごちそうさま……ごめん、ちょっとトイレ行ってくるな」

　全員が食べ終えて手を合わせたタイミングで、秀くんが席を立つ。

「ちょいっ！　華音、ちょいちょいっ！」

　この隙にと、私は華音を小声で呼び寄せた。

「ねぇちょっと、さっきのどういうつもりなの……!?」

　尋ねるのは、勿論さっきの『二番目に愛して』発言について。秀くんには伝わってないけど、それが華音の『愛の告白』だったと私はちゃんと認識している。

「どうって……さっき言った通りだけど？」

　すると、華音は不思議そうにコテンと首を傾けた。

「でも、華音が秀くんのこと好きだなんておかしいよね……!?」

「なんで？」

「今日が初対面でしょ!?　華音、一ひと目め惚ぼれとかするタイプでもないよね!?」

「うん、一目惚れじゃないよ？　だって、ずっと前から好きだったもーん」

「それこそ話がおかしいでしょ！　会ってもない相手を……」

「でも、お姉からずっと『秀くん』の話を聞いてたから」

「どういうこと……!?」

「話を聞いてるうちにね？　いつの間にか私も、お義兄にいさんのこと好きになっちゃってたんだー。実際に会ってみて、やっぱりこの気持ちは本物だったって確信しちゃった♡」

「ウソでしょ、話を聞いてただけで好きになったってこと……!?　そんなことあるの……!?　顔もわからないんだよ……!?」

「あぁ、お姉はビジュアルがないと推せないタイプ？」

「なんて？」

「私、文字だけで全然イケる人だから。何なら、脳内のイメージと違う可能性を考慮するとイラストない方が良いまである」

　あぁ……一葉ちゃんと話してると時々なんか懐かしいような感覚になる気がして不思議に思ってたんだけど、思い出した……ウチの妹も、こういうこと言うんだった……最近あんまり出てなかったから忘れてた……。

「でさぁ。私、主人公にガチクソ感情移入するタイプでしょ？」

「知らんけど……」

「お姉が話す『秀くん』の話って、お姉視点の恋物語なわけじゃん？　だからお姉の話を聞いているうちに、お姉の恋心はいつの頃からか私の恋心にもなってたってわけ」

　つまり、私がこのモンスターを生み出してしまっていたというの……!?

　確かに、ずっと秀くんの話を聞いてもらってたけど……！

「そんでお姉、こっち戻って以来秀くんとあれしたこれしたって話ばっかするでしょ？」

「それについては申し訳なく……」

「や、全然楽しく聞いてるしそういう話じゃなくてさ。聞いてる間、ずっと思ってたの」

　と、なぜか目を輝かせる華音。

「私も『それ』、やりたいって！」

　その表情は無邪気なもので、悪びれた様子はない。

「次元の壁に阻まれてると、せいぜい赤スパにメッセージくれたらラッキーくらいしかないけどさ。フルダイブ型ＶＲゲーム『現実』が舞台なら、私も参加できる！」

「うん、まぁ、Ｖもゲームも付いてないただのＲだけどね……」

「えっ……？　……あっ。お姉はまだ、『真実』に『気付いて』なかったんだ……ごめん」

「ちょっと、なんか怖くなるからそういうのやめて!?　急に悲痛な表情で言われると、ワンチャンあるかもって思っちゃうでしょ!?」

「そんなわけで、来ちゃった♡」

　私の抗議は完全無視で、またイタズラっぽい笑みを浮かべる華音。

「話はわかったけど……」

　そして、経緯はともかくとして華音が本気なのもわかった。

　姉としては、妹の初恋？　を、無下にしたくないという気持ちもないではない。

　でも……。

「安心してよ、お姉」

　そんな私の複雑な思いを見抜いているのか、華音は笑みを深めた。

「私、ＮＴＲは食べないタイプだから」

「なんか一葉ちゃんも似たようなこと言ってた気がするけど、何なのそれ……」

「お義兄さんを取ったりするつもりはないってこと。勿論、『奥さん』の座はお姉で良いしそこに収まるつもりなんて少しもない。むしろ……」

「むしろ……？」

「ん、なんでも」

　なんだろ、やけに意味深だけど……。

「さっきも言った通り、私は二番目で良い……だけど私も、この恋を体感したいの。いいでしょ？　ホントの夫婦じゃないんだし」

「うーん……」

　実のとこ、こう言われると私の立場上拒絶もしづらいんだよねぇ……。

　他ならない私が、この結婚はあくまで表面上のものってスタンスなわけで……その建前を崩さないっていうなら、私が秀くんへのアプローチを禁ずる理由がなくなっちゃうというか……だって、『親友』が恋愛するのを奪う権利なんてあるわけないもんね……。

　少なくとも秀くんの前では、大っぴらに邪魔するわけにもいかない……よねぇ……。




　　　　♠　♠　♠




　食後、俺たちは華音ちゃんも交えて再びビーチに出ていた。

「ねねっ、お義兄さん！　一緒にビーチバレーして遊ぼーっ」

　華音ちゃんも水着に着替えて、今はビーチボール片手にもう片方の手で俺の腕を掻かき抱いだいている。白いビキニは唯華と同じくらい大胆なもので、にも拘かかわらずこの距離感なのは流石さすがというか……スキンシップがオープンだな……。

「ねぇ、華音？　流石に、その格好でその距離感はさぁ……！　ちょーっと、はしたないとか思わないのかなぁ……!?　ほら、女の子には慎みとか大事じゃない……!?」

「あははっ。お姉、お祖母ばあ様さまみたいなこと言うじゃーん」

「ぐむっ……！」

　過去にずっと否定してきた類の言葉を自分が口にしてしまったと思ったのか、唯華は呻うめいて閉口した様子だ。うーん……ここは俺が、一言注意しておくべきか。

「まぁでも華音ちゃん。男を相手にこういうのは、あんまり良くないかもしれないね。周囲にあらぬ誤解を与えたり、相手に変な勘違いされることもあるだろうし」

「ふふーん？　それってそれって？　お義兄さんも、変な勘違いしちゃうってことっ？」

「俺は勿論、義妹いもうと相手にそんなこと考えないけどさ」

「だったら、いいでしょっ♡」

「うーん……」

　そう言われると否定しづらいけど……さっきから、唯華の視線が痛い。

　まぁ、妹が恋人でもない男とこんな距離感だと心配になるよな……俺も、一葉がやってたら是が非でも止めるところだ。

「……だったら、私がやっても良いよね？」

「っ……!?」

　って……唯華までなぜ腕を絡めてくる!?

「秀くんは、変な勘違いなんてしないんだもんねー？」

「そ、そりゃ勿論……！」

　なぜかちょっと拗すねた様子の『親友』相手にも、そんなことは考えたりしない……けど！　いやあの、流石に肌が直で触れ合うこの距離はちょっと……！　というか、胸が……胸が、当たっているのですが……!?

「にひっ」

　華音ちゃんが、何やらニマッと笑う。

「お義兄さん、私の時と全然反応違うよねーっ？」

「そりゃ、義妹いもうと相手とは違うよ……」

[image: ]

　……待てよ？　よく考えたら、華音ちゃんはどこまで知ってるんだ……？　唯華が本当の事情を話してない可能性を考慮すると、ちゃんと『夫婦』を演じないとマズいんじゃないのか？　華音ちゃんも、俺のことを義兄だから……『そういうこと』を考えない相手だからこそこんなに大っぴらにスキンシップ取ってるんだろうし……。

　だとすれば、唯華相手に動揺した姿をあんまり見せるのもマズい……いや、どうなんだ？　『妻』相手に意識するのはむしろ自然なことなんじゃないのか……？　それとも、夫婦になってるのに今更こんなことで動揺するのはおかしい……？

　正解がわからん……！　と。

　結局どちらの腕にも抱きつかれたまま、悶もん々もんと考える俺なのだった。




　　　　♥　♥　♥




　おっひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?

　秀くんの腕が、私の胸に……！　ついつい華音に対抗しちゃったけど、ねぇこれもう裸で抱きついてるようなもんじゃない!?　でもでも、逞たくましい秀くんの腕を直接肌で感じられるのはちょっと好きかも……ドキドキするし恥ずかしくて今すぐ離れたい気持ちと、ずっとこうしてたいって気持ちがせめぎ合ってるよね……！

　……それに。華音が抱きついても全く動揺しなかった秀くんが、私が同じことしたらあからさまにドギマギした様子を見せてるっていうのは……正直、すっごく嬉うれしい！

　どうよ華音、これが一日の長ってやつ……んんっ？

「んふっ」

　華音、なぜか嬉しそうに笑ってるし……この程度じゃ牽けん制せいにもならないってこと……？




　　　　♥　♥　♥




　それから、私たちは華音の持ってきたビーチボールで遊ぶことにした……ん、だけど。

「お姉、行ったよーっ」

　ぷるんっ。

「はいはーい！　秀くん、行くよーっ！」

「……おぅ」

「わっ！　すっごいお義兄さん、ノールックで完璧なトスだ！　はい、お返しー！」

　ぷるんっ。

「っとと、際どいコース……！　……はい、唯華の方」

「……うん、ナイストス。秀くん、お返しー！」

「……あぁ、華音ちゃんいくよーっ」

「おっとと、今回はちょい遠い……！」

　ぷるるんっ……と。華音が飛び跳ねる度に、『揺れる』。

　私より華音の方がだいぶ『大きい』けど、今までそれを羨ましいとか思ったこともなかった。私は形で勝負する派だと思ってるし、言うて私もそんな小さいわけでもないし、肩こりキツーって華音いっつも言ってるし。

　だけど。

「はい、お姉！」

「はーい、っとと……秀くん！」

「……ほい、華音ちゃん」

「はいはーい、てかお義兄にいさんはノールック縛り的なのやってるの？」

　なんかさぁ……秀くんの目がさぁ……それに、釘くぎ付づけになってない……!?

　ビーチバレー始まってから、全然私の方を見てくれないんだけど！

　や、勿もち論ろん信じてはいるの。秀くんは、華音相手に変な気なんて起こさないって。それは、絶対に確実なこと。でも、それはそれとして……男の本能的な？　それは別腹的な？　でっかいものに憧れる、少年ハート的なのがあるんじゃないのー？　って。

　これだけ露骨だと、ちょーっと思っちゃうよねぇ……!?

「ちなみに、お義兄さんはさー」

　ポーンと華音が秀くんの方にボールをトスして、ぷるんっとまた揺れた。

「おっぱいは、おっきい方が好きー？　それとも、ちっさい方が好きかなー？」

「ごふっ!?」

「ちょっと華音、急に何の話してるの……！」

「おっぱいの話だよ？」

「そういうことじゃなくて……！　秀くんに変なこと聞かないのっ！」

　華音の質問に秀くんが咳せき込んでボールを落とし、私は華音を窘たしなめる……けど。

「えーっ？　でもでも、お姉も気になるんじゃないのーっ？」

「それは……その……」

　ぶっちゃけ、気になる話題ではあるよねぇ……！　今の状況だと、特に……！

「にひっ。お義兄さんお義兄さん、お姉も興味津々だってっ♡」

「そこまでは言ってない……！」

　だけど、それ以上は止めない私である……。

「ほらほら、ただの二択だよ？　サクッと答えて答えてっ？」

　華音に催促されて、秀くんはチラリとこちらを見てから観念したような表情になる。

「その……どちらかといえば、大きい方が好き……かなぁ、と存じます……」

「ふぅん？　へぇ？　秀くん、そうなんだぁ？」

　わかってた答えではあったのに、思わずちょっと棘とげのある声が出ちゃった。

「まぁ、知ってたけどねぇ？　だってさっきから、華音のおっぱいにしか興味なさそうだもんねぇ？　ずーっと華音ばっかり見てるもんねー？」

「うっそ、お義兄さんそうだったのっ？　やーらしいんだ～？　でもでも、お義兄さんにならガン見されてもオッケーですっ♡」

　華音が一瞬自分の胸元を腕で隠した後、胸を張った拍子にぷるるんっと揺れる。

　くっ……！　かつて覚えがない程の敗北感が……！

　でも、私の成長期だってまだギリ終わってない……はず！　今夜から豊胸マッサージを開始しよう！　そして、この旅行が終わったら専門家に弟子入りしよう！

「や、違っ！　そうじゃなくて！　大きければそれで良いわけでもないというか！　いや、そういう話でもなくて……！　華音ちゃんの方ばっか見てたのは、その……」

　……ふーん？　秀くん、どんな言い訳を披露してくれるのかなー？

「自覚ないかもだけど、唯華のだってかなり揺れてるからな!?」

「へ……？」

　思わぬ言葉に、今度はちょっと間の抜けた声が出ちゃった。

　えっ、と……つまりはそれって……。

「えーっ、なになに～？　それってそれって、もしかしてぇ？　お姉のおっぱいが、揺れるのがぁ？　エロ過ぎて見れなかった、ってこと……だったりっ？」

「……まぁ……はい」

「やっぱり、やーらしかったんだ～？」

「……まぁ……はい」

　えっ、なんだろう……急に恥ずかしくなってきたんだけど!?　なんか私、カラダを使って秀くんにアピールしてたみたいじゃない!?　いや、カラダを使ってアピール自体はこれまでにも散々やってるんだけども……！　今回はそんな意図なかったのに、想定外に秀くんに刺さってた……って、こと!?

「ていうかていうかー、私のことはやらしい目で見てくれないのー？」

「それはまぁ……義妹いもうとですので……」

「私のことも、やらしい目で見てほしいのになー？」

「あっ、勿論華音ちゃんは女性として凄すごく魅力的だよ？」

「うーん、とりあえず今回はその言葉で満足しといてあげますかっ」

　言葉通り満足げに頷うなずいた後、華音はスススッと秀くんに近づいていった。

「ちなみにちなみにー？　大きければいいわけじゃないんなら、お義兄さん的にはどれくらいがベストなの？　ほらほら、可愛かわいい義妹いもうとちゃんにだけ教えて教えてっ？」

　ニマニマ笑って茶ちや化かす華音に対して、秀くんは全てを諦めたような表情で……またチラリとこっちに目を向けた後、華音の耳元で何かを囁ささやく。

「ふんふん……それってつまり、具体的に数字とかカップでいうと？　えーっ？　なんでお義兄さんの好みの話なのに、そんな曖昧な感じなのー？　そうだなー……だったら、誰くらいのが良いかって回答でもいいよっ？　ふむふむ……にひっ」

　何を聞いたのか、華音は更に大きくニマーッと笑った。

「良かったねー、お姉！　お姉くらいのが一番好きだって！」

「ちょっと華音ちゃん、結局言っちゃうなら内緒話にした意味ないでしょ……!?」

　大声で報告してくる華音の口を慌てて塞ぐ秀くんだけど、今更もう遅い。

「ちょっ、ちょっと一旦待ってもらえる……!?」

　そう断って、私はクルリと秀くんたちに背を向けた。

　だってもう……！　ほっぺが緩みっぱなしだよぉ……！

「いや唯華、違、いやまぁ違うってわけでもないんだけど、あくまで好みの話で！　華音ちゃんの誘導尋問の結果だから！」

　言い訳？　する秀くんだけど、私くらいのが一番好きって話の補強にしかなってないよねぇ……んふっ。おっと、流石さすがにそろそろ振り向かないと。私が嫌がってるとか、秀くんに勘違いされちゃうかもだし……。

「別にそんな、慌てて言い訳しなくてもいいじゃない？」

　緩む頬ほおを、どうにか『イタズラっぽい笑み』に見えるよう制御しながら振り返る。

「それなら私、秀くんのためにこのバストサイズ維持してあげるしー？」

　そう……全力で維持しよう。大きくもせず。勿論、小さくもならないように。

「別に、唯華がそんなことしないで良いというか……必要ないというか……」

「ふふーん？　それってそれって？　お義兄さん的には、今のお姉から大きくなっても小さくなっても『それくらい』が好き……って、ことっ？」

「そういう意味では………………ある、かもしれないけど……」

「あっ、ちょっとくしゃみ出そうかもー」

　と、私はクルリともっかい後ろを向く。

　だって……だってさ……！　今の、秀くんの言葉って……！

「へぇ、そうなんだー？　それってそれってー」

「おっとそうだ！　ダイビング！　確かこの辺、ダイビングもできるって話だったよね！　今からいこうよ！　いやぁ、急にお魚と戯れたい気分になっちゃって！」

「ウェットスーツで大好きなお姉のおっぱいが隠れちゃうけど、いいのかにゃー？」

「ここぞとばかりに、めちゃめちゃイジってくるよね……!?」

「にひっ、ごめんね？　だって照れるお義兄さん、可愛いんだもんっ♡」

　そんなの……『好きな人のが、一番好き』みたいじゃない……！
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　色々ありつつも海で目一杯遊んだ俺たちは、夕方からは近くのお祭りに行くことになった。これは華音ちゃんの提案で、浴衣まで用意してくれていた。

　先に藍色の浴衣へと着替え終えた俺は、現在別荘の前で二人を待っているところだ。

「秀くん、お待たせー」

「お待たでーっす」

　二人の声に、振り返ると。

　まず、涼やかな青地に黄色い花柄が描かれた浴衣を着た唯華の姿が目に入って……そのまま、引き寄せられた。お見合いの席で再会した時にも思ったけど、唯華は普段着ないだけで和装も見事に着こなす。いつもの華やかな雰囲気が少しだけ抑えられ、代わりにいつも以上に大人びた印象だ。髪もアップに纏まとめられていて、チラリと覗のぞくうなじが……。

「お義兄さんお義兄さんっ。私の浴衣……どうかなっ？」

　クルリとその場で一回転する華音ちゃんの声で、ハッと我に返る。

　いかんいかん、完全に見み惚とれてた……。

「うん、とってもよく似合ってて可愛いよ」

「んふふっ、ありがとーっ」

　華音ちゃんの浴衣は、白地に青い花の柄。

　華音ちゃんの可愛さが引き立てられてて、よく似合ってると素直に思う。

「あーっと……唯華も、よく似合ってる」

「……そ、ありがと」

　それから唯華の浴衣姿も褒めると、返事はなんだか少し素っ気なく感じられた。なんか、ついでに褒めたみたいに思われたか？　……いや違う気がするな、これは怒ってるとか拗すねてるって表情じゃなくて……恥ずかしそう？　照れてる、ってことでいいのかな？

「……それじゃ、行こうか」

　とにもかくにも、コホンと咳せき払ばらいを挟んで歩き出す。

「はーいっ」

　と、華音ちゃんがまた腕に抱きついてきた。

「水着でオッケーだったんだし？　浴衣じゃ駄目なんてことはないよねーっ？」

　俺が何か言う前に、先んじてそう言って見上げてくる。

　うーん……確かにそう言われると否定しづらいな……やっぱり、海の時にもうちょっと強めに言っておくべきだったか……なんて、考えていたところ。

「……じゃ、私はこっちね」

「んおっ……!?」

　唯華まで俺の腕を取って、思わず驚きの声を上げてしまった。

　君は、華音ちゃんを止める立場だったのでは……!?

　……まぁでも、唯華も元々こういうイタズラするところはあるし。どうせ華音ちゃんを止められないなら、むしろ乗っかることで俺の気を華音ちゃんから逸そらそうって方向性に切り替えたのかもな。実際、唯華との距離感が気になって仕方ないし……。

　グイッと身体からだ全体で俺の腕を掻かき抱いだく華音ちゃんに比べれば、唯華はそっと腕だけ絡めて寄り添う感じで控えめではある。密着度は低いものの、今の清せい楚そな雰囲気にそれがマッチしてて……なんか、余計にドキドキしてしまう。

「華音、道ってこのまま真まっ直すぐで良いの？」

「そそっ。私、日本のお祭りって初めてだから楽しみーっ」

　……って、ちょっと待ってくれ。これ、このままお祭りまで行くの？

　えっ、このまま行くの!?　そんなの……。




「おぉ……両手に花だ……」

「こんな絵に描いたような両手に花って実在するんだね……」

「ウィキの『両手に花』のページに載せておくべき絵面だな」

「パワーストーンの広告の撮影じゃなくて……？」

　まぁ、こうなるに決まってるよなぁ……。

　着飾った二人はいつも以上に目立つし、そんな二人が一人の男の腕を抱いているとなると尚なお更さらだ。俺これ傍はたから見たら、姉妹を両方侍はべらせてるヤバい奴やつよな……。

「ねねねっ。お義兄にいさん、かき氷買おうよっ。私、ブルーハワイ食べてみたいのっ！」

　と、俺の腕を引く華音ちゃんに周囲を気にするような素振りはない。

「私は、イチゴにしよっと」

　反対側の唯華も同様だった。

　まぁこの美人姉妹が揃そろってたら尚更目立つだろうし、慣れっこってところか。

「秀くんは？」

　最初はちょっと居心地悪そうにしてた唯華だけど、この距離感にも慣れてきたようで間近から見上げてくる。未いまだに慣れないのは俺だけか……。

「……俺はやめとくよ」

　両腕が塞がってるこの状態じゃ持ちづらいからな……まぁ、今回かき氷を買わないのにはもう一つ理由もあるんだけど。

「はい、イチゴとブルーハワイねっ。毎度ありっ」

『ありがとうございまーす』

　一方、片腕が塞がっているにも拘かかわらず二人は器用にお金を取り出し屋台のおじさんからかき氷を受け取っている。

「んーっ、冷たくて美味おいしっ！　ブルーハワイって、こんな味なんだーっ！」

「華音、あんまり一気に食べると頭キーンってなっちゃうから気をつけなよ？」

「はーい」

　そして二人共、やっぱり俺の腕に抱きついたままでかき氷を食べ始めた。

　それ、食べづらくない……？

「お義兄さん、見て見てっ」

　腕をクイと引かれて目をやると、華音ちゃんはチロリと舌を出す。

「いひょ、かわっふぇふ？」

　……色、変わってる？　かな？

「うん、青くなってるね」

「にひっ」

　見たまま伝えると、華音ちゃんは嬉うれしそうに笑った。

「これ、やってみたかったんだーっ♪」

　と、ご満悦の様子だ。

　それを、微笑ほほえましく見ていると……。

「はいっ、お義兄さんもっ」

　青く染まった氷がたっぷり載ったスプーンストローが目の前に差し出され……今にもこぼれ落ちそうだったから、俺は半ば反射的に口に入れた。口の中に、ひんやりとした感覚と懐かしい甘ったるさが広がっていく。そういや、俺もかき氷なんて食べるの子供の頃以来な気がするな。

「ねねっ、お義兄さんも舌見せて見せてっ？」

　飲み込んだところで、華音ちゃんの要請に従って舌を出して見せる。

「わっ、ホントに青ーい！　こんな風になるんだーっ」

　華音ちゃんは目を見開き、おかしそうに破顔した。

　それを、今度はイタズラっぽいものに変化させ。

「おそろ、だねっ」

「ははっ、そうだね」

　青い舌を覗のぞかせる華音ちゃんに、微笑んで返す……と、反対側から視線を感じた。

「………………」

　見ると、唯華からジト目を向けられていた。うーむ……華音ちゃんは回し飲みとか気にしないタイプみたいだけど、確かにそこは俺の方で気遣うべきだったか……？

「私のは、あげないんだからねっ」

　べーっと出てきた舌の色は、イチゴシロップに染まっていつもより少し赤かった。




　それからしばらく、かき氷を食べる二人と歩いて……華音ちゃんが全部食べ終わる頃。

「……秀くん、やっぱり半分あげるね？」

　と、唯華がどこか気まずげにかき氷のカップを差し出してくる。

「ははっ、だと思った」

　俺がかき氷を買わなかったのは、この展開を読んでいたからっていうのもあったのだ。

　唯華が持つカップのストローに口を付けて、溶けかけのかき氷をずぞぞっと吸い上げる。ちょっとお行儀が悪いけど、両腕が塞がっているので仕方ない。

「唯華、昔っから冷たいの好きなのにあんま食べれないもんな」

「だって、身体が冷えてきちゃうんだもん……うぅ、ちょっと寒っ……」

「ほら、俺の巾着開けて。俺、手ぇ塞がってるから」

「うん？　……わっ、羽織り持ってきてくれてたんだっ？」

「お祭りに行くって時点で、十分に想定できた事態だったからな」

「さっすが、準備良いーっ！　ありがとねーっ！」

「……ん？」

　唯華が羽織りを取り出すのを眺めていたら、ふと視線を感じた。反対側を見ると、こっちを見ていたらしい華音ちゃんと目が合う。なぜだか、とても嬉しそうに笑っていた。

「お義兄さんはー？　お姉のことなら、何でもわかるんだねっ」

「流石さすがに、何でもはわからないけどね……」

　むしろ、毎日新しい一面を発見しているような気さえするよ。

　本当に、何でも……今、どんな気持ちで俺の腕を抱いているのかとか。

　全部わかったら、色々と悩むこともなくなるのかな。
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　かき氷を食べ終えた後も、三人で色々と屋台を回っていた中。

「花火、そろそろじゃないか？」

「あっ、ホントだ」

　秀くんの言葉に私もスマホで確認すると、もうすぐ花火が始まる時間だった。

「お義兄さんとお姉は先に行っといて？　私、もうちょい食べ物確保しときたいからっ」

　と、華音はあっさり秀くんの腕を放す。

「はいよー」

　それに、私は軽く頷うなずいて返すけど。

「一人で大丈夫？　俺たちも一緒に行った方がいいんじゃないかな？」

「もう、お義兄さんったらっ。私、迷子になるほど子供じゃないよーっ？」

「そっちもあるかもだけど……一人になると、ナンパとか凄すごそうだから」

　秀くんの懸念に、華音は目をパチクリと瞬かせた。それから、ここぞとばかりにニマーッと笑い……私は、もうその先の展開まで全部読めた気がする。

「ほっほーん？　それってそれってぇ？　お義兄さんはー、私のことをー？　凄くナンパされちゃうくらい、超可愛かわいいとか思っちゃってるってことっ？」

「そりゃそうでしょ、実際に凄く可愛いんだから」

「あ、おぅ……」

　秀くんが普通に返すと、華音はちょっとたじろいだ様子を見せた。

「こ、これが噂うわさの、無自覚のやつ……」

　私は、少し頬ほおを染めて呟つぶやく華音の肩にポンッと手を置いて優しく微笑む。

　ね？　効くでしょ？

　そんな思いを込めて。

　にしても、やっぱり私の予想通りの展開になったよねー。こちとら、伊だ達てに何度も食らってきてないってもんですよ。

「どういうこと……？」

　そんな私たちを見て、秀くんは眉根を寄せている。ホンっト、そういうとこだよっ？

「ままままっ。ご心配はありがとだけど、私もナンパ対策くらいは考えてますんでーっ」

「あっ……」

　華音は気を取り直した様子で、秀くんの返事を待つことなく人混みの中へと消えていく。そして見えなくなる直前、私に向けて一つウインクを残していった。

　これって……花火の間は二人きりにしてくれるってこと、だよね……？

　私の邪魔をしないっていうのも、嘘うそじゃないんだねぇ……。

「ホントに大丈夫かな……？」

　引き留めようとして間に合わなかったのか、中途半端に前に出た秀くんの手は宙ぶらりん。心配そうな目を、私に向けてくる。それに対して、私はジト目を返した。

「ねぇ……秀くんさ。なんか、全体的に華音に対して甘くない？」

「まぁ俺は妹に弱いとこあるから、ついつい甘やかしちゃってる可能性はあるかもな」

「私の妹なんだけど……」

「つまり、俺の妹でもあるわけだろ？」

「うん、まぁ……うん……」

　合っては、いるんだけどねぇ……秀くんの場合、ガチで血の繋つながった妹扱いしてる節があるよね。普通、会って一日目の義妹いもうとをそうは見み做なせなくない……？

「まぁ、本人の自主性を尊重するか……」

　とりあえず今回の件について、秀くんの中ではそう落ち着いたらしい。

「それで、花火どこで見る？」

　気持ちを切り替えた様子で、尋ねてくる。

「華音が、向こうにある神社が穴場かも？　って言ってたよ。私たちのとこに来る前に、この辺を下調べしてきたんだってさ」

「じゃ、そこだな。華音ちゃんもそこで見るつもりで言ったんだろうし」

　二人で歩き出して……凄く名残惜しい気持ちはありつつも、そろそろドキドキが限界を迎えそうだったから。そっと、秀くんの腕を放す……と。

「っ……!?」

　離れた直後に、秀くんがギュッと手を握ってくれて。

　思わず、変な声が出そうになっちゃった。

「……はぐれるとマズいから」

　前を向いたまま、秀くんはどこかぶっきらぼうに言う。

「ん……そうだねっ」

　それに答えて、私は秀くんの手をそっと握り返したのだった。
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「なぁ、ホントにこっちで合ってる？　どんどん人が少なくなってきてるような……」

「人が少ないからこそ穴場なんじゃない？」

「あぁ、まぁそりゃそうか……」

　そんな益体もない話をしながら、俺たちは気持ちいつもよりゆっくり歩いていた。

　芋洗い状態もとっくに脱して……もう、はぐれる心配はないだろう。

　それでも、俺たちは手を繋いだままだった。

　なんとなく放すタイミングを逃しただけで、深い意味なんてない……きっと。

「ここ、だよな？」

「うん、だと思う」

　程なく、少し寂れた神社に辿たどり着ついて……。

　──パンッ！　パパパンッ！

　折しも、そのタイミングで花火が打ち上がり始めた。

「わーっ、きれーっ！」

　夜空を見上げ、目を細めて歓声を上げる唯華。

　最初は俺も、同じ方向を見ていた。けど、ふとした瞬間に唯華に目を向けて……気付けば、花火に照らされるその横顔に見み惚とれてしまっていた。

「すっごい連続で上がるようになってきたねっ？」

「えっ？　あ、うん」

　こっちを向く唯華に、慌てて返事を取り繕って俺もまた空を見上げる。

「……これでようやく、あの時の約束を果たせた」

　俺だけが感じている謎の気まずさを誤ご魔ま化かすため、子供の頃の話を振ってみた。

「……覚えててくれたんだ」

　すると、唯華は少しだけ目を見開く。

「そりゃ勿もち論ろん。唯華、あんなに泣いてたし」

「そこは覚えててくれなくて良いんだけどぉ……!?」

　冗談めかして返すと、唯華はわざとらしく「ぐぬぬ」と唸うなった。

「あからさまに風邪引いてんのに、お祭り行くんだーって聞かなかったよなー」

「だって花火、すっごく楽しみにしてたんだもん……！　……でもさ。だからってあの時、秀くんまでお祭り行くの中止にしなくても良かったのに。秀くんだって、凄く楽しみにしてたでしょ？　家の人と行くとか……」

「ゆーくんと一緒じゃないと、意味ないから」

　あの時と同じ言葉を返す。そして俺たちは、来年必ず一緒に行こうって約束して……それが果たされる前に、別れが訪れた。

「今度こそ」

「……うん」

　言葉少なに、二人並んで花火を見上げる。

　結局、花火が終わるまで俺たちの手はずっと繋がれたままで……それは、子供の頃の話をしたためにあの頃の感覚に戻っていたから。

　そういうことに、しておこうと思う。
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「やーっ、ごめんごめん！　色々目移りして食べ歩きしてたら、いつの間にか花火終わる時間になっちゃっててっ！　あはっ、どんだけ食い意地張ってんだって話だよねーっ！」

　花火終了直後に神社に現れた華音ちゃんが、はにかんで頬を掻かく。

「迷子になってたわけじゃないなら良かったよ」

「だからー、そんな子供じゃないってばーっ」

「ははっ、ごめんごめん。ナンパも、大丈夫だった？」

「うんっ、二人と別れてすぐにこれ買ったからっ」

　と、華音ちゃんは頭の横に付けているキツネのお面をピンと指で弾はじく。なるほど、確かにあれを被かぶってたらナンパ除よけになるか……でも華音ちゃんの場合スタイルも凄く良いから、お面被ってても声掛けられそうだけど……。

「それじゃ、帰ろ帰ろっ！」

　話はそれで終わりとばかりに、また腕に抱きついてくる華音ちゃん。

　どうも、この子はこの距離感がデフォっぽいな……。

「そうだね、慣れない下げ駄たで疲れちゃったし」

　唯華もやっぱり説得を諦めたのか、もう何も言わないみたいだ。

　そして、今度は俺の腕を取る様子もない。

「……ふーん？」

　そんな姉を見て、華音ちゃんはなぜかニンマリと笑う。

「どうかした……？」

「ん、なーんでもっ」

　聞いても、そうはぐらかされるだけだった。

「ところでお姉、下駄の鼻緒が切れそうで危ないよー？」

「えっ……？」

　何気ない調子で言いながら俺から離れた華音ちゃんが、唯華の隣にしゃがんで下駄の鼻緒を摘つまんで軽く引っ張る……と、ブチッと実際にそこが切れた。

「あちゃ……ごっめん、トドメ刺しちゃったみたい」

「や、歩いてる時に切れてたら危なかったからむしろありがたいけど……」

　いかにもやらかしちゃったという顔で謝る華音ちゃんに、そうフォローするも。

「……直し方わかる人、いる？」

　ちょっと途方に暮れた感じで、唯華が自分の足元を指した。

「お義兄さん、出番だ出番っ！　よくある、さっと応急処置するやーつ！」

「確かに時代劇とかでよく見るけど、やり方を知ってるわけじゃないんだよねぇ……」

　というか、唯華が知らない時点でたぶんこの中の誰も知らないと思う。

「仕方ない……ほら」

「えっ……？」

　唯華に背中を向けてしゃがむと、唯華はなぜかちょっと呆ほうけた声を上げた。

「やっ、そんなそんな！　悪いからいいよ！」

　それから、パタパタと勢いよく手を横に振る。

「今更、こんなので遠慮するような仲でもないだろ？」

「それは……でも……ほら、ケンケンで帰るから大丈夫だし！」

「普通に無理だろ……」

　ていうか、おんぶくらいで何をそんなに躊ちゆう躇ちよしてるんだ……？

「いいじゃんお姉、おぶってもらいなよーっ」

「ちょちょっ、この状態で押さないで……!?」

　華音ちゃんに背中を押された唯華が、片足跳びで近づいてきた後に半ば転ぶような形で俺の背におぶさってきて………………んんっ!?

　い、いや、気のせいだ……今は、唯華の安全が最優先……！

「それじゃ、立つぞ」

「う、うん……」

　妙に……そう、必要以上に恥ずかしがっているように思える唯華が小さく頷うなずくのを確認してから、立ち上がる。そして、華音ちゃんを伴って歩き始めた。華音ちゃんも流石さすがにこの状況じゃ腕に抱きついてくるようなこともなく、普通に俺の隣を歩いている。

「……秀くんの背中、凄すごくおっきくなったよね」
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「子供の頃に比べりゃ、そりゃな」

　そういや昔も、唯華……ゆーくんを、こんな風によく背負ってたなぁ……と思い出す。ゆーくん、無む茶ちやをしがちで足を怪け我がするのとかしょっちゅうだったから。子供の頃は唯華の方が背も高くて、ぶっちゃけ背負うのに苦労したもんだけど。

「秀くん、大丈夫？　私、重くない？」

「全然。むしろ、子供の頃より軽くなったんじゃないか？　ちゃんと食べてる？」

「ふふっ、それは秀くんが一番よく知ってるでしょ」

「確かにな」

　強がりでも何でもなく、今は背負うのに何の苦もなかった。

　それが、なんだか少し誇らしい。

「でも秀くん、結構汗かいちゃってない？　やっぱり重いんじゃないの？」

「それは別の理由で……てか、汗臭いよな？　それはごめん」

「んーん、全然臭くなんてないよ。むしろ……良い匂い、かも」

「流石にそんなことはないだろ……」

「ホントなのになー？」

　なんて雑談しているうちに、気も紛れてきたところで。

「そういえばさー」

　なぜかニコニコ笑って俺たちのやり取りを眺めていた華音ちゃんが、ふとした調子でそんな風に切り出す。続いて、口を開き……。

「今のお姉って、下着つけてないんだよねー」

「ごふっ!?」

「ちょっと華音なんで今その話するの!?」

　華音ちゃんの言葉に、俺は咳せき込み唯華は悲鳴に近い声を上げた。

　そして俺は……やっぱり、と思う。背中に当たる感触が、妙に柔らかすぎるというか……せっかく落ち着き始めていた心臓の鼓動が、グングンと速まっていくのを自覚する。

「ち、違うの！　華音が、私の持ってきてる下着だと浴衣のシルエットがちょっと崩れるかもって言うから……！　それに、堂々としてればバレないって……！　それで……！」

「秀くんには一番綺き麗れいなとこ見てもらいたいから、ってね？」

「華音それは言わなくていいやつ！」

「そ、そうなんだ……」

　その場面を想像……しかけて、慌てて脳内から打ち消した。

「ま、まぁ、下着つけてないからなんだって話だけどなっ」

「んんっ、そうだよねっ。それくらい、何でもないよねっ」

　白々しい会話を交わすも、ちょっと声が裏返り気味の俺たちである。

「んふっ」

　そんな俺たちを見て、華音ちゃんは嬉うれしそうに笑っている。

　イタズラ成功、ってところかな……？
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　途中から開き直って、秀しゆうくんの背中を堪能……もとい、背中越しに楽しくおしゃべりしながら別荘に戻って。私たちは、今日も……今日は華か音のんも伴って、例の温泉に向かう。

　雑談しながら歩く中で、ふと。

「あれ？　てかお姉さ、それバスタオルしかタオル持ってなくない？」

「えっ……？」

　華音に言われて手元のお風呂セットを確認すると……確かに。お風呂内で使う用のフェイスタオルが見当たらなかった。

「うわホントだ」

「ははっ……唯ゆい華か、意外とそういうとこあるよな」

「むぅ……」

　確かに私は割とケアレスミスをしがちなので、否定できなかった。

「じゃ、ちょっと取ってくるねー」

「ほいほい、先入って待ってるよーん」

　華音とそんなやり取りを交わしてから、私は一旦別荘に戻るのだった。

　うーん……でも、確かにフェイスタオルも入れたような気がするんだけどなぁ……？　気付かないうちに、どっかで落としちゃったのかなぁ……？
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　なんて一幕もありつつ、しばらく後。

　温泉に浸つかってリラックスしていた俺の耳に、ガラッと脱衣所の扉が開く音が届いた。続いて、誰かが入ってくる気配……あれっ、貸し切りなんじゃなかったっけ？　あぁでも、今日は唯華に確認取ってないな……予約してなかったのか。まぁ、別に他に人がいても問題ないけど。昨日みたいに唯華と堂々と話せなくなるのは、少し残念かな。

　洗い場から聞こえるシャワーの音を聞くともなしに聞きながら、ぼんやり景色と温泉を堪能することしばらく。一通り洗い終えたのか、ペタペタと足音が近づいてきて……。

「華音ー、お待たせー……んっ？　あれ……？　なんかシルエットが……？」

　………………は？

　えっ、いや、この声って……。

「唯華!?」

「はぇ……？」

　叫びながら思わず振り返ると、ちょうど湯煙の向こうから姿を現した唯華と目が合った。手にしたタオルで辛うじて大事な部分は隠れているものの、本当に辛うじてって感じで今にも……って、見るなっての俺！

　半ば以上反射的に自分の下半身に目を向け直すけど、角度的に唯華からは見えてないはず……！　見えていないと良いですね……！

「秀くん!?」

　今度は、唯華の叫び声が露天風呂にこだまする。

「ちょっ、なんで女湯に……!?　あっいや確かに混浴でも良いとは言ったけど流石に事前に言っといていただかないと私としても心の準備がっていうか今は華音もいるわけであれもしかして今まで華音と二人きりでお風呂に……!?」

「待て待て待て！」

　早口で捲まくし立たてる唯華だけど、俺にも言い分はあった。

「いや俺、確かに男湯って書いてあるの確かめてから入ったぞ!?　日によって男湯と女湯が入れ替わる方式なんだなって！　華音ちゃんも向こう入ってったし！」

「うっそ、そんなシステムだっけ……!?　じゃあ私、なんか無意識に昨日と同じ方に来ちゃったとかそういうこと……!?　確かに考え事はしてたけど……！」

　信じられないって声の唯華だけど、これに関しては俺の記憶が正しいと断言出来る。

「ご、ごめんなさーい！」

　背後の気配が、爆速で遠ざかっていく。

　程なく、脱衣所の扉が再び開閉する音がどこか虚むなしく響いたのだった。




　それから、もうしばらく経たって。

　なんとも言えない気持ちで湯に浸かっていると、今度は女湯の方から扉の開閉する音が聞こえてきた。たぶん、唯華が入ってきたんだろう。

「いやー、お姉さー。まさかのベタなやらかしだよねー」

　どうやら、先の騒動は華音ちゃんにも伝わってしまっていたらしい。

　まぁ俺ら、めちゃくちゃ大声で叫んでたしな……。

「うぅ……もうお嫁に行けない……」

「むしろもうお嫁に行ってない？」

「それは確かに……じゃあ問題ないかも……」

　唯華は、未いまだ混乱状態にあるようだ。

「ねねっ……お義兄さんの、どんなだったっ？」

「そんなの見たわけないでしょ!?」

「あれれー？　お姉ったら、なんでそんな赤くなってんのかなー？　お義兄にいさんはどんなシャンプー使ってるのかな、って聞いただけなのにー」

「……それは私と同じメーカーのメンズ用のやつだけど」

「おっ、さっすがー。お姉も、お義兄さんのことなら何でも知ってるねー？」

「流石さすがに、何でもは知らないけどね……」

「お義兄さんのアレが、どれくらいかとか？」

「……どれのこと？」

「マラ」

「だから知るわけないでしょって！」

「マラソンのタイムを聞こうとしただけなのに、なーんかまた変な勘違いしちゃってなーい？　お姉って、結構ムッツリだよねー」

「……そんなことないし。あと、フルなら三時間二九分三八秒が秀くんの最高タイム」

「うっわ、マジでタイム正確に把握してんのは普通に引くわ。カレのことなら、なんだって知っておきたいの♡　ってか？　なーんかそれって重くなーい？」

「たまたま覚えてただけだし……私は重さとは無縁の女だし……」

　そんな会話が聞こえてくる。

　姉妹、仲良いなぁ……って感想で、合ってるんだよな……？

「さって……それじゃ私はもう上がるから。後は二人でごゆっくりー」

「今二人にはしないでほしいんだけど……!?」

「そんなこと言っても、私もうのぼせそうだもーん」

　唯華とほとんど入れ替わりで、華音ちゃんは出て行ったみたいだ。

　俺も上がろうかな……でも、今の唯華を置いてくのもなんか不安な気がするな……。

「あの……秀くん」

　なんて俺が迷っている間に、女湯の方から遠慮がちな唯華の声。

　昨日より、少し遠くから聞こえるような気がする。

「ホントごめんね……確かに、そっちに男湯って暖簾のれん掛かってた……」

「だよな……ま、まぁでも、済んだことだしあんま気にすんなよ」

「うん……」

　そう返ってくるけれど、やっぱり声にはまだちょっと元気がなかった。

「あの、でもねっ！」

　かと思えば、一気に声量が上がる。

「秀くんの、ホントに見てないからねっ！」

「う、うん……」

　そうだね、その確認は大切だね……大切かなぁ？

「それで……」

　唯華は、言いにくそうにそう続ける。

「秀くんの方は……見ちゃっ、た……？」

「い、いや、見てないよ！　タオルで全部ちゃんと隠れてたしすぐ目ぇ逸そらしたから！　全然見てない！　見るわけないだろ!?」

　実際に見てはいないわけだけど、我ながら必死すぎて逆に怪しいなこれ……!?

「……秀くんはさ」

　やはりというか、唯華の声はさっきより落ち込んでいるように聞こえた。そうだよな、いくら親友相手とはいえこの歳としで男に見られるのは流石に……。

「見たいとか、ちょっとは思わないの……？　その……私の、を……」

　んんっ、そっちかぁ……!?　確かに、「見るわけない」とまで言っちゃうと唯華に女性としての魅力がないみたいだもんなぁ……！

　……いやでも、これどう答えるのが正解なんだ!?　見たいって言って平気なの!?

「見たい……と、思って……ます……ちょっとは……」

　悩んだ末、恐る恐るそう返す。いやまぁ、本音を言うならば『ちょっとは』ってこともないんだけども……流石にそれを言うのはちょっと……。

「ふふっ、そっか」

　果たして正解だったのかはわからないけど、声には少し元気が戻ったように聞こえた。

「あのね？　今回は突然だったからビックリしちゃったけど、前もって言ってくれれば……混浴だって、ホントに良いんだからねっ？」

　というか、戻りすぎたかもしれない。

「はい……その件につきましては、検討の上でいずれご回答させていただければと……」

　だから、どう答えるのが正解なんだよこれ……!?
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　その後は、特に何事もなく平和に時は過ぎていき。別荘に戻ってから三人で雑談していたらいつの間にか結構遅い時間になってたんで、今日はもう解散という運びとなった。

「……くぁ」

　ベッドに寝転がると、途端に眠気に襲われる。

　今日も朝から色々あったもんな……うん、特に今日はホント色々あった……。

　──コンコンコン

　もう少しで眠りに落ちようかというところで、部屋のドアがノックされた。

「はーい、どうぞー……？」

　唯華から何か連絡事項でもあるのかと、俺は顔だけ少し起こしながら返事する。

「おっじゃまっしまーっす」

　すると、入ってきたのは華音ちゃん。

「どうしたの……？」

「あっ、起き上がらなくていいよーっ」

　身体からだを起こそうとしたけど、ススッと寄ってきた華音ちゃんに肩を押おし留とどめられた。

「このままの方が、都合いいから」

「……？」

　意味も意図もわからず、俺は眉根を寄せる。

「お義兄さん」

　なぜか、俺の上に跨またがってくる華音ちゃん。浴衣の裾がめくれて顕あらわになった太ももを見ないよう目を逸らし、華音ちゃんの顔の方に視線を向ける……と。

　なんだろう、さっきまでとちょっと雰囲気が違うような……？

「夜よ這ばい、来ちゃった♡」

「えっ……？」

　冗談……ってことで、いいんだよな……？　当たり前だけど……。

「ねっ……最初に私が言ったこと、覚えてくれてる？」

「最初……って」

　思い当たる印象的な言葉と言えば、これかな？

「二番目に愛してほしい、ってやつ？」

「うん」

　正解だったらしく、華音ちゃんはニコリと微笑ほほえむ。

「だから……愛してもらいに、来たよ」

　今度も意図を測りかねて、俺は再び眉根を寄せることになった。

　そんな俺の上で、華音ちゃんは浴衣の胸元を大きく開く。そこに目をやらないよう、俺は華音ちゃんの目を真まっ直すぐ見つめた。

「お姉とは『こういうの』、してないんでしょ？」

　流石に、その言葉の意味がわからない程に俺も純情じゃない。

　けど、確信を持った様子でそんな風に言うってことは……。

「私、知ってるよ。お義兄さんとお姉が、ホントの夫婦じゃないってこと」

「そう……なんだ」

　唯華も、華音ちゃんには話してるってことだよな。

「だから、お義兄さんはお姉に手を出したりはしないんでしょ？」

「それは勿もち論ろん」

　だって俺たちの本当の関係は『親友』であり、男女のそれじゃないんだから。

「でも、お義兄さんもオトコなんだしさ。色々溜まっちゃうとこもあるんじゃない？」

「別に、そんなことは……」

　ない、と断言出来ないのが本音ではある。

　特に今日は、なんか唯華とのそういうトラブルが多かったし……。

「それ……私で、発散しちゃおっ？」

「えっ……？」

「ムラムラした時に抱いてくれるだけでいいよ？　お義兄さんの立場じゃ、大っぴらに浮気なんてできないでしょ？　その点でも、私なら一緒にいても不自然じゃない」
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　それは、つまり……。

「お姉さんの代わりに、君が犠牲になると……？」

「へ……？」

　尋ねると、華音ちゃんはいかにも意外そうに目を瞬かせた。

「ふふっ……お義兄さんは、ちょっと自己評価が低すぎるよねー？」

　次いで、おかしそうに破顔する。

「私がしたいから、言ってるんだよ？　他ならない、お義兄さんと」

　至近距離で真っ直ぐ俺の目を見ながら……その表情が、徐々に真剣味を帯びてきた。

「私、お義兄さんのことが好きだから。あっ、勿論ＬＩＫＥじゃなくてＬＯＶＥね」

　出会った直後にも、そういうのを匂わせるようなことを言われた。あの時はただの冗談だと流したけど、この目は……まさか、本気……って、ことなのか……？

「呼んでくれれば、いつでも来るよ。お義兄さんのしたいこと、なんでもしてあげる。そんな『都合の良い女』で私はいいから」

　本気で、こんなことを言っていると……？

「一番は、お姉で良いから」

　ゆっくりと、その顔が近づいてくる。

「二番目で良いから……お願い、私のことも愛しむぐっ」

　言葉の途中で、俺はそっと華音ちゃんの唇に手の平を押し当てた。

「ごめん、ちょっとまだ状況が上手うまく飲み込めてないんだけど……」

　華音ちゃんが本気だろうと他に意図があろうと、一つだけ言えること。

「それに応えることは、出来ないよ」

「……どうして？」

　少し顔を離した華音ちゃんが、小さく首を傾ける。

「お姉とはホントの夫婦じゃないんだから、私とそうなっても問題ないでしょ？」

「唯華を裏切るような真似まねはしないって、自分に誓ってるんだ。たとえ夫婦って関係が、表面上だけのものだろうとね」

「そのお姉から、ちゃんと許可も取ってきてるんだけど？」

「だとしても、変わることは何もないよ」

「私のこと魅力的だって、可愛かわいいって言ってくれたよね？　それでも……ダメなの？」

「そうだね……それだけじゃ、ダメなんだと思う」

「……そっか、わかった」

　コクンと一つ頷うなずいて、華音ちゃんは俺の上からどいてベッドを降りた。

「そんじゃお義兄にいさん、おっやすみーっ。良い夢見ろよっ？」

　ニッコリ笑ってあっさり部屋を出ていく様は、さっきまで俺に迫っていたのとはまるで別人のようだ。パタン、と扉が閉まって……しばらく。

「……結局、何だったんだ？」

　俺の呟つぶやきは、夜の静かな空気に溶けていくのみ。

　勿論、答えはどこからも返ってこなかった。
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「……ふぅ」

　お義兄さんの部屋の扉を閉めて、私はそこに背中を預けて小さく息を吐いた。

「駄目だったかー」

　本気を、真っ直ぐ全部全部ぶつけたのに。

　本音を、恥ずかしいトコまで晒さらしたのに。

　本当に……本当に、心から大好きなのに。

「そっかー……そっかー」

　私は、お義兄さんの部屋を訪れる直前のことを思い出していた。




「お姉。今からお義兄さんのとこに夜這いに行こうと思うんだけど、いーい？」

「うぅん……？」

　ベッドに寝転がってもう半分眠りに落ちている様子のお姉は、返事なのか疑問なのか判断に迷うような声を上げた。

「夜這いだよ、夜這い。お義兄さんを誘惑しに行くわけ」

「好きにすればぁ……？」

　あれ、これはなんか意外な反応だな……。

　海やお祭りの時の様子から、もっと激烈に反応するかと思ってたのに……。

「いいの？　本気で行っちゃうからね？　お義兄さんの初めて、貰もらっちゃうよ？　あっ、お姉とシてないからって初めてとは限らないかー」

「だから、好きにすれば良いってぇ……」

　挑発的な物言いにも、反応は変わらない。

　お姉なら、私がこういう時に本気で実行することはわかっているはず。

　なら、お姉も本気で言ってる……？

「どうせ無駄だからぁ……」

　……なるほど。

「お義兄さんのこと、信じてるんだ？」

「そりゃそうでしょー……」

　その言葉を最後に、お姉は眠りに落ちたみたい。

　本当に、何の心配もないとばかりに安らかな寝顔。

「ふーん……？」

　それじゃ、試してみるからね？

　オトコなんて、結局は下半身で物事を判断しちゃうんじゃないのー？

　そうなっても、私としては目的達成だけどね？




　なんて、思ってたんだけど。

「そっかー」

　結局、お姉の言った通りになって。

　お義兄さんは、誘惑に負けるどころか少しも揺るがなくて。

　私の魅力なんて、全然通じなくて。

　私の気持ちなんて、全然通じなくて。

　私のお願いなんて……全然、通じなくて。

　それは……そんなのは。

　私は、両手を自分の頬ほおに当てて……。

「うひひっ、解釈一致！」

　めっちゃ気持ち悪い笑みを浮かべながら、くねくねと変な動きをしていた。

「そうそう、それでこそだよね！」

　ポッと出の女相手なんかじゃ揺るがない幼おさな馴な染じみの絆きずな、いただきました！　大好物です！

　いやぁ、にしても思った以上に全然揺るがなかったよねー。

　正直、多少の迷いや動揺くらいは引き出せるかと思ってたんだけど。

「……うん？」

　ふと、浴衣の帯に挟んどいたスマホの通知ランプが点滅していることに気付いた。確認すると、なんかやたら大量のメッセージが来てるみたい。

「ふはっ、ワンリーフちゃんからの鬼メッセじゃん」

　どうやら私がお姉の妹であることと、こっちに来てるってことまで気付いたみたいだね。たぶん、私がどういう意図で来たのかについても予想が付いてるんだと思う。ワンリーフちゃんなら、私の性癖についてよーく知ってるもんねー？

『兄さんと義ね姉えさんの元にいるのですか？』

『公式凸はギルティーです』

『何を企たくらんでいるのですか』

『余計なことをすれば許しませんよ』

『推しにお触り厳禁』

　云うん々ぬん、大量にメッセージが残っていて……。

『ＤＭ　みろ』

　最後にこのメッセージが来たとこで、ようやく止まったみたい。どうも、私が二人の仲を邪魔するんじゃないかって思ってるみたいだね。まぁその心配も、半分当たりではあるかな。私はお義兄さんとの関係を望んでいて、それはワンリーフちゃん的に解釈違いだから。純愛からハーレム展開になるのも、私的には全然アリだと思うんだけどなー。

　ただ……ワンリーフちゃんは、一つ誤解している。

　私は、推しから愛してもらいたいガチ恋勢……というだけではない。

　さってと。それじゃ、『仕込み』も終わったところで……。
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　カチャ……パタン。

　部屋のドアが開閉する音に、意識が浮上する。さっきの件について考えているうちに、ウトウトしちゃってたみたいだな……ていうか、また華音ちゃんが来たのか……。

「んぅ……」

　華音ちゃんはよく聞き取れないことを言いながら、俺のベッドに真まっ直すぐ向かってきて……今度は、布団の中に潜り込んできた。

「あのね華音ちゃん、何度来ても……」

「秀くん……？」

　………………んんっ!?

「えっ、唯華……!?」

　華音ちゃんだって決めつけてたけど、よく見なくても唯華だこれ!?

「秀くぅん……」

「ちょっ、唯華……!?」

　薄く目を開け婉えん然ぜんと微笑ほほえむ唯華が、布団の中をもぞもぞ動いて俺の上に伸のし掛かかってきた。更に抱だき竦すくめられて、フワリとシャンプーの香りが……いやなにこれ!?

　ま、まさか、今度は……唯華が夜よ這ばい……!?　ってこと!?

　なに、烏からす丸ま家ってなんかそういう風習とかあんの!?

　いずれにせよ、俺はこれにどう対応すれば……えっ、いいの!?　待て待て、いいのって何だ俺!?　俺と唯華はそういうんじゃないんだって！　あくまで『親友』で、いやでも唯華がそれを望むなら応えるべきか……んんっ、その考えもちょっとおかしいよな!?

　だって俺は、唯華のことを……！

　……だって俺は、唯華のことを。




　なら、いいのか？




　唯華さえ、本当にそう望んでくれているのなら。

　半ば無意識に、唯華に手を伸ばす。

　そっと、抱きしめ返……そうと、したところで。

「……すぅ」

　唯華が、眠りに落ちた。

「………………ははっ、ですよねー」

　中途半端に伸びた自分の手が、実に滑稽に映る。

　なんのことはない、寝ぼけた唯華が部屋を間違えただけ。一番に考えるべき可能性であり、以前にも似たようなことのあったトラブルであり、当然すぐに気付くべき原因。

　先に華音ちゃんが来てなきゃ、こんな馬鹿な勘違いすることもなかったろうに……。

「……ははっ」

　俺はもう一度、自嘲の笑みを漏らして。

　いーや、それはそれとしてこれどうしようなぁ!?　と頭を抱えるのだった。




　　　　♥　♥　♥
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「んぅ……」

　目覚めは、いつもより少しだけまどろみが強い。

　ゆっくりと目を開けていく……と、目の前に秀くんの顔があった。

　あぁ、まだ夢の中かぁ……なら、ちょっとくらい眺めてても良いよねぇ……。

　見慣れた、だけどいつまでも見飽きることなんてない顔。消えてしまわないよう、そっと頬に触れる。少しだけ汗ばんだ、しっとりした触感。ちょっと手を滑らせて、唇へ。流石さすがに化粧水塗る時も触るのは遠慮してたんだけど、夢だからぷにぷにって触っちゃう。

　うわぁ、凄すごくリアルだなぁ。ふふっ、本物の秀くんの唇もこんな感じなのかな？　せっかくだし、キスの予行練習とか………………ちょっと待って流石にこれリアル過ぎない？

　それに、さっきから黙ってされるがままの秀くんだけどずっとこっちを見てて……。

「……おはよう、唯華」

　瞬間、私は悟った。

　あっ、さてはこれ夢じゃねぇな？
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「………………ごめん、完全に寝ね惚ぼけてた」

「……知ってる」

　めちゃくちゃ気まずそうな唯華に対して、俺もだいぶ気まずい思いで返す。

　流石にこの状態じゃ寝れんだろうと思った昨晩だったけど、疲労の方が勝ったようでいつの間にか眠りに落ちていた。それでも俺の方が先に目覚め、ホールドが解除されていないことを確認してとりあえず唯華をぼーっと眺めてからの現在に至る。

「ここ、秀くんの部屋……だよね……？」

「一応……」

　何が『一応』なのかは、俺にもよくわからない。

「私、寝惚けて部屋間違えちゃった……？」

「たぶん……」

「……ごめんね？」

「や、別に良いんだけど……」

　良いんだけど、そろそろどいてはほしいかなー……という気持ちが通じたのかは定かじゃないけど、唯華はそっと布団を出てベッドを降りる。

「それじゃ私一旦自分の部屋に戻るからちょっとしたら朝ごはんにしよっ」

「……了解」

　早口で言い残して、唯華はそそくさと部屋を出ていったのだった。




　　　　◆　◆　◆




「うぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！」

　部屋に戻ってきたかと思えば、お姉は枕に顔を埋うずめて足をバタバタさせ始めた。

「おはよ、お姉。何してんの？」

「脳内反省会……！」

「てかさ。夜中にふらーっと出てったかと思えば、結局今の今まで戻ってきてなかったみたいだけど……どこで何してたわけ？」

「うぅ……！」

　私の問いに、お姉は耳まで真っ赤になった顔をほんの少しだけ上げる。

「秀くんと……」

「お義兄にいさんと？」

「ねっ……寝てた……！」

「へぇ、朝チュンじゃん。お赤飯炊く？」

「そういう意味じゃないんだけどぉ……！　ないんだけどぉ……！」

　お姉は、また枕に顔を埋めてバタバタし始めた。

　一体、どういうことなんだろう……とは、思わない。

　なぜならば、犯人は私だからである。

　夜中にトイレに起きたお姉を部屋の外で待ち構えて、寝惚けたお姉に「そっちはお義兄さんの部屋だよ。私たちの部屋はこっち」って囁ささやいてお義兄さんの部屋に誘導したのだ。

　ついでに言えば、言葉巧みにお姉を操り下着を外させた上でこっそり仕込んだカッターで鼻緒を切ったのも私だし、温泉行く直前にお姉のタオルをこっそり抜いといて途中で戻らせ、男女の暖簾のれんを入れ替えたのも私である。勿もち論ろんお姉が男湯から出てくる前にもっかい暖簾戻したのも私だし、昨日お姉たちが行ってた無人島に雇ったカップルを配置してお姉たちが来たらイチャついてもらうよう依頼したのも私。

　ラッキースケベイベント？　そんなの、偶然発生するわけないでしょー？

　さて、ならばなぜわざわざ私がそんなことをしたのかというと……帰国後のお姉の話を聞いている間、ずっと思っていたことがあったから。

　お姉は、何度も「秀くんは私のこと『親友』としか思ってない」って言い続けてるけど……話を聞く限り、これ両思いじゃね？　ってね。

　そして、実際に会ってみて確信した。

　というか、これ見てわからない人とかいる？　ってレベルだった。

　ただし。確かに、お義兄さんは自分の気持ちについて無自覚に見える。

　そ・れ・と・もー？

　ちゃーんと気付いてるくせに、自分でそこに蓋をしちゃってるのかなー？

　だとすれば……実に暗躍しがいのある、私好みのシチュエーションだよねっ。

　そう……何を隠そうこの私、烏丸華音は。

「でもさー、一緒に寝てホントに何もなかったのー？」

「秀くんの上に乗って抱きしめて寝てた……寝惚けて秀くんの唇ぷにぷにした……」

「ふーん、エッチじゃん」

「エッチだった……」

　じれったい推しカプを、やらしい雰囲気にしたくてたまらないオタクである。




　　　　◆　◆　◆




「秀くん、はいお醤しよう油ゆー」

「サンキュ……」

『あっ……』

　お姉からお醤油を受け取る際に手が当たって、お義兄さんが慌てて手を引っ込める。

「ご、ごめん」

「あ、ははっ。そんな謝るようなことじゃないでしょ？」

　微笑むお姉に、お義兄さんはだいぶ気まずそうな表情だった。

　だけどお姉の微笑みもかなりぎこちなく、その頬ほおも少し赤い。

『………………』

　そして、二人の間に満ちる沈黙。

　これこれ、こういうのが見たかったのよ！　完全に事後！　一夜の過ちを犯した二人の朝！　大丈夫、夫婦だから過ちじゃないよ！

　やっぱ良いなーっ、現実に推しカプがいるっていうのは！　やらしい雰囲気にし放題！

「えっと……華音ちゃん、どうかした……？　さっきからジッとこっち見てるけど……」

「んー？　見てるだけー」

「見て面白いものじゃないでしょ……？」

「んーん？　すっごい面白いよ？」

「そ、そう……」

　お義兄さんは、私に対してもちょっと気まずそうだった。昨晩の私の意図を測りかねてる、ってところかな？　意図も何も、全部言った通りなんだけど。

　私、ホントにお義兄さんのこと好きだし。勿論、恋愛的な意味で。

　お姉とはいやらしい雰囲気にする。

　そして私ともいやらしいことをしてもらって、ハーレム展開にする。

　二つの目的に、何も矛盾するところはない。

　とはいえ。

「そんじゃ私、そろそろ帰るねー」

　今回は、ここまでかな。

　私は別に、推しをそっと見守るのに徹するワンリーフちゃんの宗派も否定はしない。二人だからこその歩く速度、的なのも醍だい醐ご味みだもんね。だから私も、過剰に介入はしない。今回は、様子見的な意味合いも大きかったし。二人の揺るがない絆きずなについての解釈一致を確認できただけで、目的は達成ってところかな。

「もう帰るの？　せっかくだし、もっとゆっくりしていってくれても良いんだよ？」

「ありがとーお義兄さんっ！　でもでも、今日はちょっと午後から用事があるのっ！」

「そっか、じゃあ仕方ないね」

　昨日あんなことがあったのに、引き止めてくれるお義兄さんは優しいよね。

　けどやっぱり気まずげではあるし、一旦距離を置いた方が良いでしょう。

　お義兄さんへの気持ちだって、最初からすんなり受け入れてもらえるだなんて思ってない。だから、私のことを義妹いもうととしてしか見てなくたって構わない。

　今はまだ……ねっ？
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　華音ちゃんが帰って、また俺たちは二人きりになり。

「………………」

「………………」

　……いーや、気まずいな!?

　流石の唯華もこの歳としになってあのやらかしは恥ずかしいらしく、バツが悪そうな顔だ。

「……そういえばさー」

　そんな唯華が、何気ない調子で切り出してくる。

「子供の頃にお泊りした時、私よく寝惚けて秀くんの布団に転がり込んでたじゃない？」

「あぁ、そうだったな……」

　目が覚めたらゆーくんが目の前に、ってことが何度もあったのを思い出す。

　あの頃は、だからってドキドキするようなこともなかったけれど。

「昨日、あの頃の癖が久々に出ちゃったのかもね。この旅行中、ホント子供みたいにはしゃいでるから……そのせいで」

「なるほどな……」

　だから他意はないし気にするな、ってことだろう。まぁ確かに、あんまり気にしてても仕方ないよな……と、意識してその件については頭から追いやることにする。

　そうなると代わりに浮かんでくるのは、華音ちゃんの件だ。

　これについては、唯華にも共有しておくべきなんだろうか？

　でも、華音ちゃんのプライベートの問題が……。

「あっ、そうそう」

　俺が悶もん々もんとしている一方、唯華はふと何かを思い出した様子。

「昨日、華音が秀くんとこへ夜よ這ばいに行ったよね？」

「ごふっ!?」

　出てきたのが今まさに考えていた案件だったんで、思わず咳せき込んでしまった。

「ごめんねー、また迷惑掛けちゃって」

「いやうん、迷惑とかは思ってないからいいんだけど……なんで知ってんの……!?」

「だって、なんか私に許可求めてきたから『好きにすれば』って返したし。華音のことだから、あの後ホントに行ったんだろうなーって」

　──そのお姉から、ちゃんと許可も取ってきてるんだけど？

　昨晩、華音ちゃんはそう言ってたけど……まさか、本当に許可を得てたとは……。

　でも、考えてみれば当たり前のことではある。俺たちは『親友』であり、本当の夫婦じゃないんだから。唯華にしてみれは、華音ちゃんがそうしたいって言うなら止める筋合いも義理もない……そんな風に、考えると。

　チクリと、少し胸が痛んだ。

「あのさ……華音ちゃんって、俺のこと……その、本当に……？」

　それを誤ご魔ま化かすのも兼ねて、踏み込んだ質問を投げる。

　……これ、否定されたらただの自意識過剰だよな。

「本気だよ」

　けれど、短く返してくる唯華の目には確かに真実の色が宿っている。

「華音ちゃんは、なんで俺のことを……？」

「秀くんを好きになるのに、理由なんている？」

「今そういうのいいから」

　本当に、どうして……いつから？

　俺には華音ちゃんにそんな気持ちを抱いてもらう理由もないし、そんなタイミングもなかったと思うんだけど……まさか、一ひと目め惚ぼれとでも？

「だったら……それは、私が語るべきことではないかな」

「……そりゃそうだな、ごめん」

　確かめるべきは、唯華じゃなく本人に対してだ。

　結局のところ、華音ちゃんとしっかり向かい合うしかないんだから。

　なら……それは、次に華音ちゃんに会った時に解決を図るとして。

「でも……唯華は、それで良いのか？」

　唯華には、改めて別のことを尋ねる。

「そりゃ、ちょっと複雑な思いはあるけどねー。妹が誰を好きになろうが、その気持ち自体は否定できないでしょ」

　それはそうなんだろうけど、そこじゃなくて……。

「疑わないのか？」

「何を？」

「例えば昨日の夜、俺が華音ちゃんに……何か、したんじゃないかとか」

「なんで？」

　唯華は、真まっ直すぐ俺の目を見つめた。

「だって、秀くんは何もしないでしょ？」

　その揺らがない信頼が、今度は俺の胸に温かく広がっていく。

「それは、勿もち論ろんそうだけど」

「だよねー？」

　唯華は、クスリと笑った。

「こーんな可愛かわいい奥さんが布団に潜り込んだって、何もしないんだもんねー？」

　次いで冗談めかして、そう言うけれど。

「そっちは、正直……」

　一瞬、迷った末に。

「もし次があったら、少し自信がないかもしれない」

　本音を口に出す。

「えっ……？」

　俺の言葉に、唯華はパチクリと目を瞬かせた。

　目を逸そらしたかったけど、どうにか堪こらえて唯華の目を見つめる。

　今後の俺たちの関係性を揺るがす発言だけに、ジワリと背中に汗が浮かんだ。

　でも、だからこそ言っておくべきだろう。

　いくら『親友』が相手だろうと、あまり無防備を晒さらし過ぎるべきじゃないと。




　　　　♥　♥　♥




　えっ、待って待って？

　今のって、もしかして……私相手なら『手を出しちゃうぞ』宣言!?

　ガチで夜這いとかいけば、ワンチャンあるかもってこと!?

　……なーんてね。

　ちゃんとわかってる。いくら『親友』が相手でも、男の人にあんまり無防備晒すなよって警告してくれてるんだって。私のことを心配してくれての言葉なんだって。

　でも……これさ。

　以前の秀くんだったら、華音に対してと同じように「勿論、絶対に何もしないよ」とか言ってた場面なんじゃない？　実際、今までに似たようなことは何回か言われてるし。

　それが、違う言葉になったのは……もしかして。

　今回の旅行、様々な不幸も重なって色々と秀くんに迷惑かけたし恥も晒しちゃったけど……その影響で。

　私のことを、より強く女の子として意識してくれるようになった……とか？

　だとすれば、一歩前進？

　トラブルも、悪いことばっかりじゃないのかもねっ。

　なんて、全力で自分のやらかしを正当化する私だった。




　　　　♠　♠　♠




「でも、結局何もしなかったくせにー？」

「いやまぁ今回はそうなんだけど、可能性の話というか……その……」

　流石さすがに、「次は襲っちゃうかもしれないぞ？」とは言いづらい……が。

「わかってるよ」

　それでも言うべきか迷っていたら、唯華はふわりと微笑ほほえんだ。

「私のことを想おもってくれての言葉だって」

　どうやら、真意はちゃんと伝わっているらしい。

「ていうか、今回ホントやらかしすぎだよねー私っ！　ごめんねー！」

「や、別に謝ってもらうようなことでもないけど……」

「でも、流石にこのレベルのやらかしはそうそうしないってー」

「そう願いたいところだな……」

　あえて冗談めかしてくれているんだろう唯華の気遣いに、俺も合わせる。実際問題、昨晩みたいなことはそうそうあるわけじゃないだろう……たぶん。ないと良いですね。

　いずれにせよ、今はあまり深刻になりすぎるのも良くない。

　他ならない唯華が、そう望んでくれているんだから。

　この関係を壊さないことを、選んでくれたんだから。

　そもそも、万一『次』があったとしても俺がちゃんと自制すれば良いだけの話だしな。




　だとすれば……今俺たちがやるべきは、ここでこれ以上話し合うことじゃなくて。

「さってと、それじゃ今日も」

　唯華も、話は終わりとばかりにパンと手を叩たたく。

「あぁ」

　次の言葉は、予想出来たから。

『全力で、遊ぶぞーっ！』

　唯華と、声を重ねるのだった。







[image: エピローグ]




　宣言通り、俺たちは旅行三日目も全力で遊び倒した。

　シャチフロートの上に乗ろうとしてひっくり返った俺を見て、唯ゆい華かが爆笑し。

　海に釣り糸を垂らせば、爆釣にゴキゲンでハイタッチ。

　お昼には、釣果を爆食して。

　砂浜には、俺たちが共同制作した謎のオブジェが爆誕。

　ご当地マスコットのガチャガチャで、レアを狙って爆死した。

　そんな風に、爆速で時は過ぎ去り……現在。

「はい、チーズっ」

　俺たちは帰りの電車の中で顔を寄せ、唯華の持つカメラへと笑顔を向けていた。

「旅行の写真は、こんなもんで打ち止めかなー」

「だなー」

　流石にもう、シャッターチャンスになるようなイベントもないだろう。

「あーあ。楽しかった新婚旅行も、ついにおしまいかー」

　唯華は、いかにも名残惜しそうにぼやく。

「……うん？　新婚旅行？」

　あまりに自然に混じっていたからスルーしかけた単語に、少し遅れて気付いた。

「だって、そうでしょ？　新婚な二人の、旅行」

　と、唯華は俺と自分を順番に指しながら言う。

「私はずっと、これ新婚旅行だと思って過ごしてたよ？」

　そして、どこか意味深に笑った。

「なるほど、確かにな……」

　言われてみれば、そういう言い方も出来る。

　となると、結果的にとはいえ一緒に寝てた昨晩って初夜……ん[image: ん゛]っ！　せっかく忘れてたのに、変なこと考えんな俺……！




　　　　♥　♥　♥




「ん？　秀しゆうくん、どうかした？　なんだか顔が赤くない？」

「そ、そうか……？　俺も、ちょっと日焼けしたかなー」

　なーんか、はぐらかされた感じがするよねー？

　なんて目を向けていたら、秀くんはコホンと一つ咳せき払ばらい。

「それより、その……新婚旅行。一回しか駄目って決まりもないと思うし、またやればいいんじゃないか？　これから、何度でも」

「！」

　言われて思わず目を見開いちゃったけど……じんわりと、胸に嬉うれしさが広がっていく。

　新婚旅行が終わっちゃう寂しさばっかり湧いてきてたけど……そうだよね。

「うんっ！　また行こうね、新婚旅行！」

「次は冬休み、スキーとかでも良いかもな」

「ワンチャン、夏の間にもっかいって手もあるんじゃない？」

「それもアリだけど……残りの夏休みはゆったり過ごしたい気もするな」

「ふふっ、確かに。どっちにしろ、ずっと一緒だもんねっ……ふぁ」

「……くぁ」

　次もあるんだって思えたら、なんだか安心しちゃって……眠くなってきちゃった……。

　私につられたみたいにあくびする秀くんも、眠そうな表情になってきてる。

「秀くんの寝顔、撮っちゃおっかなー……」

「先に唯華が落ちる方に賭けるぜ……」

「あはっ、確かにそろそろー……」

　三日間、目一杯遊んだから流石に体力が限界で。

　私たちは、すぐに船を漕こぎ始めたのだった。




　　　　◆　◆　◆




　帰ったと見せかけて帰ってなかった！　それがこの私、烏からす丸ま華か音のん！

　オープンにやらしい雰囲気にしたければ二人きりにするのが最適だけど、それだけが芸じゃない。人目がある中で、密ひそかにやるからこそやらしくなることもある。

　ということで、こっそり二人と同じ電車に乗り込んでいるのだった。

　さーて、どんな風にやらしくしちゃおっかなー。

「……おろ？」

　だけど、二人の様子をこっそり窺うかがうと……。

「ふーん、エッチじゃん」

　私は、小さく微笑んだ。

　これは、私が何かする必要もない。

　あっ、そうだ。でも、せっかくだし……と。

　ふと思いついたことがあって、堂々と二人の席に近づいていく。

　感謝しなよー？　私がいなかったら出来なかったことなんだからねっ？




　　　　♠　♠　♠

　　　　♠　♠　♠




　旅行から帰った、翌日。

「さて……それでは、始めよう」

「はいっ」

　重々しく告げる俺に、唯華も大きく頷うなずく。

　尤もつとも、やるのは何てことはない。

「どの写真をアルバムに入れるか、超会議ー！」

「わーっ！　パチパチパチ！」

　アルバムに収録する写真の、選定作業である。旅行中に撮った写真だけでも膨大な量になり、全部印刷して収納してちゃアルバムがいくつあっても足りない。それに……。

「宝箱にどの宝物を詰めるか選ぶみたいで、ワクワクするねっ」

「……だな」

　一瞬返事が遅れたのは、ちょっとビックリしていたせいだ。

　特別に選んだ写真だけを載せたアルバムって、宝箱みたいでワクワクするよな……なんて。そんな風に、俺もちょうど考えていたところだったんだから。

「さって、それじゃまず栄えある一枚目！　どれにしよーっ？」

　ニコニコ楽しそうに笑っている唯華の手には、それこそ宝物みたいに大切そうにアルバムが抱えられている。さっき、二人で小一時間程も選ぶのに悩んで買ってきたものだ。

「まず家の前で、二人並んで撮ったやつはどうかなっ？」

「確かに、これから旅行に行きますってわかりやすい写真が一枚目なのは良いかもな」

「じゃ、これが最初でっ！」

「こういう、景色だけが写ってるやつはどうする？」

「うーん、アルバムに残すのは出来るだけ二人で写ってるやつがいいかなー」

「だな。じゃあ、二人で写ってないのは基本除外で」

「あっ、でもこの秀くんめっちゃよく撮れてる！　これは採用しよっ！」

「変顔になっちゃってるじゃん……」

「だからこそだよーっ」

「いいけどさ……」




　　　　♥　♥　♥




　今後、私たちは事あるごとにこうやってワイワイ言いながら写真を選ぶんだろうな。

　それで、その度に新しくアルバムが積み上がってくの。

　だって──

「あっ、華音ちゃんも写ってるやつはアリだよな？」

「秀くんさえよければねっ」

「じゃ、これも入れよう。焼きそば食べてる時の」

「華音、めっちゃいい笑顔してんなー」

「こっちの唯華もめっちゃいい笑顔だぞ」

「あっ、秀くんが射的で人形取ってくれた時のやつだー。秀くんも笑顔だし、採用っ！」

「……花火が終わった後に、二人で撮ったやつ」

「……採用、ね」

「あー……っと。その後で華音ちゃんと合流して三人で撮ったの、これも採用だよな」

「オッケーっ。おっ、これも外せないでしょ！　秀くんがシャチから落ちた時の！」

「待て待て、だから二人で写ってる写真じゃないだろこれ」

「私は声の出演ってことでっ」

「声は写ってないし……」

「だって、めっちゃ連写してるしめっちゃブレてるもん。笑ってるって一目でわかるよ」

「ぷっ……確かにそうかもな」

「でしょー？」

「ただこれ、このペースで入れてたら旅行の写真だけでアルバム一冊埋まる気がするな」

「それでいいんじゃない？　アルバム、新婚旅行編っ！」

「なるほど、確かに」

「次は文化祭編とかになるのかなっ？」

「それまでの、何でもない日常的なやつでまず一冊埋まるんじゃないか？」

「あはっ、確かにー。いっぱい写真、撮るんだもんねっ」

「そうだ。アルバムの写真を選ぶ俺たち、で一枚撮っとくか？」

「いいねぇ採用！　それじゃ……はい、チーズ！」

　昔から、変わらず。

　一緒にいれば、どこまでも楽しくなれる私たちの。




　　　　♠　♠　♠




「そんじゃ選定に戻って……あっ、ピンで写ってるのもアリならこっちのも入れようぜ」

「いいけど、なんで？　私が写ってるだけの普通の写真じゃない？」

「え？　可愛かわいいから」

「……秀くん、ホントそういうとこあるよね」

「いや、今のは流石さすがに狙った」

「はーっ、そうやって女の子転がすテク覚えてどうするつもりなんですかねーっ？」

「唯華以外は転がさないから問題ないだろ」

「……ホンっト、そういうとこあるよねー」

「さて、そろそろラストだな……って、あれ……？」

「うん？　どうかした？」

「や、これ……帰りの電車だと思うけど、どうやって撮ったんだろうな……？」

「あっ、確かに……私たち、二人共寝てるもんね？」

「唯華、これ実は狸たぬき寝入りだったり？」

「どう見てもガチ寝でしょ……」

[image: ]

「直前までカメラ触ってたし、タイマーでもセットされてたのかな？」

「かもねー……てか、ぷふっ」

「ふ、ははっ」

「二人共、子供みたいだねー」

「タイトル、『爆睡』ってところか」

「でも……お互いがお互いに寄りかかってるとことか、安心しきってる感じとかがさ」

「うん……なんか、凄すごい俺たちらしいよな」

　今は、時折。

　一緒にいると、ドキドキしてしまう瞬間もある俺たちの。




　　　　♠　♠　♠

　　　　♥　♥　♥




『てことで、採用っ！　アルバム一冊目かんせーいっ！』

　結婚生活は、これからも……ずっとずっと、続いていくんだから。
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　どうも、はむばねです。

　初めましての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりでございます。

　どちらの皆様も、本作をお手に取っていただきまして誠にありがとうございます。

　なおワンチャン本当に初めましての方がいらっしゃれば、本巻はシリーズの二冊目でございますため一巻もお手に取っていただけますと嬉うれしいです。




　さてさて、まずは無事二巻でお会い出来ましたことに心よりの感謝を。

　続刊も書かせていただけることになったのは、マジのガチで何の掛け値もなしに、ただひたすらに、応援してくださった皆様のおかげでございます。

　一巻をご購入いただきました皆様、感想を書いていただきました皆様、布教いただきました皆様、本当にありがとうございます。

　そのご恩に報いるためにも、二巻も全力でラブとコメを注入したつもりです。一巻以上に糖分マシマシ、ニューフェイスも加わりますます騒がしい奴やつらでお送りしております本作、お楽しみいただけますと幸いでございます。




　……序盤からめちゃくちゃ締めっぽい感じの流れになってしまいましたが、今回のあとがきはもうちょっとだけ続きます。

　既に本編を読んでいただいた方はご存ぞん知じの通り、今回は旅行でのお話がメインとなっております。このご時世でなかなか遠出も難しくなっておりますが、少しは旅行気分を味わっていただけますと幸いです。

　私も以前は旧友たちと、『卒業旅行』と称して毎年旅行に行っていたのですが（大学卒業旅行、浪人組大学卒業旅行、大学院組卒業旅行、社会人卒業旅行、などなど。意外と毎年誰かしら何かを卒業していたものです）。その習慣も、今やすっかりなくなってしまいました。卒業旅行でしか会わないメンバー……というか初回の卒業旅行で初めて会話したメンバーなんかもいたりして、なかなか不思議なご縁で集まった（というか中心メンバーが各々の交友関係ガン無視で集めた）面々でして。普段の交友関係ともちょっと違った雰囲気で、とても楽しかったのですが……。

　閑話休題。今回作中では旅行の夜に大富豪に興じるくだりなんかもありますが、我々の卒業旅行でも毎年飽きずに遅くまで大富豪に興じておりました。人によって全然スタイルが違うのが面白いんですよね。出たカードを全部カウントしてるガチ勢から運に身を任せる勢、毎年やってるのになぜかルールを把握してなくて雰囲気だけでやってる勢、自分が上がることより場を掻かき回まわすことを優先して無駄革命をぶっ放す愉悦勢なんかもいたりして。ちなみに私は、ガチ勢寄りだけど酒が入るとアホになって結局雰囲気だけでやってる勢です。はい、どうでもいいですね。

　あのシーンは、そんな大富豪の様子を思い出しながら書いておりました。何がアイデア出しの役に立つか、人生わからないものですね。

　なお、ラブ的要素に実体験が活いかされている部分は一ミリもございません。




　と、そろそろページに余裕もなくなって参りましたので謝辞を。

　イラストをご担当いただきました、Parum様。今回も素晴らしいイラストを、誠にありがとうございます。特にカバーイラストは一巻も二巻も二人の関係性を完璧に表していただいている美しいもので、本当に本作らしく仕上げていただきありがたいです。

　担当Ｓ様、今回も様々なアドバイスをいただきありがとうございました。そして私の遅れのせいでだいぶギリのスケジュールとなってしまい、申し訳ございません……！

　以前より応援いただいております皆様にも、厚く御礼申し上げます。何回も似たような感謝の言葉を書いてしまい恐縮なのですが、本当に感謝しておりますため……！

　お世話になった方全てのお名前を列挙するわけにも参らず恐縮ではございますが、本作の出版に携わっていただきました皆様、普段から支えてくださっている皆様、そして本作を手に取っていただきました皆様、全員に心よりの感謝を。




　それでは、またお会いできることを切に願いつつ。

　今回は、これにて失礼させていただきます。
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